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ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵

伊
能
大
図
臼
号
部
分
(
松
島
周
辺
)

こ
の
図
は
第
二
次
測
量
時
の
も
の
で
あ
る
。
享
和
元

(5
2
)
年
江
戸
を
出
立
、
=
一浦
半
島
、
伊
豆
半
島
を

測
量
し
江
戸
に
戻
っ
た
後
、
再
び
6
月

四
日
江
戸
を
出

立
、
房
総
半
島
、
銚
子
を
経
て
太
平
洋
岸
を
北
上
し
、

小
名
浜
、
関
上
浜
を
経
て
8
月
別
日
蒲
生
村
(
仙
台
市
)

に
着
い
た
。

円一
日
は
塩
釜
村
、

辺
、
お
日
は
松
島
(
塩

董
市
)
を
測
量
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

石
巻

・
宮
古

・
下

北
半
島
を
廻
り
津
軽
半
島
の
さ
一厩
迄
測
量
す
る
。

帰
路
は

一
次
測
量
の
帰
路
と
閉
じ
ル

l
ト
で

ロ
月

7

日
江
戸
深
川
帰
着
し
た
。

伊
能
忠
敬
に
と
っ
て
松
島
訪
問
は
二
次
測
量
が
初
め

て
で
は
な
か
っ
た
。

忠
敬
の
測
量
日
記

(
9
月
8
日
)
に
よ
れ
ば

「
余
、
先
年
奥
州
松
島
を
遊
覧

L
け
る
に
、
噴
は
皐
月

末
の
八
日
佐
原
を
出
立
。
鉾
田
と
云
所
主
て
乗
船
す
。

風
波
あ
り
て
尺
取
L

り
ず
。
漸
々
串
挽
江
着
て
船
泊
り
し

け
る
。
傍
に
も
旅
人
乗
り

L
舟
あ
り
け
る
。
苫
鼓

L
に
物

語
れ
は
、
松
島
よ
り
連
き
分
ケ
墳
と
云
所
の
秋
山
惣
兵

簡
と
云
者
に
て
、
交
易
の
事
に
銚
子
港
へ
来
り
。
担
、
某

眉
へ
帰
り
け
る
屯
り
。
披
人
云
け
る
は
、
一
人
掠
の
物
寂

し
け
れ
は
願
わ
く
は
同
伴
時
へ
か

L
程
に
、
此
方
も
掠
劃

自
身
の
幸
と
同
動

L
け
る
十
日
程
を
経
て
仙
台
の
城

下
に
着
け
る
に
、
此
所
の
名
所
主
ピ
案
内
し
、
且
、
酒
食

迄
も
嵩
く
餐
応
し
け
る
、
別
ニ
臨
て
惣
兵
暗
い
い
け
る
は

、
費
押
は
吾
肺
を
去
る
事
百
里
余
の
山
堆
を
隔
て
由
れ
ば

、
お
う
が
曜
か
る
へ

L
。
余
は
究
易
の
為
に
挑
子
港
又
ハ
東

都
へ
幾
度
も
往
来
す
。
そ
の
行
路
屯
れ
ば
必
尋
ね
問
ん
と

約
し
て
別
れ
由
。

」
と
あ
る
。

こ
の
松
島
測
量
の

2
週
間
後
、
分
浜
の
止
宿
が

H
年

前
、
妻
を
伴
い
松
島
漫
遊
を
し
た
際
、
川
日
間
も
同
行

し
た
秋
山
惣
兵
衛
家
に
な
る
の
で
あ
る
。

左
図
は
国
土
地
理
院
地
図
に
伊
能
図
測
線
を
取
り
出

し
、
本
塩
釜
駅
及
び
瑞
巌
寺
付
近
が
重
な
る
よ
う
に
合

わ
せ
た
図
で
あ
る
。
埋
め
立
て
ら
れ
た
た
め
か
海
岸
線

が
伊
能
図
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
海
中
引
き
縄
も

数
か
所
見
ら
れ
る
。
西
日
本
測
量
と
は
対
照
的
に
島
は

殆
ど
測
量
さ
れ
て
い
な
い
。
陸
前
大
塚
あ
た
り
は
東
西

方

向

の

ず

れ

が

確

認

で

き

る

。

宮

内

敏

(
表
紙
題
字
は
伊
能
忠
敬
の
筆
跡
)
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特
報

立
川
志
の
輔
師
匠

伊
能
忠
敬
研
究
会
名
誉
会
員
に
!

~ 

g 

~ヤ乞

吋£
議

持
品

，1 . 

大
変
遅
く
な
り
恐
縮
で
す
が
、
本
年
四
月
開
催
の
伊

能
測
量
協
力
者
顕
彰
大
会
で
熱
演
さ
れ
た
立
川
志
の

輔
師
匠
に
、
研
究
会
名
誉
会
員
を
お
引
き
受
け
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

四
月
二
十

一
日
の
顕
彰
会
当
日
、
落
語
会
終
了
後
、

師
匠
と
秘
書
の
西
須
さ
ん
、
本
会
側
幹
事
の
岩
本
、
伊

能
、
渡
辺
の
三
人
と
懇
談
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
能
氏
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
あ
と
、
懇
談
と
な

り
、
志
の
輔
師
匠
に
教
養
落
語
「
伊
能
忠
敬
物
語
」
を

始
め
ら
れ
た
経
緯
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。
『
な
ん
で
、
こ

ん
な
畏
編
落
籍
を
演
じ
続
け
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
」
と
話
さ
れ
、
渡
辺
も
「
仕
事
で
も
な
い
の
に

二
十
三
年
間
も
伊
能
研
究
と
い
う
余
計
な
こ
と
を
や

っ
て
い
ま
す
」
「
い
や
い
や
と
ん
で
も
な
い
素
晴
ら
し

い
事
を

・・

」
な
ど
雑
談
の
や
り
取
り
の
な
か
で
、
名

誉
会
員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

師
匠
の
よ
う
な
大
看
板
に
名
誉
会
員
に
な
っ
て
い

た
だ
く
話
で
す
か
ら
、
後
日
鈴
木
代
表
、
菱
山
事
務

局
長
と
協
議
の
う
え
、
私
か
ら
御
願
い
状
を
差
し
上
げ
、

御
挨
拶
と
し
て
、
渡
辺
監
修
の
「
伊
能
図
大
全
」
の
関

東
、
近
畿
、
中
小
図
の
さ
一一
帽
を
謹
呈
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
上
記
の
お
手
紙
と
「
志
の
輔
落
語
D

V
D
十
一
巻
」
の
返
礼
を
お
受
け
し
ま
し
た
。

全
国
の
伊
能
忠
敬
フ
ァ
ン
の
皆
様
、
志
の
輔
師
匠
の

御
後
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
八
一
八
年
十
月
理
事

一1-

名
誉
代
表

渡
辺
一
郎

立
川
志
の
・
・
8
所

シ
ノ
フ
ィ
ス

-Z
。
γ。
宮
川
港
区
爾
膏
山

一
の
ニ
穴
の
一
六
の
八

O
一

師
匠
へ
の
メ
ツ
セ
ク
は
会
織
に
縄
厳
し
ま
す
。



九
鬼
隆
範
作
成
「
京
神
間
線
路
図
」
に
つ
い
て

星
埜
由
尚

明
治
初
期
に
工
部
省
に
お
い
て
伊
能
図
を
参
考
と

し
て
作
成
さ
れ
た
と
恩
わ
れ
る
「
京
神
間
鉄
道
線
図
」

に
つ
い
て
報
告
す
る
。
会
員
諸
氏
の
見
解
を
賜
り
た
い
。

一
昨
年
十

一
月
、
「
伊
能
忠
敬
笹
山
領
探
索
の
会
」

を
主
宰
さ
れ
て
い
る
加
賀
尾
宏

一
氏
の
お
招
き
を
受

け
、
丹
波
篠
山
を
訪
れ
た
。
「
伊
能
忠
敬
笹
山
領
探
索

の
会
」
は
、
篠
山
に
お
け
る
伊
能
忠
敬
が
測
量
し
た
道

を
探
索
し
、
標
柱

「伊
能
忠
敬
笹
山
領
測
量
の
道
」
を

篠
山
市
内
に
十
二
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。
加
賀
尾
宏

一

氏
は
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
で
あ

る。
そ
の
標
柱
の
除
幕
式
に
招
か
れ
、
小
学
校
で
の
講
話

も
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
道
す
が
ら
、

吉
一岡
市
を
紡
れ、

=
一田
域
跡
に
近
い
旧
九
鬼
家
住
宅
を
訪
れ
た
。
現
在
は、

旧
九
鬼
家
住
宅
資
料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

旧
九
鬼
家
住
宅
は
、

吉
一回
藩
家
老
を
務
め
た
九
鬼
家

の
住
宅
と
し
て
明
治
9
年
に
九
鬼
隆
範
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
擬
洋
風
建
築
で
あ
る
。
九
鬼
陸
範
は
、
天
保

六
年
の
生
ま
れ
で
九
鬼
家
の
婿
豊
子
と
な
り
、
明
治
維

新
後
工
部
省
に
出
仕
し
て
鉄
道
建
設
に
尽
く
し
た
。
測

量
術
に
長
け
、
「
測
地
必
携
」
を
著
し
て
い
る
。
明
治

十
年
の
京
都
神
戸
聞
の
鉄
道
開
通
に
携
わ
り
、

「京
神

間
鉄
道
線
図
」
を
作
成
し
、
開
通
式
の
際
、
天
覧
に
供

し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

旧
九
鬼
家
住
宅
資
料
館
を
見
学
し
た
と
き
、
こ
の

「
京
神
間
鉄
道
線
図
」
が
展
示
さ
れ
て
お
り
、

N
P
O

法
人
歴
史
文
化
財
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
さ
ん
だ
理
事
長
池

日
軍神間線路図

田
洋
介
氏
の
説
明
を
受
け
、

一
見
し
て
伊
能
図
に
酷
似

し
て
い
る
印
象
を
持
っ
た
。
池
田
洋
介
氏
か
ら
は
こ
の

地
図
を
よ
り
詳
し
く
見
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
。
そ
の
結
果
、
伊
能
図
と
の
共
通
点
な
ど
に
つ
い
て

以
下
の
点
が
認
め
ら
れ
る
。

生

2 -

• 

京都 {拡大図)

K771F-7τ金

-旬

。、

/ー

孝之

可p

、F-

①
地
図
の
描
き
方
に
つ
い
て
、
全
般
的
に
見
て
伊
能

図
の
描
き
方
と
非
常
に
似
て
い
る
。

②
按
郭
の
描
き
方
が
伊
能
大
図
の
減
郭
に
類
似
す

る
。
特
に
、
大
阪
城
は
d

ほ
ぽ
伊
能
図
を
模
写
し
た
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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③
市
街
地
の
描
き
方
が
伊
能
大
図
の
描
き
方
に
類

似
す
る
。
家
並
み
の
描
き
方
、
寺
社
の
蔓
の
描
き
方
は

伊
能
大
図
の
描
き
方
と
同

一
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
か
ら
見
て
「
京
神
間
鉄
道
線
図
」
は
、

伊
能
大
図
を
基
図
と
し
て
作
成
し
た
地
図
で
は
な
い

が
、
伊
能
図
を
参
考
と
し
て
当
時
の
地
物
の
状
況
に
改

変
し
、
鉄
道
に
関
す
る
情
報
を
加
え
て
作
成
し
た
可
能

性
を
考
え
さ
せ
る
。

工
部
省
は
、
明
治
5
年
に
伊
能
図
の
模
写
を
行
い
、

工
部
省
に
出
仕
し
た
九
鬼
隆
範
は
、
伊
能
図
を
見
る
機

会
ー
も
あ
り
、
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
立
場
で
も
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
実
測
に
よ
る
地
図
は

未
だ
伊
能
図
の
み
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
京
神
間
鉄
道
線

第師号伊能忠敏研究

図
」
作
成
に
当
た
り
、
伊
能
図
を
利
用
す
る
こ
と
は
当

然
考
え
ら
れ
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

未
だ
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
伊
能
図
が
明
治
政
府

に
お
い
て
鉄
道
建
設
に
お
い
て
も
利
用
さ
れ
た
こ
と

を
物
語
る
も
の
と
し
て
さ
ら
な
る
検
討
が
望
ま
れ
る
。

大阪 (拡大図)
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書
籍
紹
介

『
伊
能
忠
敬
の
足
跡
を
た
ど
る
』

星
埜
由
尚
薯

(
公
社
)
日
本
測
量
協
会
刊
行

A
5
判

1
5
0
ペ
ー
ジ
(
本
士
)

2
0
1
8
年
5
月
2

8
日

発

行

本
書
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
か
ら
二
十
四
年
十

一

月
ま
で
六
十
回
に
わ
た
り
日
刊
建
設
工
業
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
測
量
日
記
と
伊
能
図
を
対
比
さ
せ
た
コ
ラ

ム
に
十
五
話
を
加
え
た
七
十
五
話
で
構
成
さ
れ
、

一
話

が
見
聞
き
2
ペ
ー
ジ
で
統

一
さ
れ
て
お
り
、
ど
こ
か
ら

で
も
気
軽
に
読
め
る
。

本
書
は

一
般
の
出
版
社
で
は
な
く
、
公
益
社
団
法
人

日
本
測
量
協
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
た
め
、

一
般
の
書
庖

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
の
購
入
は
で
き
な
い
が
、

同
協
会
に
申
し
込
め
ば
入
手
は
可
能
で
あ
る
。

F
B
旬
、言
者
三

E
z
q
】旬
、凶
・E
宮

E書
SFド
(
菱
山
剛
秀
)

3 -



『
町
方
書
上
』
と
『
寺
社
書
上
』

玉
造
功

『
町
方
書
上
」
「
寺
社
書
上
」
と
は

「
町
方
書
上
」
と
「
寺
社
書
上
」
は
明
治
新
政
府
が

江
戸
幕
府
か
ら
引
き
継
い
だ
旧
幕
引
継
書
の

一
つ
で
、

国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲

覧
で
き
る
。
そ
の
解
題
な
ど
に
よ
る
と
、
江
戸
幕
府
は

士
政
九
年
か
ら
江
戸
の
地
誌
と
し
て
「
御
府
内
風
土

記
」
の
編
集
を
始
め
、
士
政
十
二
年
に
同
書
は
完
成
し

た
が
、
明
治
六
年
宮
城
火
災
の
お
り
に
焼
失
し
た
。
「町

方
書
上
」
と
「
寺
社
書
上
」
は
、
「
御
府
内
風
土
記
」

の
資
料
と
し
て
各
町
や
寺
社
に
命
じ
て
提
出
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
。

内
容
は
町
の
位
置

・
方
角、

町
の
成
立
の
由
来
、
町

内
の
坪
数

・
家
数

・
公
謀
、

自
身
番
、
下
水
、
橋
梁
、

堀
川
、
旧
家
な
ど
す
こ
ぶ
る
詳
細
な
も
の
で
、
江
戸
研

究
に
は
不
可
欠
な
文
献
で
あ
る
。

-
2
園
舎
園
.
舗
デ
シ
，
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

uZ請
す
み

『町
方
書
上
』
に
見
る
黒
江
町

士
化
王
年
(
一
人
O
八
年
)
E
月
十
九
日
の
『
伊
能

忠
敬
江
戸
日
記
』
に
、
四
国
測
量
を
前
に
提
出
し
た
先

祖
寄
や
明
細
書
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
居
住
地
に
つ
い

て
は
「
当
分
深
川
黒
江
町
名
主
斉
藤
助
之
丞
地
面
借
地
」

と
あ
る
。
忠
敬
が
借
地
し
て
い
た
名
主
斉
藤
助
之
丞
と
、

二
O
年
後
の
書
上
提
出
時
の
名
主
助
之
丞
は
ど
の
よ

う
な
関
係
な
の
だ
ろ
う
か
。
幼
年
の
た
め
後
見
人
が
立

て
ら
れ
て
い
る
の
で
親
子
な
の
だ
ろ
う
か
。

な
お
書
上
に
よ
る
と
、
町
内
の
人
々
は
忠
敬
の
隠
宅

の
あ
っ
た
久
中
橋
か
ら
黒
江
橋
の
南
河
岸
通
り
を
日

影
町
と
呼
ん
で
い
た
と
い
う
。

黒
江
町
が
提
出
し
た
も
の
は

『深
川
町
方
書
上
、
-ニ
』

に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
タ
イ
ト
ル
は
「
地
誌
御
調
書
上

帳
」
で
あ
る
。
町
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
寛
永
六
年

に
地
所
築
立
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
深
川
猟
(漁
)
師
町

八
ケ
町
の

一
つ
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
町

内
に
堀
劃
が
新
た
に
作
ら
れ
る
と
そ
の
代
地
が
与
え

ら
れ
た
り
、
加
賀
藩
前
田
家
の
抱
屋
敷
が
置
か
れ
た
り

し
た
た
め
、
黒
江
町
は
複
数
個
所
に
別
れ
て
い
る
。

黒
江
橋
と
久
中
橋
は
長
さ
六
問、

幅
九
尺
で
あ
る

が
、
八
幡
橋
は
長
さ
七
問
、
幅
二
間
あ
り
富
岡
八
幡
宮

へ
の
参
道
に
か
か
る
橋
に
相
応
し
く
立
派
で
あ
る
。

町
内
の
自
身
番
屋
は

一
ケ
所
あ
り
間
口
は
二
問、

奥

行
き
は
四
間
半
で
あ
る
。
そ
の
外
に
も
わ
ら
じ
ゃ
駄
菓

子
な
ど
も
売
る
商
い
番
屋
が
二
ケ
所
、
髪
結
い
が
い
る

床
番
屋
が
一
ケ
所
あ
っ
た
。

町
内
の
総
家
数
は
四
九
七
軒
、
そ
の
内
、
家
持
は
四

人
、
家
守
(
家
主
と
も
い
い
、

家
持
の
所
有
す
る
抱
屋

敷
や
長
屋
な
ど
を
管
理
)
が
一一二
人、

地
借
の
記
載
は

な
く
、
庖
借
(
た
な
が
り
)
が
二
九
九
人
、
明
き
庖
が

一
王
O
軒
で
あ
る
。
長
屋
住
ま
い
の
庖
借
の
比
率
が
高

い
の
は
深
川
の
各
町
内
に
共
通
す
る
特
色
で
あ
る
。

書
上
の
士
末
の
書
き
下
し
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「子
」
は
士
政
十
一
年

(
一
八
二
八
年
)
が
核
当
す
る
。

旧
幕
引
継
奮
の

『本
所
理
川
町
屋
韓
国
』
に
加
筆
幽

国
立
国
会
園
・
鎗
デ
y
タ
ル
コ
レ
タ
ン
ヨ
ン

右
の
坦
り
取
調
べ申

ιよ
げ
候
.以
上

深
川
黒
江
町

名
主
助
之
丞
幼
年
に
亨
」

後
見

通同1.¥

子
八
月

同
所
熊
井
町

名
主
理
左
衛
門

、¥



史
料
紹
介

加
賀

藩
の
測
量
隊
受
け
入
れ
方
針
決
定
ま
で

河
崎
倫
代

は
じ
め
に

草
和
3
年

(1
8
0
3
)
の
第
4
次
測
量
に
お
け
る

加
賀
藩
(
石
川
県
と
富
山
県
の
大
半
部
)
測
量
に
つ
い

て
は
、
本
誌
に
こ
れ
ま
で

2
回
に
わ
た
っ
て
史
料
紹
介

し
て
き
た
.

①
位

・
回

臼
号
「
第
4
次
測
量
隊
、
中
能
登
を
行

〈
|
加
賀
藩
十
村
真
鶴
四
郎
大
夫
「
覚
書
」
よ
り

l
」

②
回
号
「
加
賀
藩
+
村
役
の
手
代
た
ち
が
見
た
伊
能

隊
「
新
国
家
文
書
」
よ
り

l
」

い
ず
れ
も
、
測
量
隊
に
随
行
し
て
案
内
役
を
務
め
た
+

村
(
と
む
ら
幕
府
領

・
他
藩
で
は
大
庄
屋
)
手
代
た

ち
の
見
聞
を
記
録
し
た
、
藩
庁
へ
の
報
告
書
で
あ
る
。

加
賀
藩
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
伊
能
忠
敬
の
身
分
が

コ
耳
百
姓
、
浪
人
」
で
あ
り
、
ま
た
各
地
で
村
高

・
家

数
を
書
き
出
さ
せ
る
な
ど
「
隠
密
が
ま
し
い
」
行
動
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
非
常
に
警
戒
し
て
い
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
。
今
号
で
は
、
加
賀
藩
庁
が
そ
の
よ
う
な
立

場
を
取
る
に
至
っ
た
経
緯
を
、
幾
多
の
史
料
か
ら
詳
細

に
た
ど
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

2018 

加
賀
藩
領
内
測
量
に
関
す
る
輸
考

加
賀
藩
領
内
測
量
に
触
れ
た
主
な
輪
考
出
版
物
と

し
て
は
、
大
谷
亮
吉
著
『
伊
能
忠
敬
』

(1
9
1
7
年、

岩
波
書
庖
}
、
噌
村
宏
「
大
谷
亮
吉
編
著
『
伊
能
忠
敬
』

の
日
本
測
量
に
つ
い
て
」
{
保
柳
臨
美
編
著
『
伊
能
忠

敬
の
科
学
的
業
績
』

1
9
7
4
年
、
古
今
書
院
)
、
高

瀬
重
雄
著
『
帥
問
中
の
絵
図
』

(1
9
7
5
年
、
巧
玄
出

第86号伊能忠敏研究

版
)
、
竹
内
慎
一
郎
著
『
地
図
の
記
憶
』

(1
9
9
9
年、

桂
書
房
)
が
あ
る
。
筆
者
も
、
「
伊
能
忠
敬
の
加
賀
藩

領
内
測
量
を
め
ぐ
っ
て
」
(
『
金
沢
女
子
大
学
附
属
高
校

紀
要

第
9
号』

1
9
9
2
年
て
「
伊
能
忠
敬
の
加
賀

藩
領
内
測
量
関
係
史
料
」
・
「
加
賀
藩
十
村
役
の
報
告
書

に
見
る
伊
能
忠
敬
の
領
内
測
量
」
(
『
加
能
史
料
研
究

第
5

6

号
』
1
9
9
3
・
9
4
年
)
な
ど
で
史
料
紹

介
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

大
谷
亮
吉
は
『
伊
能
忠
敬
』
「
日
本
測
量
時
代
(
八
)

尾
張
及
越
前
以
東
残
部
の
測
量
」
「
余
録

(
一
)諸
侯

と
忠
敬
」
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
北
陸
道
方
面
に
於
て
は
、
他
の
地
方
に
比
し
沿
海

実
測
業
務
を
比
較
的
軍
大
視
し
、
自
己
の
領
内
を
巡
測

せ
ら
る
る
を
喜
ば
ざ
り
し
も
の
少
か
ら
ず
@
殊
に
加
州

藩
の
如
き
は
、
表
面
幕
府
の
命
を
奉
じ
て
相
当
の
便
宜

を
与
へ
実
測
上
支
障
を
起
す
こ
と
な
か
ら
し
め
た
り

と
雌
も
、
内
心
頗
る
不
快
に
塩
へ
ざ
り
し
も
の
の
如
し
。

忠
敬
が
沿
道
村
吏
に
各
村
石
高
、
家
数
、
人
口
等
を

記
載
せ
る
士
書
の
提
出
を
求
む
る
も
、
藩
主
よ
り
そ
の

命
な
し
と
て
こ
れ
に
応
せ
ざ
り
し
が
如
き
、
或
は
地
図

形
容
に
賓
せ
ん
が
為
め
沿
道
地
勢
等
に
つ
き
て
質
問

す
る
も
、
多
く
口
を
織
し
て
其
詳
細
を
語
ら
ざ
り
し
が

如
き
、
或
は
藩
庁
よ
り
藩
士
を
派
し
て
測
量
班
に
随
従

し
其
業
務
を
監
視
せ
し
め
た
る
が
如
き
、
以
て
藩
庁
の

意
向
を
察
す
る
に
足
る
と
云
ふ
ベ

L
J

ま
た
、
『
伊
能
忠
敬
の
科
学
的
業
績
』
「
北
陵
地
方
の

事
例

2

金
沢
前
回
藩
の
事
例
」
に
は
、
前
田
藩
で

は
「
藩
の
内
部
事
情
」
や
「
測
量
に
つ
い
て
の
疑
惑
」

か
ら
、
『
沿
海
測
量
に
神
経
過
敏
に
な
っ
て
い
た
事
実

は
認
め
ら
れ
る
」
が
、
「
こ
れ
ら
前
田
藩
庁
の
諸
事
実

を
知
っ
て
も
、
な
お
私
は
大
谷
氏
の

n
藩
士
の
監
視
H

の
事
実
を
文
字
ど
お
り
に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
」

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
文
化
二
(
一
人

O
玉
)
年
か

ら
測
量
隊
が
御
用
隊
の
性
格
を
強
化
し
た
の
は
、

こ
の
前
回
藩
の
事
例
、
糸
魚
川
事
件
に
つ
い
て
の
幕

府
・
暦
局
側
の
反
省
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
」

と
述
べ
、
忠
敬
が
文
化
元
年

(1
8
0
4
)
に
幕
府
役

人
に
取
り
立
て
ら
れ
、
翌
年
の
第
5
次
測
量
か
ら
は
、

「
幕
府
直
結
の
事
業
」
と
な
り
、
測
量
隊
の
編
成

・
出

張
手
当

・
諸
大
名
の
協
力
ぶ
り
な
ど
が
大
き
く
変
化
す

る
直
接
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
見
て
い
る
。

加
賀
藩
の
測
量
隊
受
け
入
れ
方
針
決
定
ま
で
の
史
料

加
賀
藩
庁
が
幕
府
か
ら
の
通
遣
を
畳
け
て
測
量
隊

受
け
入
れ
に
至
る
ま
で
を
、
時
史
料
を
使
っ
て
時
系
列

に
た
ど
っ
て
み
た
い
。

※
は
筆
者
法
.
史
料
本
文
中
の
(
}
は
簸
者
補
足
。
[】

は
晒
句
の
訂
正
.
史
料
本
文
の
太
字
は
草
葺
部
分
を
一ホ
す
.

ーらー

-2月げ
目
、
幕
府
勘
定
奉
行
、
加
賀
藩
に
伊
能
忠
敬

の
領
内
測
量
を
告
げ
る
。

史
料
①

「三
守
御
糟
」
三
(
草
和
3
年
2
月
)

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
文
庫

十
七
日
、
御
勘
定
奉
行
小
笠
原
和
泉
守
ヨ
リ
聞
番
呼
立
、

天
文
方
為
測
量
伊
能
勘
解
由
東
海
道
ヨ
リ
御
国
元
へ

相
廻
り
候
ニ
付
、
覚
書
を
以
被
仰
渡
ア
リ
、

日
記
、
十
七
日
、
勘
定
奉
行
小
笠
原
和
泉
守
よ
り
、

御
掠
中
ノ
口
へ
今
日
御
呼
出
ニ
付
、
不
破
氏
(
半
蔵
、

聞
番
)
被
罷
越
候
処
、
御
勘
定
組
頭
田
口
五
郎
右
衛

門
を
以
、
天
文
方
為
測
量
伊
能
勘
解
由
東
海
道
よ
り

御
国
元
へ
相
廻
り
候
エ
付
、
覚
書
を
以
被
仰
渡
候
、

右
勧
解
由
は
百
姓
幹
浪
人
者
=
て
、
い
ま
た
公
辺

へ

被
召
出
ハ
無
之
恒
き
者
之
曲
、

(解
説
①
}
幕
府
固
定
奉
行
か
ら
醐
量
昨
の
領
閏
測
量
を
通
告
さ



れ
る
。
忠
敬
は

「百
姓
体
浪
人
」「
軽
き
者
」
と
聞
か
さ
れ
、

加
賀
藩
で
の
処
遇
の
絡
式
が
決
ま
っ
た
。

-
3
1
4月
、
加
賀
藩
御
算
用
場
、
測
量
隊
の
待
遇
方

に
つ
い
て
、
郡
奉
行
経
由
で
配
下
の
十
村
へ
通
達
す
る
。

史
料
②
「
筒
井
触
留
」
(
『
加
賀
藩
史
料
』
第
十

一
編、

享
和
3
年
3
月
別
日
条
)

此
度
為
測
量
御
用
伊
能
勘
解
由
与
申
者
、
東
海
道
筋
を

初
め
致
巡
路
、
御
領
国
江
罷
越
候
段
等
、
別
紙
従
公
儀

相
渡
り
候
旨
に
而
、
御
用
番
年
寄
中
よ
り
被
相
渡
候
に

付
、
写
欄
達
候
条
、
被
得
其
意
、
右
勘
解
曲
先
触
到
来

次
第
、
体
泊
、
盤
人
馬
継
立
等
、
夫
々
不
指
主
様
可
被

申
渡
候
、
且
又
右
勘
解
由
、
御
領
国
に
而
江
戸
表
江
之

紙
面
相
願
申
健
も
可
有
之
段
申
来
候
条
、
是
又
可
被
得

其
意
候
、
以
上
、

三
一月

御
算
用
場

高
田
弥
左
衛
門
殿
※
能
州
郡
奉
行

菅
野
兵
左
衛
門
殿
※
能
州
都
奉
行

猶
以
、
右
勘
解
由
格
式
等
之
媛
者
、
聞
番
よ
り
承
合
候

所、

高
橋
作
左
衛
門
弟
子
に
而
、
い
ま
た
公
儀
江
被
召

抱
候
儀
に
而
も
無
之
者
に
候
問
、
敢
而
重
き
取
扱
に
及
平

申
旨
、
且
勘
解
由
上
下
六

・七
人
に
而
、
御
用
長
持
等
為

持
、
当
二
月
廿
王
日
頃
江
戸
表
発
足
之
筈
に
候
旨
申
来

候
問
、
右
等
之
趣
為
心
得
申
達
候
、
以
上
、

高
橋
作
左
衛
門
弟
子

伊
能
勘
解
由

右
者
、
為
測
量
御
用
、
東
海
道
筋
品
川
よ
り
駿
州
沼

津
・
江
尻
等
に
懸
り
、
夫
よ
り
海
手
に
添
、
同
園
田
中

遠
州
相
良

・
三
一州
五
十
子
崎

・
尾
州
師
崎
等
、
都
而
南

之
方
海
手
に
添
相
廻
り
、
同
州
宮
よ
り
佐
屋

・
津
島
等

陸
路
通
り
、
美
濃
大
垣
江
出
、
関
ケ
原
よ
り
越
前
国
敦

賀
に
む
か
ひ
、

若
狭
之
国
境
迄
罷
越
、
失
よ
り
又
海
手

に
添
、
東
之
方
河
野
・
三
一国
等
、
失
よ
り
加
賀
・能
登

・

天
文
方

越
中
等
都
而
北
海
之
浦
々
に
添
ひ
、
越
後
出
雲
崎
迄
罷

越
、
此
所
よ
り
佐
渡
江
梱
渡
り
、
同
国
四
方
浦
々
不
残

相
廻
り
、
又
越
後
江
立
戻
、
寺
泊
り
よ
り
帰
路
同
園
長

岡
上
州
高
崎
よ
り
板
橋
宿
に
向
ひ
、
中
山
道
通
り
当

表
江
罷
帰
候
車
、

但
、
能
登
国
之
儀
者
、
北
江
出
張
候
地
に
付
、
地
図

〆
り
之
為
、
同
国
川
尻

・
今
浜
辺
に
而
、
勘
解
由
弟

子
共
之
内
よ
り
致
手
分
、

二
手
に
欄
分
り
、

一
手
者

陸
路
に
而
飯
山

・
高
畠
通
り
、
東
之
方
七
尾
江
罷
通

り、

一
手
者
海
手
に
添
ひ
北
之
方
欄
廻
り
、

一
所
に

落
合
候
積
り
、

右
之
通
罷
通
致
測
量
之
問
、
指
貫
無
之
傑
可
致
旨
、
堀

田
摂
津
守
殿
被
仰
聞
候
に
付
、
此
段
申
達
候
、
以
上
、

二
月

右
写
之
通
申
来
候
条
、
得
其
意
、
夫
々
可
申
渡
候
、
尤

本
士
之
通
り
、
右
勘
解
由
先
触
到
来
次
第
、
休
泊
等
之

健
不
指
貫
様
可
相
心
得
候
、
以
上
、

菅
野
兵
左
衛
門

能
州
鳳
至

・
珠
洲
両
御
郡
十
村
中

{解
説
②
)
藩
御
算
用
場
か
ら
通
告
を
受
け
た
能
州
奉
行
は
配

下
の
十
村
へ
捌
量
障
ル
l
ト
や
忠
敬
の
格
式
等
を
通
遣
し
た
。

史
料
③
「
真
館
家
文
書」

昭
(
石
川
県
立
図
書
鰹
蔵
)

「
為
測
量
御
用
伊
能
勘
解
由
御
領
国
江
縄
附

村
役
人
等
会
釈
之
事
」

別
紙
之
通
御
算
用
場
よ
り
申
来
候
条
、
得
其
意
、
会
釈

等
之
健
、
夫
々
不
相
洩
様
可
申
渡
候
、
以
上
、

京

四

月

朔

日

高

田

弥

左

衛

門

印

能
州
四
郡
十
村
中

以
上、

追
而
急
速
先
々
楢
廻
可
申
候
、

天
文
方
高
橋
作
左
衛
門
殿
弟
子
伊
能
勘
解
由
、
為
測
量

御
用
近
々
御
領
国
江
罷
越
候
ニ
付
、
支
配
所
ニ
お
い
て

村
方
役
人
共
等
会
釈
之
事
、

一
、
勘
解
由
往
来
筋
之
村
方
ハ
、
其
村
役
人
壱
人
宛
先

立
可
申
候
、

一
、
宿
方
之
義
ハ
、
宿
端
よ
り
宿
端
迄
役
人
壱
両
人
跡

よ
り
為
指
添
、
其
領
之
内
ハ
村
役
人
等
之
内
先
立
可

申
候
、

一
、
昼
泊
等
江
ハ
、
村
役
人
壱
両
人
宛
、
井
十
村
手
代

も
為
欄
詰
、
諸
用
為
楢
弁
可
申
候
、

一
、
往
来
之
村
々
才
許
之
十
村
手
代
壱
人
跡
よ
り
為
相

添
、
井
十
村
義
ハ
昼
泊
江
用
事
も
無
之
哉
与
罷
越
候

様
ニ
可
申
付
候
、
会
釈
之
義
ハ
御
代
官
手
代
同
事
ニ

い
た
さ
せ
可
申
候
、

一
、
昼
泊
宿
亭
主
袴
着
用
可
為
致
候
、
上
下
ニ
ハ
及
申

問
舗
候
、

右
之
通
、
私
共
詮
義
之
上
御
達
申
候
、

座
候
傑
仕
度
候
、
以
上
、

京
三
一月
十
四
日

当
御
指
図
御

一6

杉
山
新
平

菅
野
兵
左
衛
門

松
崎
左
兵
衛

御
算
用
場

別
紙
之
趣
、
御
用
番
江
梱
達
候
処
、
紙
面
之
通
可
楢
心

得
旨
被
申
聞
候
条
、
可
被
得
其
意
候
、
以
上
、

三
一月
廿

八

日

御

算

用

場

高
田
弥
左
衛
門
殿

菅
野
兵
左
衛
門
殿

※
加
州
郡
奉
行

※
能
州
都
奉
行

※
新
川
郡
奉
行

{解
説
③
)
加
州
・
能
州
(
越
中
)
新
川
古
一郡
奉
行
が
捌
量
障

処
遇
を
世
醸
し
て
藩
御
算
用
場
の
指
図
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、

割
算
用
易
か
ら
そ
の
よ
う
に
取
り
計
ら
う
よ
う
に
と
の
遣
し

が
来
た
.「
公
儀
召
し
抱
え
」
で
は
な
い

「元
百
姓
、
浪
人
」

で
あ
る
か
ら

十
村
は
後
拶
に
出
な
い
で

「巧
者
な
手
代
」

に
対
応
さ
せ
る
。
た
だ
し

十
村
は
昼

・
泊
所
へ
出
向
い
て
、

(
手
代
た
ち
に
)
「悶
聞
は
無
い
か
」
と
聞
き
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
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と
。
百
姓
身
分
の
忠
敬
に
十
村
が
挨
躍
す
る
必
要
は
な
い
。

裏
で
指
図
を
す
る
よ
う
に
と
い
う
方
針
だ
っ
た
。

-5月
幻
目
、
加
賀
藩
天
文
暦
学
者
西
村
太
沖
が
弟
子

小
原
治
主
右
衛
門
を
使
い
に
出
し
、
美
濃
国
関
ケ
原
に

逗
留
中
の
忠
敬
に
、

「能
登

一
国
測
量
手
伝
い
」
を
願

い
出
る
。

史
料
④
「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
」

(
享
和
3
年
5
月
初
日

1
m
日
)

五
月
二
十
日
、
朝
六
ツ
頃
小
雨
、
無
程
止
、
夫
よ
り
終

日
度
々
大
雨
、
昨
日
よ
り
美
濃
国
図
を
写
す
、
此
日
尾

州
お
茶
室
通
る
、
此
夜
越
中
城
端
西
村
太
沖
門
人
小
原

治
王
右
衛
門
、
高
橋
先
生
井
西
村
太
沖
の
書
状
持
参
、

当
宿
江
着
、
直
に
尋
向
可
致
候
所
、
夜
分
ニ
付
、
明
朝

可
罷
出
旨
申
越
す
、

五
月
二
十
一
日
、
朝
小
雨
、
王
ツ
後
ニ
止
、
夫
よ
り
曇
、

小
原
治
王
右
衛
門
、
高
橋
先
生
井
=
西
村
太
坤
の
害
状

持
参
対
面
、

(
高
橋
至
時
書
状
と
西
村
太
沖
害
状
写
は
省
略
)

五
月
廿
二
日
、
朝
よ
り
晴
、
六
ツ
半
頃
関
ケ
原
宿
出
立
、

(
中
略
)
春
照
宿
(
中
略
)
八
ツ
後
に
着
、
止
宿
本
陣

木
原
新
左
衛
門
、
此
夜
曇
夫
、
不
測
量
、

大
公
儀
よ
り
加
州
江
御
触
写
し
、
小
原
氏
持
参
な
り
、

心
得
ニ
写
し
置
、

天
文
方
高
橋
作
左
衛
門
弟
子

大

公

儀

触

伊

能

勘

解

由

右
者
、
為
測
量
御
用
、
東
海
道
筋
品
川
よ
り
駿
州
沼

津

江
尻
等
江
略
、
そ
れ
よ
り
海
手
に
添
ひ
、
同
園

田
中
遠
州
梱
良
-r
一州
五
十
子
崎
・尾
州
師
崎
等
、

都
而
南
之
方
海
手
エ
添
ひ
相
廻
り
、
同
国
富
よ
り
佐

屋
・
津
島
等
陸
地
路
通
り
、
美
濃
大
垣
江
出
、
関
ケ

原
よ
り
越
前
敦
賀
ニ
向
ひ
、
若
狭
境
迄
罷
越
、
夫
よ

り
海
手
に
添
ひ
、
東
之
方
河
野

・
三
一国
等
、
夫
よ
り

加
賀
・能
登
・越
中
等
、
都
而
北
海
之
浦
々
エ
添
ひ
、

越
後
出
雲
崎
迄
罷
越
、
此
所
よ
り
佐
渡
江
梱
渡
、
同

国
四
方
海
手
浦
々
不
残
相
廻
り
、
又
越
後
江
立
戻
、

寺
泊
よ
り
帰
路
、
同
園
長
岡
上
州
高
崎
よ
り
板
橋

宿
エ
向
ひ
、
中
山
道
通
当
表
江
罷
帰
候
事
、

但
、
能
登
国
之
儀
ハ
、
北
江
出
張
候
地
ニ
付
、
地

図
〆
り
之
た
め
、
同
国
川
尻

・
今
浜
辺
ニ
而
、
勘

ケ
曲
弟
子
共
之
の
内
よ
り
手
分
致
し
、

二
手
エ
欄

分
り
、

一
手
ハ
陸
路
ニ
而
飯
山

・
高
畑
通
、
東
之

方
七
尾
江
罷
通
、

一
手
ハ
海
手
ニ
添
ひ
、
北
之
方

相
廻
り
、

一
所
ニ
落
合
候
積
り
、

右
之
通
罷
通
致
測
量
問
、
指
貫
無
之
傑
可
致
旨
、
堀

田
摂
津
守
殿
被
仰
聞
候
ニ
付
、
此
段
申
達
候
、

-一
月

御
算
用
場
よ
り
御
出
し
の
写

此
度
為
測
量
御
用
、
伊
能
勘
ケ
由
と
申
者
、
東
海
道

筋
を
初
致
巡
路
、
御
領
国
江
罷
越
候
段
、
別
紙
従
公

儀
相
渡
候
旨
ニ
而
、
御
用
番
年
寄
中
被
渡
候
ニ
付
、

写
梱
達
候
条
、
被
得
其
意
、
右
勘
ケ
由
先
触
到
来
次

第
、
休
泊
、
藍
人
馬
継
立
等
、
失
々
不
差
支
様
可
被

申
渡
候
、
且
又
右
勘
ケ
由
義
御
領
国
ニ
而
江
戸
表
江

之
紙
面
相
頼
候
義
も
可
有
之
段
申
来
候
条
、
是
又
可

有
其
御
心
得
候
、
以
上
、

=
一月
十
六

日

御

算

用

場

井
上
勘
右
衛
門
殿
※
今
石
動
等
支
配

猶
以
、
右
勘
解
由
格
式
之
義
、
御
聞
番
=
而
承
り
合

候
所
、

高
橋
作
左
衛
門
弟
子
ニ
一
刷
、
宋
公
儀
江
被
召
抱

候
義
ニ
而
も
無
之
者
ニ
候
問
、
敢
而
重
キ
取
扱
ニ
も
お

よ
び
不
申
旨
、
且
、
右
勘
解
由
上
下
六
七
人
ニ
而
、

御
用
長
持
等
為
相
持
、
当
二
月
廿
王
日
頃
江
戸
表
発

足
之
筈
之
旨
申
来
候
問
、
右
等
趣
為
御
心
得
申
達
候
、

以
上
、

此
度
為
測
量
御
用
、
伊
能
勘
解
由
と
申
者
、
東
海
道

筋
を
初
致
巡
見
、
御
園
江
罷
越
候
段
、
略
文
等
別
紙

従
公
儀
相
渡
侯
書
面
写
、
御
算
用
場
添
紙
面
を
以
申

来
候
エ
付
、
夫
々
可
申
渡
之
旨
被
仰
下
候
、
依
而
写

両
通
、
相
越
候
条
、
各
被
得
其
意
、
休
泊

・
人
馬
継

立
等
不
指
貫
傑
可
被
梱
心
得
候
、
右
、
勘
解
由
義
都

而
海
辺
ニ
添
罷
通
候
段
申
来
候
得
共
、
其
地
江
罷
越

候
義
も
難
斗
候
問
、
宿
等
心
得
之
義
可
被
申
渡
候
、

勘
解
由
義
、
公
儀
へ
被
召
抱
候
義
ニ
而
も
無
之
、
重

キ
取
扱
ニ
お
よ
び
不
申
候
問
、
先
宿
等
掻
承
合
、
其

時
宜
ニ
而
取
斗
可
被
申
候
、
以
上
、

宮
古
一月
十
九
日
鏑
木
右
平
※
越
中
の
十
村
か

城
端
役
人
中

猶
以
、
能
州
ニ
而
者
、
勘
解
由
弟
子
之
内
、
手
分
有

之
義
ニ
候
問
、
西
村
太
神
同
心
之
事
ニ
候
条
、
自
然

可
申
来
慢
も
難
斗
候
問
、
其
心
得
太
沖
申
談
可
然
と

存
候
、
以
上
、

一7

{解説
④
)
大
家
で
麻
岡
剛
立
に
天
文
麿
学
を
学
ん
だ
酉
村
太
沖

が
、
加
賀
藩
領
内
で
の
捌
量
手
E
い
を
忠
敬
に
願
い
出
た
。

そ
の
際
、
太
神
の
弟
子
小
原
拍
主
右
衛
門
が
落
田
算
用
傾
倒
か

ら
の
御
触
れ
等
を
写
し
て
持
参
し
た
の
で
忠
敬
は
加
賀
藩

で
の

「軽
き
扱
い
」
を
予
想
で
き
た
と
恩
わ
れ
る
。

-5月
却
目
、
加
賀
藩
庁
、
大
聖
寺
藩
の
郡
奉
行
を
通

じ
、
大
聖
寺
藩
領
塩
屋
村
の
海
運
業
者
に
、
敦
賀
近
辺

で
の
測
量
隊
の
情
報
収
集
を
依
頼
し
、
そ
の
返
事
が
届

い
た
の
で
御
郡
奉
行
へ
知
ら
せ
る
。

6
月
、
奉
行
所
か
ら
「
家
数
村
高
を
書
き
出
す
こ
と

は
な
ら
ぬ
」
と
通
達
が
出
る
。

史
料
⑤
「
享
和
三
年
御
用
留
」
荻
谷
村
岡
部
家
文
書

態
与
啓
上
仕
候
、
暑
相
催
候
得
共
、
先
以
其
御
地
貴
家

様
御
堅
勝
エ
被
成
御
座
目
出
度
奉
存
候
、
次
ニ
当
地
無



異
儀
罷
在
申
候
、
乍
慮
外
貴
意
易
思
召
可
被
下
候
、
誠

エ
先
日
者
上
筋
へ
御
闘
合
御
越
被
成
、
其
節
御
帰
御
立

寄
被
下
、
宿
エ
在
合
不
申
不
得
貴
意
、
残
念
ニ
奉
存
候
、

且
又
今
度
天
文
方
御
役
人
様
御
巡
園
、
近
頃
越
前
方
御

通
行
被
成
候
様
承
申
ニ
付
、

若
狭
迄
飛
脚
差
遣
申
候
処
、

返
書
参
申
候
問
、
又
々
為
御
承
知
申
上
候
、
猶
追
々
承

次
第
可
申
上
候
、
折
節
多
用
ニ
而
乱
筆
御
用
捨
可
被
下

候
、
右
申
上
度
如
此
御
座
候
、
以
上
、

王

月

廿

八

日

庄

屋

七

郎

右

衛

門

大
町
屋
宇
兵
衛
様

尚
々
先
達
而
御
出
被
成
候
御
下
役
下
田
和
兵
衛
僚
江
急

度
御
伝
言
被
仰
上
可
被
下
候
、
以
上
、

西
野
小
左
衛
門
よ
り
若
狭
迄
飛
脚
差
遣
申
ニ
付
、
返

書
之
写
但
小
左
衛
門
健
者
吉
崎
境
塩
屋
村
之
者
ニ
而
、
大

聖
持
様
御
用
聞
舟
手
之
者
故
、
若
狭

・
敦
賀
等
ニ

問
屋
有
之
、
闘
ム
ロ
等
ニ
手
寄
之
者
故
被
仰
付
候
曲
、

中
西
与
申
茂
右
同
断
ニ
而
、
来
書
之
義
為
御
心
得

之
書
記
置
申
候
、

先
達
而
中
西
様
よ
り
御
尋
被
下
候
、
此
度
天
士
方
御

役
人
様
御
巡
回
ニ
付
、
当
地
御
着
目
井
御
馳
走
仮
之

様
子
、
委
細
可
申
上
様
被
仰
下
、
御
地
ニ
お
ゐ
て
ハ

御
上
様
よ
り
被
為
仰
付
候
由
、
御
尤
承
知
仕
候
、
早

速
当
地
御
役
先
迄
相
尋
申
候
処
、
当
月
廿
六
、
七
日

頃
当
所
御
着
可
被
遊
御
様
子
之
由
、
先
日
も
中
西
様

へ
有
増
以
寄
付
申
上
候
趣
と
ハ
、
大
分
手
重
ニ
相
成
、

町
奉
行
様
御
旅
宿
迄
御
見
舞
被
遊
候
御
図
り
ニ
相

成
候
由
、
郷
方
者
御
代
官
様
御
見
廻
可
被
遊
候
、
是

ニ
応
諸
事
少
々
御
取
扱
も
相
違
可
仕
様
子
御
座
候
、

尤
御
歩
行
者

一
日
ニ
漸
二
三
一里
程
な
ら
て
ハ
出
来

不
申
、
尤
泊
リ
宿
ハ
先
之
宿
よ
り
御
極
、
先
触
出
候

御
事
ニ
御
座
候
、
拐
又
御
心
得
入
用
之
儀
者
御
旅
宿

壱
軒
ニ
而
欄
済
候
織
、
間
取
ハ
四
間
入
用
之
由
、
則

上
壱
間
御
主
人
様
、
中
壱
間
御
弟
子
・
御
侍
四
人
、

次
壱
間
御
家
来
一
二
人
、
又
壱
間
道
具
衆
置
場
、
少
広

キ
方
長
持
等
之
衆
、
外
ニ
九
尺
ニ
王
間
半
斗
之
地
面

入
用
之
由
、
若
其
宿
之
表
裏
共
無
之
候
ハ
〉
近
辺
ニ

有
之
候
而
茂
不
苦
、
同
村
庄
屋
年
寄
出
迎
候
事
、
其

村
之
間
尺

・
家
数

・
石
高

・
御
領
分
等
具
エ
御
尋
、

村
役
人
之
印
形
ニ
而
寄
付
御
取
被
成
候
曲
、
六
ケ
敷

事
エ
御
座
候
、
決
合
ハ

一
向
欄
知
不
申
候
曲
、

前
段
ニ
承
候
事
ハ
申
上
候
得
共
、
何
分
此
節
ニ
至

リ
、
少
々
模
様
違
被
成
、
又
々
御
来
駕
之
上
臨
機
応

変
ニ
而
違
可
申
由
、
依
之
当
所
御
著
之
上
、
御
取
扱

欄
済
、
御
出
立
後
直
御
飛
脚
ニ
為
御
知
可
申
上
候
、

漸

一
日
ニ
二
、
=
一里
程
な
ら
て
ハ
御
歩
行
不
被
遊
候
、

御
出
立
後
早
速
為
御
知
申
上
候
而
も
間
ニ
合
可
申
哉

与
奉
存
候
、
今
日
申
上
候
而
も
又
間
違
申
時
ハ
御
混

雑
可
欄
成
と
奉
存
候
、
此
度
之
飛
脚
留
置
候
而
も
回

数
難
斗
候
問
、
直
様
御
返
申
上
候
問
、
其
段
御
承
知

被
成
置
可
被
下
候
、
暢
之
御
心
地
奉
察
候
、

【
口
語
訳
】

西
野
小
左
衛
門
が
若
狭
ま
で
飛
脚
を
差
し
遣
し
て

得
た
返
書
の
写
で
す
。

た
だ
し
、
小
左
衛
門
は
吉
崎
境
の
塩
屋
村
の
者
で
、

大
聖
持
様
(
大
聖
寺
藩
)
の
御
用
聞
き
海
運
業
者

で
、
若
狭

・
敦
賀
な
ど
に
問
屋
が
あ
り
、
聞
き
合

わ
せ
る
っ
て
を
持
つ
者
な
の
で
、
仰
せ
付
け
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
中
西
と
申
す
者
も
右
に
同
じ
で
す
。

こ
の
米
書
(
※
印
、
た
だ
し
書
き
)
は
心
得
の
た
め

に
書
き
記
し
置
く
も
の
で
す
。

先
立
っ
て
中
西
織
か
ら
御
尋
ね
の
あ
っ
た
、
こ
の

度
の
天
文
方
御
役
人
傑
御
巡
固
に
つ
い
て
、
当
地

へ
の
着
目
や
御
馳
走
振
り
の
様
子
を
詳
し
く
申

し
上
げ
る
よ
う
仰
せ
つ
か
り
、
御
地
で
は
御
上
か

ら
の
仰
せ
付
け
と
の
こ
と
で
、
御
も
っ
と
も
と
承

知
致
し
ま
し
た
。
早
速
、
当
地
の
御
役
先
ま
で
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
当
月
(
宜
月
)
二
六
、
七
日
頃
当

所
へ
お
着
き
に
な
る
様
子
で
す
。
先
日
、
中
酉
様

へ
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
た
の
と
は
違
っ
て
、

(
当
地
で
の
対
応
は
)
大
分
丁
重
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。
町
奉
行
様
が
旅
宿
ま
で
(
伊
能
忠
敬

一
行

を
)
お
見
舞
に
出
ら
れ
る
お
つ
も
り
の
よ
う
で
す
。

郷
方
で
は
御
代
官
様
が
お
見
廻
り
な
さ
る
よ
う

で
す
。
こ
れ
に
準
じ
て
、
諸
事
お
取
り
扱
い
も
違

っ
て
く
る
様
子
で
す
。
も
っ
と
も
、
(
測
量
隊
の
)

行
程
は
、

一
日
に
よ
う
や
く
二
、
三
一皇
程
に
し
か

な
ら
ず
、
泊
り
宿
は
先
の
宿
で
決
め
て
、
先
触
を

出
す
そ
う
で
す
。
さ
て
又
、
御
心
得
入
用
の
件
で

す
が
、
旅
宿
は

一
軒
で
済
む
よ
う
に
、
間
取
り
は

四
部
屋
入
用
と
の
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
上
部

屋

一
室
は
御
主
人
様
(
忠
敬
)
、
中
の

一
室
は
御

弟
子

・
御
侍
四
人
、
次
の

一
室
は
御
家
来
=
一人、

も
う

一
室
は
道
具
衆
の
置
場
で
、
少
し
広
い
部
屋

で
長
持
等
を
置
き
ま
す
。
外
に
は
、
九
尺
に
王
間

半
斗
り
の
地
面
が
入
用
と
の
こ
と
。
も
し
宿
の
前

に
も
裏
に
も
そ
の
よ
う
な
空
き
地
が
無
い
と
き

は
、
近
辺
で
も
構
わ
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
村
の

庄
屋
・年
寄
が
出
迎
え
、
そ
の
村
の
間
尺

・家
数

・

石
高

・
御
領
分
等
を
つ
ぶ
さ
に
お
尋
ね
に
な
り
、

村
役
人
の
印
形
の
あ
る
書
付
を
お
取
り
に
な
る

そ
う
で
、
難
し
い
事
に
ご
ざ
い
ま
す
。
取
り
決
め

-8 
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に
つ
い
て
は
、

一
向
存
じ
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

承
っ
た
こ
と
は
前
段
で
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

何
分
こ
の
節
に
至
っ
て
、
少
々
模
傑
が
違
っ
て
き

て
い
ま
す
。
(
忠
敬
)
御
来
駕
の
上
で
臨
機
応
変

に
(
対
応
を
)
変
え
る
よ
う
な
の
で
、
当
所
に
お

着
き
の
上
、
(
測
量
隊
へ
の
)
対
応
が
済
ん
で
御

出
立
さ
れ
た
後
、
す
ぐ
さ
ま
飛
脚
で
お
知
ら
せ
申

し
上
げ
ま
す
。

一
日
に
よ
う
や
く
二
、
三
一里
程
し

か
進
み
ま
せ
ん
の
で
、
御
出
立
後
、
早
速
に
お
知

ら
せ
し
て
も
間
に
合
う
と
存
じ
ま
す
。
今
回
申
し

上
げ
て
も
、
ま
た
変
更
が
あ
っ
た
時
は
混
乱
な
さ

る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
こ
の
度
の
飛
脚
を
(
当
地

に
)
留
め
置
い
て
も
、
(
ど
れ
だ
け
の
)
日
数
が

か
か
る
か
は
か
り
難
い
の
で
、
直
ぐ
様
お
返
し
申

し
上
げ
ま
す
の
で
、
ご
承
知
置
き
下
さ
い
。
さ
ぞ

や
(
気
が
か
り
か
)
と
御
心
地
を
お
察
し
致
し
ま

す。{解
臨
)
ニ
の
部
分
若
狭
(
教
車
か
ら
の
返
密
で
あ
る
。

教
賀
で
の
処
遇
方
針
が
今
後
も
変
更
す
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
、
測
量
障
通
過
後
に
詳
細
を
知
ら
せ
る
。
測
量
障

は
1
日
に
2
1
3
里
し
か
進
ま
な
い
。

宿
所
で
は
4
部
屋
が
必
要
。
(
実
測
用
の
)
空
き
地
は
、

宿
所
に
無
け
れ
ば
近
辺
で
も
い
い
。
村
々
の
間
尺
草

数
・
石
高
等
を
つ
ぶ
さ
に
尋
ね
、
村
役
人
押
印
の
寄
付
を

求
め
る
な
ど
艦
し
い
事
だ
、
と
知
ら
せ
て
い
る
。

右
天
士
方
御
通
行
之
儀
ニ
付
、
大
聖
持
御
郡
よ
り
若

狭
表
聞
合
之
趣
、
十
村
右
村
新
四
郎
手
代
庄
屋
七
郎

右
衛
門
よ
り
私
手
代
宇
兵
衛
迄
指
越
申
ニ
付
、
弐
通

共
継
立
上
之
申
候
、
猶
吏
承
合
追
々
可
申
上
候
、
以

上、

京
王
月
サ
九
日

今
江
村
源
助
栄
十
村

杉
山
新
平
様

福
島
七
之
助
様

※
加
州
都
奉
行

※
加
州
都
孝
行

公
儀
御
役
人
主
月
[
廿
脱
〕
八
日
敦
賀
江
御
移
之
処
、

村
々
家
数
井
村
高
等
も
可
書
出
旨
御
申
渡
御
座
候
由
、

大
聖
持
様
御
領
之
宿
よ
り
間
合
、
加
州
方
迄
申
送
候
ニ

付
、
右
之
趣
等
能
美
郡
よ
り
御
郡
所
へ
御
達
被
成
候
処
、

家
数
井
村
高
可
書
出
旨
申
談
候
共
、
一
円
不
相
成
旨
相

客
可
申
旨
、
御
触
出
ニ
御
座
候
、
尤
杭
木
村
境
為
打
申

儀
等
浦
触
=
御
座
候
得
共
、
是
も
品
=
よ
り
不
相
成
趣

=
も
可
相
成
哉
、
何
連
=
も
御
窺
=
相
成
居
申
様
子
=

御
座
候
、
尤
ケ
様
之
儀
書
出
申
御
用
義
エ
候
ハ
ヘ
先

達
而
公
儀
よ
り
御
触
出
も
可
有
之
処
其
健
な
く
、
芳
書

出
申
儀
難
相
成
と
申
書
候
様
ニ
与
、
被
仰
渡
候
由
ニ
御

座
候
、
猶
更
大
聖
持
御
領
よ
り
遣
候
間
合
之
趣
、
別
紙

写
指
上
申
候
、
以
上
、

六

月

二

日

苗

代

与

四

兵

衛

主
附
四
人
宛
所

為
測
量
御
用
公
儀
御
役
人
御
通
行
之
儀
ニ
付
、
苗
代
与

四
兵
衛
等
紙
面
両
通
為
御
承
知
相
廻
候
問
、
先
々
御
順

達
落
着
よ
り
四
郎
大
夫
方
へ
御
返
可
被
成
候
、
以
上
、

六

月

七

日

武

部

村

四

郎

大

夫

※

十

村

媛

目

村

王

兵

衛

※

十

村

高

田

村

喜

三
一次

※

十

村

堀

松

村

平

蔵

※

十

村

仲
間
宛
所

右
之
通
、
六
月
九
日
酉
刻
時
分
本
江
よ
り
到
来
、

午
刻
堀
松
へ
送
ル
、

十
日

{解
説
⑤
)
大
聖
寺
藩
領
右
村
(
加
賀
市
三
木
町
)
の
十
村
新
四

郎
の
手
代
七
郎
右
衛
門
が
、
藩
の
意
向
を
受
け
て
鹿
屋
村
の

海
運
業
者
西
野
小
左
衛
門
に
情
報
収
集
を
依
頼
し
た
。
西
野

は
若
狭
敦
賀
ま
で
飛
脚
を
遣
わ
し
た
。
返
書
が
届
い
た
の

で
加
州
都
孝
行
杉
山
新
平
福
島
七
之
助
へ
遣
し
指
示
を

仰
い
だ
と
こ
ろ
孝
行
か
ら
は
草
数

・
村
高
を
書
き
出
し

提
出
し
て
は
な
ら
な
い
、
村
境
に
杭
木
を
打
つ
こ
と
も
異
輸

が
あ
る
と
一一宮
わ
れ
た
。
苗
代
村
(
小
伝
市
)
の
与
四
兵
衛
か

ら
能
翌
日
郡
(
羽
咋
郡
鹿
島
郡
)
の
十
村
に
、
十
村
か
ら

配
下
の
村
々
へ
剖
付
の
醐
触
れ
が
廻
っ
た
。

{補
足
)
測
量
障
は
5
月
町
四
日
敦
賀
に
宿
泊
。
し
か
し

名
古
里
近
辺
で
流
行
し
て
い
た
麻
疹
に
障
員
が
次
々
に
橘
患

L

5

月
訂
日
5
6
月
3
日
ま
で
、
忠
敬
と
且
手
秀
蕨
の
2

人
で
測
量
し
た
こ
と
が

『捌
量
日
配
』
か
ら
読
み
取
れ
る
。

-5月末
、
藩
御
軍
用
場
よ
り
各
郡
奉
行
に
、

「先
触
」

以
上
の
人
足
や
杭
の
用
意
は
不
要
、

「隠
密
が
ま
し
き
」

質
問
へ

の
警
戒
を
促
す
よ
う
通
達
を
出
す
。

史
料
⑥
「
加
藤
氏
日
記
」
十
(
草
和
3
年
)

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
文
庫

為
測
量
御
用
伊
能
勘
ケ
由
巡
行
ニ
付
、
御
領
分
へ
罷
越

候
節
、
取
扱
方
井
上
下
人
数
等
之
義
、
御
用
番
よ
り
被

申
鮫
方
之
趣
、
先
達
而

一
統
相
触
置
通
ニ
候
之
所
、
先

宿
占
申
送
等
之
旨
ニ
而
、
村
境
へ
人
数
三
一十
人
余
為
指

出
、
村
境
ニ
杭
為
打
立
、
旦
村
之
内
高
数
井
海
辺
岸
村

境
迄
道
程
相
尋
候
様
之
義
も
有
之
旨
ニ
付
、
是
等
之
趣

如
何
可
被
相
心
得
哉
之
旨
被
申
聞
、
先
宿
よ
り
申
送
方

等
如
何
有
之
候
共
、
御
領
分
ニ
而
者
其
手
当
ニ
不
及
、

先
達
而
申
達
候
通
、
右
勘
ケ
由
上
下
六
七
人
井
御
用
長

持
懸
り
之
人
足
勿
論
、
其
外
ニ
も
通
行
ニ
付
、
何
村
よ

り
何
村
迄
召
連
或
荷
物
杯
為
持
候
=
付
而
、
入
用
之
人

馬
者
不
指
貫
傑
渡
可
申
事
ニ
候
、
右
之
外
ニ
人
足
不
指

出
義
井
杭
用
意
不
致
義
難
心
得
様
申
聞
候
者
、
其
義
ハ

先
達
而
公
辺
よ
り
何
等
之
被
仰
渡
も
無
御
座
係
子
ニ
而
、

役
人
共
よ
り
何
等
之
義
不
申
渡
段
相
伺
可
申
、
其
上
ニ

而
早
速
右
等
之
用
意
仕
、
杭
等
致
指
図
為
打
可
申
段
申
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聞
候
者
、
其
義

一
往
其
向
役
人
へ
達
候
上
エ
無
御
座
候

て
ハ
、
仕
兼
候
与
禍
害
可
申
候
、

一
、
村
之
内
高
方
井
海
辺
岸
、
盤
村
境
よ
り
村
境
迄
、

一
村
々
々
町
問
欄
尋
、
其
外
右
類
御
隠
密
か
ま
し
き

義
相
尋
候
共
、
下
々
役
人
共
心
得
ニ
而
難
害
、
金
沢

表
夫
々
向
々
役
人
へ
不
申
達
而
者
難
害
段
、
相
答
候

様
可
被
申
渡
置
候
、
其
上
承
度
旨
申
聞
候
者
、
其
段

可
被
申
越
候
、

但
往
還
通
り
ハ
不
及
申
、
其
外
村
々
伝
へ
た
り
と

も
、
通
行
筋
之
道
程
之
義
欄
尋
候
、
是
迄
覚
罷
在

通
害
可
申
候
、

一
、
能
州
島
之
内
巡
行
之
義
も
委
曲
被
申
聞
候
得
共
、

右
巡
行
指
留
之
義
難
相
成
義
ニ
候
之
問
、
流
刑
人
之

義
ハ
其
節
不
縮
無
之
様
相
心
得
置
宣
義
ニ
候
、
尚
更

右
之
趣
可
申
鮫
置
旨
、
御
用
番
へ
も
相
違
置
候
条
、

左
犠
可
被
梱
心
得
候
、
以
上
、

王
月

御
算
用
場

進
士
求
馬
殿
※
砺
波
射
水
郡
奉
行

長
屋
平
馬
殿
※
面
波
射
水
郡
奉
行

右
之
通
申
来
候
ニ
付
、
写
指
遣
之
候
条
、
得
其
意
夫
々

可
申
渡
候
、
尤
勘
ケ
由
能
州
へ
罷
越
候
ハ
ヘ
逗
留
等

之
傑
子
、
尚
更
承
合
可
申
聞
候
、
以
上
、

京
六
月
三
一日

進

士

求

馬

御
扶
持
人
十
村
中

印

{
解
説
⑥
}
藩
御
算
用
場
よ
り
各
都
孝
行
へ

の
御
遥
し
の
中
に

「隠
密
が
ま
し
き
」
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。
加
賀
藩
で

は
測
量
障
に
警
戒
心
を
持
ち
、
村
高

・
家
数
な
ど

「隠
密
が

ま
し
き
」
こ
と
に
は
答
え
な
い
村
山
拐
に
杭
を
打
た
せ
な
い

(
の
ち
方
針
査
更
て
能
登
島
巡
行
即
時
は
流
刑
人
の
締
ま

り
方
に
注
意
す
る
、
等
の
対
応
策
を
指
示
し
た
。
務
庁
か
ら

の
通
達
は
郡
奉
行
か
ら
配
下
の
十
村
へ
、
十
村
か
ら
各
村

々
へ
缶
え
ら
れ
た
。
な
お
加
藤
氏
は
羽
咋
郡
の
歴
代
十
村
。

右
は
、
加
越
能
文
庫

「加
藤
氏
日
記
」
中
の
、
「御
隠
密
か
ま

し
き
」
と
配
さ
れ
た
箇
十
町

-6月日
目
、
藩
年
寄
長
甲
斐
守
連
愛
、
酉
村
太
沖
の

「測
量
手
伝
い
願
い
」
を
不
許
可
に
し
、
忠
敬
と
の

「書

通」

「面
話
」
も
禁
じ
て
城
端
町
に
禁
足
す
る
。

史
料
⑦
「
袖
裏
雑
記
零
余
後
録
」
一
-
一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
加
越
能
文
庫

十
主
目
、
(
中
略
}
測
量
御
用
と
し
て
罷
下
候
伊
能
勘
ケ

由
儀
、
御
領
国
江
罷
越
候
節
、
西
村
太
仲

〔沖
、
以
下

問
〕
小
原
治
王
右
衛
門
江
手
伝
頼
度
旨
、
太
仲
等
へ
紙

面
指
越
、
依
之
左
之
通
伺
候
之
通
被
仰
出
、
伊
能
勘
解

由
よ
り
越
中
域
端
西
村
太
仲
等
江
之
紙
面
、
井
上
勘
右

衛
門
出
之
紙
面
之
通
承
届
可
申
哉
と
奉
存
候
得
共
、

勘
右
衛
門
口
上
に
而
申
闘
候
付
、

|

|
御
用
人
間
番

了
簡
相
尋
候
処
、
勘
解
由
よ
り
頼
越
候
儀
に
御
座
候
問
、

差
主
申
儀
も
有
御
座
間
敷
与
奉
存
候
旨
申
聞
候
へ
と
も
、

猶
更
御
算
用
場
奉
行
江
も
申
聞
詮
議
仕
候
処
、
勘
ケ
由

〔士
沖
〕
犠
元
来
城
端
之
産
と
申
沙
汰
に
御
座
候
、
寛

政
六
年
に
も
海
辺
之
村
々
等
御
書
上
に
御
座
候
、
加
様

之
品
を
以
御
し
ら
へ
も
被
仰
付
候
哉
、
然
所
太
仲
等
手

伝
仕
候
得
者
、
海
辺
等
之
様
子
委
ク
申
伝
候
様
成
事
に

て
ハ
不
可
然
機
奉
存
候
問
、
太
仲
等
不
罷
出
様
ニ
被
仰

渡
方
も
有
御
座
間
敷
哉
与
奉
存
候
問
、
尚
更
詮
議
御
座

候
様
奉
存
旨
申
闘
候
、
右
申
聞
候
所
も
無
拠
相
聞
候
付
、

不
被
差
出
時
は
如
何
申
渡
可
然
哉
与
内
存
楢
尋
候
処
、

支
配
人
よ
り
俳
佃
留
と
申
傑
成
事
ニ
申
渡
候
様
成
義

エ
而
も
可
有
之
哉
之
旨
申
聞
候
、
何
れ
エ
ー
も
不
差
出
趣

エ
取
計
可
然
健
と
奉
存
候
付
、
勘
右
衛
門
江
も
内
分
申

渡
方
相
尋
候
所
、
左
候
ハ
込
御
様
子
有
之
候
問
、
病
気

と
か
申
立
、
不
差
出
趣
ニ
取
肝
候
傑
被
仰
渡
候
ハ
与
、

其
段
可
申
渡
旨
申
聞
候
付
、
猶
更
御
算
用
場
奉
行
へ
申

聞
候
処
、
其
通
被
仰
渡
候
而
も
左
主
申
間
敷
と
存
候
、

尤
書
通
ハ
不
仕
傑
被
仰
渡
可
然
奉
存
候
旨
申
開
候
、
右

之
趣
ニ
御
座
候
問
、
公
辺
御
役
人
之
儀
、
御
傑
子
有
之

候
条
、
為
手
伝
罷
出
候
健
、
井
及
面
話
候
健
も
不
相
成

候
、
依
之
此
度
軽
返
事
遣
候
健
は
格
別
、
以
後
致
事
通

候
儀
堅
不
仕
候
様
可
申
渡
旨
、
勘
右
衛
門
江
申
渡
可
然

与
何
も
A
H
議
仕
候
、
勘
解
由
紙
面
被
入
御
覧
申
候
、
猶

更
被
仰
出
次
第
奉
心
得
候
、
以
上
、
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六
月
十
宜
日

長
甲
斐
守

{解
説
⑦
)
八
草
{
は
つ
か
加
賀
藩
で
は
1
万
石
以
上
の
年
寄

聴
が
八
草
あ
り
、
月
番
で
御
用
番
を
勤
め
た
。「
加
賀
八
家
」

と
総
称
)
の
長
甲
斐
守
連
置
が
、
同
じ
く
八
草
で
御
用
番
の

横
山
山
被
守
陣
盛
に
宛
て
た
害
状
で
あ
る
。
西
村
太
神
の

「捌

量
手
缶
い
願
い
」
を
不
佐
川
可
と
し
た
理
由
は
、
寛
政
6
年
(1

7
9
4
)
に
お
こ
な
っ
た
海
辺
村
々
の
調
査
結
果
が
幕
府
に

知
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
西
村
は

「病
気
」
と
さ

れ
て
雛
端
町
に
禁
足
。
忠
敬
と
の

「書
通
」
「
函
括
」
も
禁

じ
ら
れ
た
。

-6月幻
目
、
測
量
隊、

お
日
に
越
前
固
か
ら
加
賀
国

に
入
っ
て
大
聖
寺
藩
領
の
測
量
を
進
め
、
こ
の
目
、
加

賀
藩
領
の
測
量
を
始
め
る
。

史
料
③
「
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
」
(
享
和
3
年
6
月
幻
日
)

六
月
二
十
七
日
、
朝
六
ツ
後
雨
止
曇
る
、
六
ツ
半
頃
橋

立
村
出
立
、
(
無
程
雨
、
午
前
に
止
、
)
小
塩
村
、
田
尻

村
、
千
崎
村
、
塩
浜
村
、
篠
原
村
(
木
曽
義
仲
と
平
家

合
戦
の
地
な
り
と
云
、
不
審
)
、
右
王
ケ
村
同
領
、
昨

日
郡
蔵
良
助
仕
越
に
測
、
伊
切
村
[
無
高
、
家
六
十

軒
イ
〕
、
新
保
村
〔
高
五
百
四
石
三
一斗
、
家
六
十
軒
イ
〕
、

浜
佐
美
村
[
無
高
、
家
六
十
八
軒
イ
〕
(
新
保
迄
江
沼
郡
、

当
村
よ
り
能
美
郡
)
、
日
末
村
(
即
能
美
郡
、
此
所
ま

で
大
聖
寺
領
)
[
高
四
百
二
十

一
石
九
升
、
家
八
十
軒
イ
]、

安
宅
浦
(
同
国
同
郡
、
是
よ
り
松
平
加
賀
守
領
分
〔
従

是
断
に
付
、
高
・
人
家
を
書
さ
ず
イ
]
)
九
ツ
後
に
着
、

止
宿
田
端

〔
川
端
〕
町
網
七
左
衛
門、

右
領
分
界
よ
り

十
村
大
庄
屋
の
番
代
と
云
者
出
て
案
内
す
、
村
高

・
家

数
等
を
聞
と
も
、
領
主
よ
り
差
固
な
し
と
不
云
、
其
外

山
・

嶋
を
問
共
不
云
、
漸
測
量
地
の
村
名
を
闘
の
み
、

此
夜
曇
、
不
測
量
、
元
吉
町
迄
泊
触
を
出
す
、
(
此
安

宅
は
揺
に
あ
る
安
宅
の
関
な
り
し
ょ
し
、
今
は
変
じ
て

往
古
の
闘
の
地
所
は
海
崩
し
て
二
里
も
海
中
に
な
れ

り
と
云
り
)※
〔

イ
]
は
、
『伊
能
忠
敬
先
生
日
記
』
の
記
述

{
解
説
⑥
}
加
賀
語
の
主
藩
大
聖
寺
帯
内
で
は
、
十
村
が
検
拶
に

出、

『測
量
日
記
』
に
は
村
高

・
家
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本

帯
に
入
っ
た
安
宅
滞
(
小
伝
市
)
で
案
内
役
の
十
村
手
代

が
「
闇
主
の
指
図
な
し
」
と
し
て
返
答
せ
ず
、
以
後
は
村
高

・

草
数
の
記
載
は
な
い
。
た
だ
し
能
登
に
剖
数
カ
所
点
在
し

た
幕
府
御
預
地
の
村
々
で
は
、
掛
り
下
役
の
落
土
が
且
舞
い

に
出
、
庄
置
(
加
賀
落
で
は

m
肝
煎
き
も
い
り
8

だ
が
、

幕
府
領
な
の
で
N

庄
屋
e
)

が
案
内
し
、
村
荷
車
数
を
害

え
て
い
る
。
大
谷
亮
吉
が

「藩
庁
よ
り
藩
士
を
派
し
て
捌
量

班
に
随
従
し
其
業
務
を
監
祖
せ
し
め
た
」
と
し
て
い
る
の
は

こ
の
幕
府
御
預
地
で
の
掛
り
下
役
を
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
@「
監
視
」
と
は
逆
に

「幕
府
間
用
」
へ
の
当
然
の
任
務

だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

測
量
障
に
対
す
る

「軽
き
扱
い
」
は
加
賀
藩
に
阻
ら
ず
、

第
1
1

4
次
測
量
障
を
受
け
入
れ
た
晋
藩
に
あ
る
程
度
共
通

し
た
器
輯
か
ら
き
て
い
た
。
そ
の
原
因
は
、
幕
府
勘
定
所
か

ら
の
通
達
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
出
の
噌
村
宏
論
考

に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

弘
前
藩
御
国
日
記
(
弘
前
市
立
図
書
簡
所
蔵
)
に
は
江

戸
波
中
の
勘
定
所
へ
藩
庁
の
聞
番
が
呼
ば
れ
領
内
捌
量
の

通
遣
を
う
け
た
と
き
忠
敬
の
身
分
に
つ
き
「
伊
能
勘
解

闘
機
幣
刀
御
免
斗
ニ
筒
、
絡
式
等
無
之
ニ
付
、
際
草
方
中

小
姓
位
之
絡
ニ
而
取
担
可
措
旨
」
を
聞
き
、
そ
の
旨
が
領

内
に
通
遣
し
て
あ
っ
た
。

『捌
量
日
記
』
事
和
2
年
8
月
9
日
の
項
に
は
、
弘
前
で
の

待
遇
に
忠
敬
が
憤
慨
し
た
樺
子
が
配
さ
れ
て
い
る
が
加
賀

藩
の
閉
場
合
と
同
様
に
、

っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
遺
因
は
幕
府
か
ら
の
通
遣
に
あ

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
、
「
隠
密
が
ま
し
き
」
と
い
う

一
語
が
狙

り
歩
き
し
て
い
る
感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
そ
の

出
典
史
料
を
紹
介
で
き
て
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
伊
能
忠
敬
没
後
2
0
0
年
に
あ
た
っ
て
、
当

研
究
会
が
発
行
し
た
『
伊
能
忠
敬
日
本
列
島
を
測
る

|
忠
敬
没
後
2
0
0
年
|
』
は
、
測
量
隊
が
宿
泊
し
た

全
国
8
5
0
の
自
治
体
に
献
本
さ
れ
ま
し
た
。
当
該
市

町
村
の
教
育
委
員
会
か
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

青
森
県
ベ

l
ジ
で
は
、
前
出
の
弘
前
で
の
処
遇
を
巡

り
忠
敬
が
憤
慨
し
た
様
子
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

全
国
岨
都
道
府
県
に
つ
い
て
も
、
当
会
誌
に
掲
載
さ
れ

た
会
員
諸
氏
の
主
稿
を
大
い
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
記
令
長
附
編
集
担
当
者
と
し
て
改
め
て
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
記
念
誌
記
載
情
報
に
関
連
し
て
、
さ
ら
な

る
史
料
の
発
掘

・
紹
介
、
疑
問

・
異
議
な
ど
の
ご
意
見

投
稿
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

岡
山
県
、
鳥
取
県
、
福
岡
県
な
ど
の
ベ

l
ジ
に
つ
い
て

ご
意
見
や
ご
指
摘
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、

次
の
ア
ド
レ
ス
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

-
E
Z
E
FF骨
FE
E-Zロ
o晶

E
EZ
色。
zH臼
∞
@
苫
FS
S右

最
後
に
、
今
回
の
史
料
紹
介
で
は
、
室
山
孝
会
員
に

金
沢
市
立
主
川
図
書
館
近
世
史
料
館
等
で
史
料
校
合

に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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『輿
地
実
測
録
』
を
読
む

ω

忠
敬
を
し
て
地
度
を
測
定
せ
し
む

前

田

幸

子

は
じ
め
に

士
政
四
年
七
月
十
日
に
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
』

が
幕
府
に
上
呈
さ
れ
た
際
、
同
時
に
『
輿
地
実
測
録
』

が
提
出
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ

れ
る
機
会
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
全
巻
、
漢
字
の
羅
列

で
読
み
に
く
い
か
ら
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
読
ん
で

み
る
と
、
な
か
な
か
興
味
深
い
内
容
が
吉
ま
れ
て
い
る
。

今
回
は
『
輿
地
実
測
録
』
の
概
要
と
「
首
巻
」
に
つ
い

て
、
実
物
の
画
像
を
示
し
な
が
ら
紹
介
し
て
み
た
い
。

『奥
地
実
測
録
』
と
は

『
輿
地
実
測
録
』
は

『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
』
大

図

・
中
図

・
小
図
の
付
録
と
し
て
提
出
さ
れ
た
伊
能
図

の
デ
l
タ
集
で
あ
る
。
第

一
巻
か
ら
第
十
三
一巻
に
は
沿

海
、
街
道
の
里
程
、
島
岨
、
湖
沼
、
蝦
夷
地
な
ど
に
つ

い
て
の
実
測
値
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
序
士
、

凡
例
、
目
次
を
収
録
し
た
首
巻
を
付
し
て
計
十
四
巻
か

ら
な
る
。
首
巻
に
収
録
さ
れ
た
「
序
文
」
「凡
例
」
に

は
測
量
事
業
の
目
的
、
経
過
、
終
結
に
つ
い
て
述
べ
て

あ
り
、
伊
能
測
量
の
実
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
巻
か
ら
第
十
三
一巻
に
つ
い
て
も
、
地
名
と
数
値
の

連
な
り
の
中
に
興
暁
あ
る
事
実
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
が
、
今
号
で
は
首
巻
の
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
、
次
号
で

一
巻
か
ら
十
三
一巻
に
記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ

に
つ
い
て
注
目
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

成
立
と
経
過

前
項
で
の
べ
た
よ
う
に
、
『
輿
地
実
測
録
』
の
首
巻

は
序
回
、
す
な
わ
ち
序
士
凡
例
と
目
次
で
あ
る
が
、

後
述
す
る
よ
う
に
、
序
文
は
忠
敬
の
署
名
が
あ
る
も
の

も
含
め
て
忠
敬
の
著
作
で
は
な
い
。

一
方
、
第

一
巻
か

ら
第
十
三
一巻
の
デ
l
タ
は
勿
論
、
忠
敬
自
身
の
手
に
な

る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
、
『
輿
地
実
測
録
』
は

注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
こ
の
実
測

録
が
士
政
四
年
に
上
呈
さ
れ
て
紅
葉
山
士
庫
に
収
蔵

さ
れ
た
あ
と
、
明
治
の
皇
居
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
と

さ
れ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
。
大
谷
亮
吉
『
伊
能
忠
敬
』

で
も
『
輿
地
実
測
録
』
は
「
明
治
六
年
宜
月
宜
日
皇
械

炎
上
の
際
遂
に
灰
燈
に
帰
し
、
今
ま
た
こ
れ
を
覧
る
能

は
ず
」
と
し
て
お
り
、
実
測
録
の
原
本
は
存
在
し
な
い

と
、
長
い
間
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

正
本
の
存
在

し
か
し
近
年
、
『
輿
地
実
測
録
』
が
実
際
に
は
焼
失

を
逃
れ
、
現
在
も
国
立
公
文
書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
会
報
回
号
で

「
特
報
伊
能
図
と
と
も
に
幕
府
に
上
皇
し
た
『
輿
地

実
測
録
』
宣
本
を
確
認
」
で
鈴
木
純
子
氏
に
よ
る
詳
細

な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

二
O
一

O
年
六
月
現
在
、
国
立
公
文
書
館
に
さ
一種
類
の
『
輿
地

実
測
録
』
が
計
三
一セ
ッ
ト
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

う
ち
の

一
セ
ッ
ト
は
十
四
巻
の
外
に
『
地
図
接
成
便
覧
』

一
舗
を
備
え
て
い
る
こ
と
等
に
よ
り
、
紅
葉
山
士
庫
に

収
蔵
さ
れ
て
い
た
E
本
で
あ
る
と
確
認
さ
れ
た
。
な
お
、

他
の

一
セ
ッ
ト
は
昌
平
坂
学
問
所
旧
蔵
、
も
う

一
セ
ッ

ト
は
太
政
官
E
院
地
志
謀
旧
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿

で
は
紅
葉
山
士
庫
旧
蔵
の

E
本
『
輿
地
実
測
録
』
の
原

士
に
も
と
づ
い
て
読
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

『輿
地
実
測
録
』
の
構
成

首
巻

第
一
巻

第
二
巻

箪
三
巻

第
四
巻

第
五
巻

第
六
巻

第
七
巻

第
八
巻

第
九
巻

第
十
巻

第
十
一
巻

第
十
二
巻

第
十
三
巻

附

序

文

高

橋

量

保

序

文

伊

能

忠

敬

凡

例

伊

能

忠

敬

又

誌

高

橋

量

保

奥
地
実
測
録
総
目
巷
之
一(中

略
)

巷
之
十
三

沿
海
街
道
一

街
道
二

街
道
三

淡

路

四

国

九
州
、
沿
海

九
州
、
街
道

壱
首
班
、
対
馬

嶋
瞬

一

嶋
瞬
二

崎
劇
三

湖
沼
蝦
夷

隠
岐

地
図
接
成
便
覧

，骨
海

蝦
寅

佐
渡
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正
本

『輿
地
実
測
録
』

紅
葉
山
文
庫
旧
蔵
本

ヰ
Q 

晩、ミ

調
砕

uh
fパ
リ

Nm

附

地
圃
接
成
便
覧

叫
山
尚
は
庁
、
ペ
徒
主

日

刊
本

『大
日
本
実
測
録
』

国
立
公
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
手
書
本

『
輿
地
実
測
録
』
吉
一セ
ッ
ト
の
ほ
か
に
木
版
刷

で
刊
行
さ
れ
た
『
大
日
本
実
測
録
』
が
あ
る
。

旧
福
井
藩
松
平
家
所
蔵
の
写
本
を
原
本
と
し
て

明
治
三
一年

(
一
八
七

O
)
に
大
学
南
校
(
東
京

大
学
の
前
身
)
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
内
容
は
首

巻
お
よ
び
第

一
巻
1
第
十
三
一巻
の
計
十
四
巻
で
、

当
時
、
大
学
別
当
兼
侍
講
だ
っ
た
福
井
藩
主
松

平
慶
永
(
春
撮
)
の
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。

明
治
に
な
っ

て
か
ら
の
刊
行
で
あ
る
た
め
、

「江
戸
」
は

「東
京
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
献
上
本
と
の
聞
に
本
文
の
異
同
(
誤

脱
)
が
世
な
か
ら
ず
あ
る
と
さ
れ
る
。

需!?「3f
a・Z1(|JE

『大日本実測録』の全文は国立国会図書館近代デジタ

ノレライブラリーで自宅でも関置することができる。
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『奥
地
実
測
録
』
首
巻
の
肉
容
・

首
巻
の
構
成

首
巻
は
巻
頭
に
高
橋
景
保
の
序
文
、
つ
い
で
伊
能
忠

敬
の
序
士
と
凡
例
、
さ
ら
に
高
橋
貴
保
又
誌
と
記
し
た

追
記
の
よ
う
な
士
章
が
あ
り
、
目
次
が
そ
れ
に
続
く
。

序
文
は
い
ず
れ
も
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
序
』
と
題

し
、
『
輿
地
実
測
録
』
の
序
士
で
は
な
く
、
『
大
日
本
沿

海
輿
地
全
図
』
に
つ
い
て
の
序
士
と
な
っ
て
い
る
。

『大
日
本
沿
海
輿
地
全
国
序
』
高
橋
量
保

(原
文
①
)

地
図
事
業
の
責
任
者
で
あ
る
高
橋
景
保
の
序
士
は

測
量
事
業
の
経
過
の
要
点
を
ま
と
め
て
簡
潔
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
こ
の
事
業
は
経
緯
度
の
測
定
を
目
的
と
し

て
開
始
さ
れ
た
こ
と
、
た
ま
た
ま
幕
府
の
蝦
夷
地
開
拓

の
機
運
に
遭
遇
し
、
特
に
忠
敬
と
い
う
適
任
者
を
得
た

こ
と
で
測
量
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

全
体
に
忠
敬
の
資
質
を
た
た
え
、
ま
た
父
至
時
の
建
一百

に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
、
最
後
に
『
大

日
本
沿
海
輿
地
全
図
』
が
完
壁
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

忠
敬
の
功
績
を
称
賛
し
て
序
士
を
結
ん
で
い
る
。

こ
の
序
士
は
測
量
事
業
の
第

一
目
的
が
緯
度
測
定

だ
っ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
将
軍
吉
宗

は
国
絵
図
の
不
宣
確
さ
を
嘆
き
、
天
測
と
実
測
に
よ
る

宣
確
な
地
図
づ
く
り
を
企
図
し
た
が
果
た
せ
な
か
っ

た
経
緯
が
あ
る
。
景
保
は
こ
の
科
学
的
な
地
図
は
忠
敬

が
い
な
か
っ
た
ら
不
可
能
だ
っ
た
と
断
言
し
、
中
国
に

も
優
越
す
る
業
績
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

な
お
、
大
谷
亮
吉
『
伊
能
忠
敬
』
は
『
忠
梅
田
記
』

中
の
記
事
か
ら
推
測
し
て
、
こ
の
景
保
の
序
文
は
佐
藤

一
青
が
代
作
、
も
し
く
は
添
削
し
た
も
の
と
述
ベ
て
い

る
。
そ
の
記
事
と
は
『
忠
詩
日
記
』
「(
士
政
四
年
)
六

月
二
十
九
日
早
朝
、
予
、
佐
藤
へ
行
く
。
高
橋
侯
の

序
士
、
高
橋
遣
し
候
曲
、
先
生
云
う
。
」
と
い
う
記
述

を
指
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
当
否
は
不
明
だ
が
、
序

文
の
内
容
か
ら
み
て
、

一
斎
の
全
く
の
代
作
で
あ
る
と

は
考
え
に
く
い
。

一
青
が
関
与
し
た
と
し
て
も
、
校
閲

も
し
く
は
添
削
程
度
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『大
日
本
沿
海
輿
地
全
圃
序
』
伊
能
忠
敬

(画
像
②
)

忠
敬
の
序
士
は
、
忠
敬
の
没
後
に
久
保
木
清
淵
が
執

筆
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
『
忠
梅
田
記
』
に

「(
士
政
四
年
)
六
月
五
日
予
、
御
役
所
に
行
く
。

序
文
下
書
、
津
ノ
宮
よ
り
来
る
。
飯
嶋
与
衛
門
、
筆
工

に
来
る
」
と
あ
り
、
清
淵
が
下
書
き
し
た
も
の
を
飯
嶋

与
衛
門
と
い
う
人
物
が
筆
記
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
飯
嶋
与
衛
門
に
つ
い
て
は
資
料
が
な
い
が
、

保
柳
睦
美
は
漢
学
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
根
拠
は
不

明
で
あ
る
が
、
た
し
か
に
筆
耕
の
職
人
芸
に
終
わ
ら
な

い
立
派
な
筆
跡
で
あ
る
。
序
文
の
内
容
は
景
保
の
序
士

と
同
僚
、
測
量
事
業
の
発
端
を
歪
時
の
建
言
に
あ
る
と

書
き
起
こ
し
、
漢
学
者
ら
し
く
漢
語
を
駆
使
し
て
測
量

事
業
の
顛
末
を
述
べ
て
畏
士
で
あ
る
。
修
飾
語
が
多
い

が
、
天
測
の
重
要
性
、
蝦
夷
地
の
宋
測
部
分
は
間
宮
林

蔵
の
デ
l
タ
で
補
っ
た
こ
と
、
完
成
に
七
年
か
か
っ
た

こ
と
等
、
客
観
的
な
内
容
で
あ
る
。
最
後
に
こ
の
地
図

は
詳
細
で
は
あ
る
が
ま
だ
不
十
分
な
点
が
あ
る
か
ら
、

さ
ら
に
こ
の
地
図
を
補
宣
す
る
よ
う
人
に
命
じ
て
少

し
で
も
集
大
成
に
近
づ
け
て
も
ら
い
た
い
と
述
べ
て

い
る
。
こ
こ
が
景
保
の
序
文
と
は
異
な
る
点
で
あ
り
、

『
沿
海
輿
地
全
圃
』
の
完
成
が
予
定
よ
り
著
し
く
遅
れ

た
の
は
、
何
ら
か
の
欠
点
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
修
E
で

き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推

測
を
裏
付
け
る
よ
う
な
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

『大
日
本
沿
海
輿
地
全
圃
凡
例
』
伊
能
忠
敬

(原
文
③
)

地
図
の
例
言
の
箇
条
書
き
で
あ
る
が
、
事
務
的
な
記

述
の
中
に
も
所
々
に
伊
能
測
量
の
特
徴
が
垣
間
見
え

る
。
ま
ず
官
頭
で
海
浜
は
す
べ
て
実
地
に
踏
査
し
た
こ

と
を
宣
言
し
て
い
る
。
ま
た
仙
台
か
ら
野
辺
地
ま
で
は

全
て
歩
測
の
み
で
測
っ
た
こ
と
、
蝦
夷
地
の
宋
測
部
分

に
つ
い
て
は
間
宮
林
蔵
が
測
量
し
た
数
値
で
補
っ
た

こ
と
、
さ
ら
に
緯
度

一
度
の
距
離
を
二
十
人
里
二
分
と

算
定
し
た
こ
と
、
た
だ
し
経
緯
度
線
は
大
図
に
は
書
き

に
く
い
の
で
、
中
図
小
図
に
の
み
書
き
入
れ
た
こ
と

等
を
挙
げ
て
い
る
。
緯
度
経
度
に
つ
い
て
の
解
説
が
詳

し
い
。
な
お
、
こ
の
凡
例
も
清
淵
の
下
書
き
を
飯
嶋
与

衛
門
が
沖
書
し
た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
宇
の
大
き
さ
や

勢
い
か
ら
別
人
の
筆
跡
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。

『高
橋
量
保
亘
誌』

高
橋
量
保

(原
文
④
)

こ
の
文
章
は
景
保
に
よ
る
追
記
の
よ
う
な
形
で
、
測

量
事
業
お
よ
び
地
図
作
成
作
業
に
携
わ
っ
た
人
々
の

名
前
を
並
ベ
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
ま
た
功
績
を
讃

え
て
い
る
。
た
だ
し
、
人
名
の
挙
げ
方
が
異
例
で
あ
る
。

原
文
に
は
測
量
隊
十
三
一人
と
地
図
製
作
班
四
人
、
計
十

七
人
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
測
量
隊
の
尾
形
賢
次
と
地

図
製
作
斑
の
渡
部
慎
は
同

一
人
物
で
あ
り
、
実
人
数
は

十
六
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
坂
部
惟
道
は
王
島
で
殉

職
し
、
市
野
、
柴
山
、
青
木
、
今
泉
、
坂
部
(
弘
道
)
、

尾
形
賢
次
(
渡
部
慎
)
は
転
退
出
し
た
た
め
、
最
終
的

に
地
図
完
成
に
関
与
し
た
の
は
九
人
で
あ
っ
た
と
い

ぅ
。
な
お
青
木
勝
雄
は
『
江
戸
日
記
』
で
は
長
期
に
わ

た
っ
て
地
図
製
作
に
従
事
し
て
い
る
が
、
測
量
隊
員
と

し
て
の
み
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
名
簿
筆
頭
の

市
野
茂
喬
は
、
実
際
に
は
短
期
間
で
測
量
隊
を
離
脱
し

て
帰
府
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
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①

【
原
文
】

『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
圃
序
』
高
橋
景
保

大
旬
、
わ
刑
制
成
比
会
問
序

【大
'
b
使
え

Ttt刷
新
町

ωRF示
請
掌
阜
、
刈
主

一地
動
化
幅
先
高
氏
主
動
お
川
辺
創
出
向
剖
刻
展
M
H4

一7U引
制
叫
刻
刻
刑
判
叫
劃
利
引
州
側
斜
ufι

玄
州
同
凶
剛
山
明
則
川
州
制
創
刻
刻
州
副
主

-
4
同
尽
日
明
昇
平
和
瑚
利
叫
州
側
刻
U
M

州
主

E
L

一fz間
同
開
明
引
副
司
ー一

一4
1士
市
国
同
開
閣
制
利
型

一i
す同
M
M
悶
明
巴
民
出
即

、M
L
I
-
-
J吋

4d-
m
-
-
-
-
-
E

一

14l民
同

忠

良

企

547h金
品
止

企
t
t
え

A
I

一定仇，品予帽ヤ白

hh叫判叫扶札珂咋即孔孔l
判引ド

r且位
兵
此
椅η
t
A九と〉L主主申宇γ

一定主“節叩

ι書屯、
ψ込、
k
有
え
削
曹
屯
台
え

FZ
却
も
副

E
r配
必
十
沿
海

一則
量
え

T
V
従
事
積
年
也
知
共
喰
政
九
九
一
続
投
4
副
官
官

i
川
貴
果

2
h利
引
州
州
利
引
削
刈
耐
川
町
叫
引

T
1ド休
帳
隙
阪
除
怯
怯
朕
同
肺
似
仏
同
除
除

司叫
叫

剖
刈
吋
勺
刈
剥
引
引
州
制
引
制
叶
副

霊
島
鴫
主
主
唱
花
告
高
九
計
、
え
日
持
、
修
今
川
圏
三

十
幅
仲
畑
炉
格
介
両

一
日
幅
附
録
十
四
邑
汚
咋

一均
四
四
ム
皐
え
屯
下
孟
予
早
川
吋
情
九
創
刻
刻
不

吉
茂
叫
利
駅
南

42
Z割
引
刻
凋

一、Jζ
守
山
叱
長
市
役
引
判
例
ホ

不
可
祁
洲

F
1

t十
主
将
何
刊
行
争
時
南
側
ω
町
圃
也
剣
町
ち

号

、
?
引
ム
決
べ
小

T
哉

|

1卜

-t
氏
四
午
主
主
月

齢
者
品
車
今
負
正
弘
什
往
時
時
荒
川
同
武
器
、

【
書
き
下
し
文
】

お
お
よ
そ
天
下
の
形
勢
を
し
て
噺
然
と
し

て
路
(
こ
れ
)
を
隼
に
示
す
如
く
せ
し
む
る
は
地
図
よ
り
明
ら

か
な
る
は
な
し
。
幅
員
広
狭
の
量
、
遺
近
路
程
の
度
を
し
て
、

歴
然
と
し
て
坐
し
て
量
う
べ
か
ら
し
む
る
は
又
地
図
よ
り
詳
し

き
は
な
し
。
而
し
て
そ
の
明
備
に
し
て
詳
悉
な
る
は
、
術
あ
り

て
以
て
之
を
捌
量
す
る
に
非
ず
ん
ば
何
ぞ
以
て
奪
置
を
排
ず
る

に
足
ら
ん
や
。
夫
れ
捌
量
の
挙
た
る
や
日
野
平
の
聞
に
非
ず
ん
ば

能
は
ず
。
而
し
て
そ
の
人
微
か
り
せ
ば
亦
挙
げ
て
之
を
行
う

こ
と
能
は
ず
。
宜
に
古
に
簸
く
、
今
も
亦
易
か
ら
ざ
る
所
な
り
。

吾
が
邦
の
地
理
金
図
古
よ
り
未
だ
備
わ
ら
ず
。
た
だ
長
久
保

氏
の
撰
図
鮮
明
に
し
て
観
る
ベ
し
。
然
れ
ど
も
恨
む
ら
く
は
暗

れ
測
量
の
術
に
原
(
も
と
づ
)
か
ず
。
竜
置
の
静
ず
る
所
な
き

の
み
。
属
官
伊
能
忠
敬
、
夙
に
麿
算
を
好
み
夢
篠
に
も
省
な
ら

ず
。
臣
の
先
人
の
徴
を
蒙
り
て
東
す
る
や
、
忠
敬
即
ち
従
学
し
、

益
々
そ
の
精
を
極
む
。
先
入
、
常
に
本
邦
の
地
度
の
未
だ
定
測

あ
ら
ざ
る
を
患
え
、
嘗
て
之
を
建
白
せ
り
。
官
の
時
に
適
(
た

ま
た
ま
)
蝦
夷
を
開
撫
せ
ん
と
し
、
因
り
て
思
敬
を
し
て
桂
か

し
む
。
避
に
沿
海
捌
量
の
命
あ
り
。
従
事
す
る
こ
と
積
年
に
し

て
始
め
て
そ
の
確
数
を
知
れ
り
。
先
人
之
を
蛮
奮
の
所
織
と

検
較
す
る
に
、
果
し
て
吻
合
せ
り
。
閣
以
東
の
図
な
る
に
及
ん

で
、
先
人
不
幸
に
し
て
就
木
せ
り
。
景
保
、
臨
ん
で
そ
の
事
を

図
端
に
陳
べ
、
日
て
上
る
。
爾
後
、
幾
ん
ど
二
十
年
、
眠
障
を

歴
え
、
世
清
を
凌
ぎ
、
実
腫
捌
験
、
声
教
の
置
ぷ
所
、
島
崎
明
も

遣
さ
ず
始
め
て
能
く
成
る
を
告
ぐ
。
是
に
於
い
て
撰
修
し
て

大
図
吉
一十
幅
、
中
国
二
幅
、
小
図
二
帽
、
附
揖
十
四
巻
と
な
す
。

あ
あ
斯
の
図

上

は
実
度
に
応
じ
、
下
は
地
勢
を
尽
し
明
備

に
し
て
鮮
悉
な
る
こ
と
、
車
置
も
差
わ
ず
し
て
天
地
と
永
く
懸

り
て
堕
ち
ず
。
是
に
於
い
て
か
昇
平
文
明
の
化
、
観
る
ベ
し
。

而
し
て
忠
敬
微
か
り
せ
ば
、
抑
も
ま
た
可
な
ら
ざ
り
し
か
。
慎

土
主
千
年
、
滑
に
至
り
て
手
を
西
実
に
仮
り
て
後
、
地
図
始
め

て
定
ま
れ
り
。
則
ち
忠
敬
の
功
、
ま
た
量
浅
小
な
ら
ん
や
。

文
政
四
年
夏
六
月
御
審
物
孝
行
兼
主
文
方
高
繍
景
保
瞳
畿

【
大
意
】

お
し
な
べ
て
天
下
の
地
勢
を
明
確
に
理
解
す

る
に
は
地
図
ほ
ど
分
か
り
易
い
も
の
は
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
地
図
は
実
測
で
な
い
と
不
宣
確
な
も
の
に
な
る
。

そ
も
そ
も
測
量
は
世
の
中
が
平
和
で
な
れ
ば
不
可
能

で
あ
り
、
し
か
も
適
任
者
が
い
な
け
れ
ば
実
行
で
き
な

い
。
こ
れ
が
昔
も
ム
7
も
測
量
が
容
易
で
は
な
い
理
由
で

あ
る
。
我
が
固
に
は
古
来
、

全
園
地
図
が
無
か
っ
た
。

長
久
保
赤
水
が
編
纂
し
た
地
図
が
あ
る
が
、

実
測
図
で

は
な
い
た
め
不

E
確
と
い
う
欠
点
が
あ
る
。
私
の
部
下
、

伊
能
忠
敬
は
暦
算
を
好
み
、
寝
る
問
も
惜
し
ん
で
精
進

し
て
い
た
が
、
私
の
亡
父
至
時
が
幕
命
で
出
府
す
る
や

門
下
に
入
っ
て
そ
の
奥
義
を
極
め
た
。

亡
父
は
常
々
我

が
国
の
経
緯
度
が
未
確
定
で
あ
る
こ
と
を
憂
い
て
お

り
、
そ
の
測
定
を
建
言
し
た
。
幕
府
は
た
ま
た
ま
蝦
夷

地
開
拓
を
企
図
し
て
い
た
の
で
忠
敬
を
蝦
夷
地
に
派

遣
し
、
沿
岸
測
量
を
命
じ
た
。
何
年
か
し
て
緯
度
の

E

確
な
数
値
が
わ
か
り
、

亡
父
が
こ
の
数
字
を
酉
洋
の
暦

寄
と
較
べ
て
み
る
と
、
果
せ
る
か
な
ぴ
た
り
と

一
致
し

た
。
『
日
本
東
半
部
沿
海
地
図
』
の
完
成
前
に
父
至
時

は
不
幸
に
も
死
去
し
、
私
、
景
保
は
そ
の
こ
と
を
こ
の

地
図
の
端
の
序
士
に
記
し
て
呈
上
し
た
。
以
来
二
十
年

近
く
。
困
難
を
乗
り
越
え
て
我
が
国
の
範
囲
内
は
島
岨

も
残
ら
ず
実
地
測
量
し
て
事
業
を
完
成
し
、
大
図
三
一十

幅
、
中
図
二
幅、

小
図

一
幅
、
附
録
十
四
巻
を
作
り
上

げ
た
。

こ
の
地
図
は
天
文
に
も
地
理
に
も
対
応
し
て
正

確
無
比
、
天
地
と
、
永
久
に

一
致
す
る
。
こ
れ
ぞ
平
和
な

治
世
が
も
た
ら
し
た
文
明
開
化
で
あ
る
。
し
か
し
忠
敬

が
い
な
か
っ
た
ら
、
そ
も
そ
も
こ
の
こ
と
は
不
可
能
だ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
王
千
年
の
歴
史
を
も
っ
中
国
で
す
ら

清
代
に
至
っ
て
西
洋
人
の
手
を
借
り
て
や
っ
と
地
図

を
初
め
て
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
を
思
え
ば

忠
敬
の
功
績
は
非
常
に
深
く
大
き
い
の
で
あ
る
。
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【書
き
下
し
文
】
寛
政
十
二
年
庚
申
夏
、
官
、
医
忠
倣
の
師
、

商
慣
至
時
建
自
の
散
を
以
て
忠
般
を
し
て
地
度
を
測
定
せ
し
む
.

会
(
た
ま
た
ま
)
爽
彊
を
開
柘
し
、
殊
俗
を
撫
循
す
る
の
挙
あ

り
.
因
り
て
鍍
爽
を
連
ね
て
之
を
割
れ
ほ
即
ち
撞
三
百
里
に
し

て
遥
か
な
り
.
地
車
定
む
べ
し
.
忠
敏
乃
ち
穫
を
江
戸
に
起
し
、

奥
州
を
桂
て
蝦
夷
に
到
り
、
そ
の
駅
路
旦
程
お
よ
び
東
治
海
と

樋
高
度
と
を
細
測
し
て
遣
る
.
そ
の
冬
、
即
ち
地
上

一
度
の
散

を
揖
定
し
.
舛
に
江
戸
よ
り
三
厩
駅
に
至
る
路
程
図
お
よ
び
蝦

爽
東
南
海
岸
里
程
図
を
造
り
、
至
時
に
就
き
て
之
を
奏
上
す
.

明
年
、
媛
海
辺
測
量
の
命
あ
り
.
是
よ
り
連
年
命
あ
り
て
、
以

て
東
海
、
北
陸
お
よ
び
奥
羽
海
辺
を
醐
定
す
.
文
化
一元
年
甲
子

重
東
国
沿
海
の
測
量
巳
に
完
る
を
以
て
、
還
に
地
図
を
撰
製

す
.
成
る
に
連
び
至
時
既
に
没
す
。
因
っ
て
其
の
子
景
保
に
就

き
て
之
を
上
る
.
九
月
六
日
の
御
置
を
軽
、
越
え
て
十
日

忠

敏
に
恩
臨
し
て
縄
問
を
釈
き
、
俸
を
結
う
。
重
ね
て
西
国
沿
海
副

量
の
命
あ
り
.
更
に
揖
量
所
の
吏
を
以
て
劃
け
し
む
。
是
に
鈴

い
て
益
々
儀
器
を
帽
に
し
、
極
を
窮
め
掴
を
験
べ
る
こ
と
十
年

業
を
事
え
、
避
に
即
ち
撰
製
し
て
以
て
固
と
為
す
.
前
に
上
る

所
の
者
と
合
わ
せ
て
之
を
観
れ
ば
、
お
お
よ
そ
六
十
八
州
の
駅

路

沿
梅
田
周
の
島
噛
に
至
る
ま
で
温
桶
あ
る
こ
と
な
し
.

更
に
間
宮
林
蔵
の
掴
せ
し
所
を
と
り
て
地
図
を
参
補
し
、
七
た

び
轟
姐
閣
を
買
え
て
始
め
て
成
る
.
名
づ
け
て
固
く
、
大
日
本
治

梅
奥
地
全
国
と
.
共
に
三
通
都
て
三
+
三
幅
。
ま
た
里
程
と
樋

高
度
と
を
保
母
し
、
以
て
奥
地
実
欄
輯
十
有
田
巻
を
作
り
、
持

せ
て
以
て
之
を
上
る
・
蓋
し
図
.
.
 の
設
え
る
は
、
地
域
の
分
界
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を
周
知
し
広
ま
の
数
度
を
明
ら
か
に
し
、
以
て
軽
国
の
用
に

備
う
る
所
以
な
り
。
放
に
州
を
分
け
、
彊
を
画
し
、
山
川
を
推

表
す
.
之
を
測
る
に
術
あ
り
之
を
修
む
る
に
法
あ
り
。
而
し

て
其
を
し
て
曹
を
単
に
祖
る
が
如
く
な
ら
し
む
れ
ほ
、
則
ち
以

て
買
下
の
険
爽
、
通
塞
の
処
を
知
り
、
以
て
土
地
の
向
背
、
炎

涼
の
分
を
察
す
べ
き
な
り
。
我
が
大
日
本
は
、
温
海
中
に
国
し
、

環
ら
す
に
甑
置
を
以
て
し
、
助
基
の
興
す
る
所
、
斜
め
十
度
に

脈
り
幅
員
す
で
に
広
く
、
民
物
察
庶
な
り
。
況
や
今
、
爽
彊

日
に
聞
け
尽
く
版
図
に
帰
す
。
嚢
匡
の
大
な
る
こ
と
斯
に
お

い
て
盛
と
な
り
図
書
の
自
に
明
ら
か
に
し
て
且
つ
備
わ
る
は

理
勢
の
然
る
と
こ
ろ
な
り
。
輯
に
以
え
ら
く
古
は
嘗
て
風
土

記
の
設
あ
る
も
そ
の
揮
輯
す
る
と
こ
ろ
は
、
図
書
に
及
ぶ
能
わ

ず
。
た
だ
彊
土
を
列
し
て
、
形
勢
の
所
在
を
詳
に
せ
ず
。
捜
に

山
川
を
載
せ
、
ま
た
向
背
の
拠
る
所
を
排
ぜ
ず
。
特
に
以
て
奥

散
を
備
う
べ
く
し
て
、
寛
に
軽
固
に
縛
す
る
と
こ
ろ
な
し
。
中

世
以
来
、
天
下
旬
旬
と
し
て
兵
箪
相
亀
ぐ
。
図
書
の
有
無
難

か
能
く
之
を
徴
ら
か
に
せ
ん
。
慶
一冗
建
議
以
来
、
海
内
ま
た
寧

か
に
し
て
国
各
々
図
鰭
の
貫
あ
り
て
蓋
し
聞
く
こ
と
な
し
。

然
り
と
援
も
忠
敬
嘗
て
之
を
聞
く
。
地
理
の
要
は
専
ら
之
を
実

象
に
験
し
、
支
度
の
E
し
き
を
得
て
の
ち
地
勢
は
輪
ず
べ
し
と
。

放
に
酉
爽
の
子
、
能
く
杏
漢
に
放
舶
し
て
大
舞
を
適
極
す
る
も
、

ま
た
こ
の
衡
に
唱
き
ざ
る
の
み
。
東
方
の
言
う
地
理
は
、
お
お

む
ね
分
率
叢
望
の
外
に
出
ず
し
て
、
寛
に
天
象
を
稽
べ
る
こ
と

な
し
。
こ
れ
を
以
て
迂
直
は
鮮
な
り
と
雌
も
向
背
の
勢
は
E

し
か
ら
ず
。
広
重
は
著
し
と
雌
も
距
遣
の
度
は
耕
ず
る
こ
と

匡
し
@
忠
敬
斯
に
提
事
し
て
よ
り
益
々
術
理
を
研
ぎ
、
儀
器

を
精
造
す
。
其
の
地
勢
を
歩
め
ば
則
ち
必
ず
之
を
山
川
に
表
し
、

業
の
距
遣
を
推
れ
ほ
則
ち
必
ず
之
を
天
度
に
験
す
。
而
し
て
後

は
迂
直
の
形
、
向
背
の
勢
、
ま
た
軍
く
こ
と
あ
る
な
し
。
則
ち

買
下
の
形
勢
、
挙
げ
て
以
て
定
む
べ
し
。
忠
敬
不
敏
に
し
て
僅

か
に
捌
量
の
術
を
掴
う
を
以
て
、
切
に
宜
匝
を
畳
く
。
自
ら
そ

の
才
に
非
ざ
る
を
量
り
中
心
戦
師
、
た
だ
恩
命
を
萌
す
を
憎
る
。
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是
に
お
い
て
障
を
哩
き
危
を
踏
み
、
労
触
を
顧
み
ず
、
朝
劣
の

資
を
励
ま
し
鴛
酷
の
カ
を
奮
い
、
融
介
の
酷
を
殺
せ
ん
と
庶

幾
う
.
幸
に
し
て
国
家
文
明
の
濯
に
膚
り
忠
敬
犬
馬
町
歯
{
よ

わ
い
)
巳
に
七
十
を
唱
き
て
、
万
里
を
政
渉
す
る
を
得
て
寛
に

車
率
な
く
、
乃
ち
此
に
成
る
を
告
ぐ
。
今
、
上
る
所
の
全
国
は
、

忠
敬
の
之
を
過
ぎ
る
所
の
処
は
則
ち
極
め
て
鮮
悉
を
加
う
れ
ど

も
各
国
郡
邑
山
川
の
細
に
至
り
て
は
、
則
ち
園
よ
り
未
だ
及
ぶ

埠
あ
ら
ざ
る
な
り
。
黙
れ
ど
も
撲
劉
既
に
成
り
、
丹
暗
当
に
施

さ
ん
と
す
。
況
や
日
野
平
の
化
の
物
の
聞
く
こ
と
日
は

一
日
よ
り

精
し
。
糞
く
は
更
に
人
に
命
じ
駕
を
補
E
L

則
ち
其
の
集
大

成
に
庶
づ
か
ん
こ
と
を
。
文
政
四
年
室
六
月
伊
能
忠
敬
瞳
輯

【大
意
】
寛
政
十
二
年
庚
申
夏
、
幕
府
は
私
の
師

・
高
橋

至
時
の
意
見
具
申
に
基
づ
き
私
忠
敬
に
緯
度
を
測
定
さ
せ

た
。
当
時
幕
府
は
蝦
夷
地
を
開
拓
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

蝦
夷
地
ま
で
三
百
里
と
長
距
離
な
の
で
緯
度
を
確
定
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
私
は
江
戸
か
ら
奥
州
を
経
て
蝦
夷
地
に

至
り
、
街
道
の
距
離
と
本
州
東
海
岸
の
緯
度
を
細
測
し
て

帰
っ
た
。
そ
の
年
の
冬
、
緯
度

一
度
の
距
離
を
定
め
、
江

戸
か
ら
三
厩
ま
で
の
路
程
図
と
蝦
夷
地
の
東
南
沿
岸
部
の

里
程
図
を
作
り
至
時
を
通
じ
て
呈
上
し
た
。
翌
年
、
関
東

沿
岸
部
測
量
の
命
が
下
り
、
以
桂
、
毎
年
下
命
が
あ
っ
て

東
海

・
北
陸
お
よ
び
奥
羽
沿
岸
を
測
量
し
た
。
文
化
元
年

の
豆
に
東
日
本
沿
岸
の
測
量
が
完
了
し
地
図
を
作
製
し
た
。

完
成
時
に
は
至
時
は
す
で
に
亡
く
、
景
保
を
通
し
て
地
図

を
呈
上
し
た
。
九
月
六
日
の
上
置
の
翌
十
日
、
忠
敬
は
幕

吏
と
し
て
畳
用
、
重
ね
て
西
国
沿
海
測
量
の
下
命
が
あ
り
、

司
王
台
の
役
人
が
配
属
さ
れ
た
。
測
量
機
器
を
さ
ら
に
精

密
に
し
、
極
限
ま
で
追
求
し
て
観
測
し
十
年
で
事
業
を
お

え
て
地
図
を
仕
立
て
た
。
以
前
に
上
呈
し
た
地
図
と
併
せ
、

お
よ
そ
六
十
八
州
の
駅
路
、
沿
海
、
四
周
の
島
瞬
を
掲
載
、

さ
ら
に
間
宮
林
蔵
が
測
量
し
た
数
値
で
地
図
を
害
補
し
、

七
年
か
か
っ
て
完
成
、
『
大
日
本
治
海
輿
地
全
国
』
と
い
う
。

三
種
類
、
計
三
十
三
幅
。
里
数
と
緯
度
を
記
録
し
た

『
沿

海
実
測
録
』

十
四
巻
を
併
せ
て
上
呈
し
た
。
思
う
に
、
地

図
を
整
備
す
る
の
は
地
墳
の
境
界
を
周
知
し
、
面
積
を
明

示
し
て
国
家
経
世
に
役
立
て
る
た
め
で
あ
る
。
故
に
州
を

分
け
、
境
界
を
定
め
、
山
川
を
表
す
。
そ
の
た
め
に
測
量

術
、
測
量
法
が
あ
り
、
地
形
や
行
路
、
気
候
な
ど
も
表
現

で
き
る
。
我
が
大
日
本
は
海
に
固
ま
れ
国
土
は
斜
め
十
度

に
連
な
り
、
土
地
は
幅
広
く
、
人
民
も
物
資
も
多
い
。
昨

今
は
蝦
夷
地
が
開
け
て
悉
く
我
が
国
の
領
土
と
な
っ
た
。

わ
が
国
は
今
ま
さ
に
盛
大
で
あ
り
、
地
図
の
整
備
は
当
然

の
理
で
あ
る
。
古
代
に
は
『
風
土
記
』
が
整
備
さ
れ
て
い

た
が
、
地
図
に
は
及
ば
な
い
。
国
境
、
領
土
の
羅
列
で
地

勢
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
り
国
家
経
世
に
は
役
立
た
な
い
。

中
世
以
来
、
天
下
は
戦
乱
続
き
だ
っ
た
が
、
慶
長

・
元
和

年
聞
に
世
が
治
ま
り
国
々
か
ら
絵
図
が
上
納
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
し
か
し
私
は
地
理
に
は
正
確
な
緯
度
経
度
が

重
要
だ
と
聞
く
。
西
洋
人
が
地
球
を
周
囲
で
き
る
の
も
こ

の
技
術
に
よ
る
の
で
あ
る
。
東
洋
の
地
理
は
量
地
の
み
で

天
測
が
な
い
の
で
不
正
確
で
あ
る
。
私
は
測
量
に
従
事
し

て
以
降
、
技
術
を
み
が
き
、
機
器
類
も
改
良
し
た
。
実
地

踏
査
し
て
地
形
を
描
き
、
距
離
は
必
ず
緯
度
と
照
合
し
て

実
際
と
ま
や
離
す
る
こ
と
な
く
地
勢
を
定
め
た
。
私
は
非
才

の
身
で
測
量
技
術
で
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
が
、
有

難
い
仰
せ
に
背
か
ぬ
よ
う
精

一
杯
の
努
力
を
し
た
。
幸
い

文
明
開
化
の
機
運
に
遭
い
、
七
十
歳
を
過
ぎ
て
諸
国
を
歩

き
地
図
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
、
呈
上
す
る
地

図
は
実
測
に
よ
っ
て
極
め
て
詳
細
に
は
作
っ
た
も
の
だ
が
、

細
部
に
は
ま
だ
不
十
分
な
点
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
世
は
日

進
月
歩
で
あ
り
、
し
か
も
も
う
時
聞
が
な
い
の
で
あ
る
。

願
わ
く
ば
、
更
に
こ
の
地
図
の
補
正
が
命
じ
ら
れ
て
、
少

し
で
も
集
大
成
に
近
づ
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
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【大
意
】
一
、
先
年
、
幕
命
に
よ
っ
て
沿
岸
を
測
量
し
た。

お
よ
そ
海
棋
で
実
踏
し
な
か
っ
た
土
地
は
な
い
。
測
量
し

た
所
は
地
図
を
画
い
て
確
定
し
た
。
こ
の
た
び
作
成
し
た

地
図
は
大
・
中
・
小
の
三
種
類
で
、
大
図
は
曲
尺
三
寸
六

分
を
以
て

一
里
と
し
、
中
国
は
六
分
、
小
園
は
三
分
を
以

て
一
里
と
す
る
縮
尺
割
合
と
し
た
。

一
、
大
図
は
園
名
、
郡
名
、
村
名
を
は
じ
め
天
領
、
知
行

所
、
諾
候
の
領
地
の
区
別
、
山
川
、
島
幽
明
、
社
寺
で
測
量

し
た
所
は
全
て
掲
載
し
た
。
中
国
は
園
名
、
郡
名
、
村
名

の
み
記
し
、
社
寺
等
は
符
号
で
表
し
た
。
島
唱
の
名
は
省

略
し
た
も
の
も
あ
る
。
小
園
は
園
、
郡
、

都
会
、
著
名
な
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村
以
外
は
省
略
し
た
。

も
省
略
し
た
。

一
、
大
図
は
朱
線
の
屈
曲
で
距
離
が
分
か
る
。
中
・
小
園

は
屈
曲
を
簡
略
に
し
た
の
で
直
線
距
離
だ
吋
が
分
か
る
。

一
、
直
線
距
離
を
知
る
方
法
に
は
あ
る
地
点
か
ら
あ
る
地

点
ま
で
の
寸
法
を
各

一
里
の
縮
尺
比
率
で
割
れ
ば
よ
い
。

一
、
測
量
の
方
法
は
高
山
や
島
を
標
的
と
し
、
曲
直
に
随

っ
て
方
位
盤
で
測
り
、
方
位
線
を
地
図
に
記
載
し
た
。

一
、
図
上
の
朱
線
は
量
程
車
や
間
縄
で
測
っ
た
所
で
あ
る
。

但
し
仙
台
か
ら
野
辺
地
ま
で
は
歩
測
の
み
で
あ
る
。

一
、
蝦
夷
地
は
測
量
が
未
完
に
つ
き
間
宮
林
蔵
が
測
量
し

た
数
値
を
交
え
採
用
し
て
未
完
の
部
分
房
漏
っ
た
。

一
、
山
川
、
村
落
、
橋
梁
、
田
園
、
林
な
ど
は
そ
の
形
を

図
に
し
た
だ
け
で
正
確
で
は
な
い
。

一
、
距
離
を
測
る
に
は
経
緯
度
の
測
定
が
肝
要
で
あ
る
。

天
測
し
て
緯
度
を
出
す
が
、
地
上
の
緯
度

一
度
の
距
離
は

難
し
い
。
享
和
年
間
以
来
、
観
測
機
器
を
精
密
に
し
、
地

形
を
調
べ
、
毎
年
天
測
し
て
デ
l
タ
を
積
む
こ
と
久
し
く

し
て
初
め
て
そ
の
確
実
な
数
値
を
得
た
。
つ
ま
り
緯
度

一

度
の
距
離
は
二
十
八
里
二
分
と
算
定
し
た
。
こ
れ
は
大

図
上
で
は

一
士

一
寸
王
分
二
厘
に
当
た
る
。
経
度
は
京

都
を
基
準
と
し
、
そ
の

一
度
の
長
さ
は
緯
度
に
よ
っ
て

異
な
る
。
緯
度
三
一十
五
度
の
地
で
は
二
十
三
一里

一
分、

地
図
上
で
は
八
尺
三
一寸

一
分
六
厘
と
な
る
。

経
緯
度
続

は
大
図
に
は
書
き
難
い
の
で
中
小
図
に
の
み
書
く
。

一
、
海
岸
、
島
瞳
で
測
量
が
困
難
な
所
は
望
測
で
あ
る
。

実
測
で
な
い
部
分
は
朱
色
の
測
線
を
引
い
て
い
な
い
。

一
、
島
が
多
く
集
ま
り
、
ま
た
は
陸
地
か
ら
隔
絶
し
て

い
る
場
合
は
お
お
む
ね
遠
測
に
よ
っ
た
。

一
、
省
略
(
地
図
上
の
彩
色
と
記
号
に
つ
い
て
)

一
、
附
録
と
し
て
記
載
し
た
里
程
の
例
は
、

江
戸
日
本

橋
を
起
点
と
し
た
。
(
以
下
略
)

測
量
経
路
や
島
曲
唱
の
煩
雑
な
箇
所
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【原
文
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橋
量
保
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永
山
刑
事
北
朝

4
抽「
カ
叫
平
以
同
同

一2

為
治
景
品
え
淀
l

【書
き
下
し
文
】
士
化
元
年
甲
子
之
冬
、
命
有
り
て
測

量
所
の
吏
を
し
て
之
に
副
え
し
む
。
市
野
茂
喬
、
坂
部

惟
道
、
下
河
辺
輿
方
、
柴
山
宣
弼
、
青
木
勝
雄
、
永
井

充
房
、
今
泉
直
利
、
門
谷
常
久
、
援
部
弘
道
、
及
び
忠

敬
弟
子
、
尾
形
賢
次
、
箱
田
真
輿
、
保
木
永
昔
、
平
野

季
恭
、
凡
そ
十
有
三
一人、

皆
輿
(
と
も
)
に
顛
険
を
踏

み
て
功
有
り
。
其
れ
此
の
僕
に
輿
り
し
者
、
更
に
川
口

春
興
、
渡
部
慎
、
吉
川
景
武
、
岡
田
道
E
、
四
人
有
り
。

詰
据
の
労
、
歳
月
の
久
し
き
に
、
或
い
は
役
に
死
に
、

或
い
は
病
を
以
て
免
じ
、
今
、
輿
方
、
充
房
、
常
久
、

春
興
、
景
武
、
道
E
及
び
真
奥
、
永
昔
、
季
恭
、
相
輿

に
力
を
裁
(
あ
わ
)
せ
、
以
て
そ
の
功
を
畢
(
お
わ
)

る
と
云
う。

高
橋
景
保
又
誌

【大
意
】
文
化
元
年
甲
子
の
冬
、
命
令
に
よ
り
測
量
所

の
役
人
を
配
属
し
て
測
量
事
業
を
輔
佐
さ
せ
た
。

市
野

茂
喬
、
坂
部
惟
道
、
下
河
辺
奥
方
、
柴
山
正
弼
、
青
木

勝
雄
、
永
井
充
房
、
ム
員
直
利
、
門
谷
常
久
、
坂
部
弘

道
、
及
び
忠
敬
の
門
人
で
あ
る
尾
形
賢
次
、箱
田
真
奥
、

保
木
、
意
書
、
平
野
羊
恭
の
お
よ
そ
十
三
一人
で
あ
る
。
皆

と
も
に
困
難
を
乗
り
越
え
て
測
量
を
実
行
し
、
功
績
が

あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
地
図
作
成
に
関
与
し
た
者
と
し
て

更
に
川
口
春
興
、
渡
部
慎
、
吉
川
景
武
、
岡
田
道
正
、

の
四
人
が
い
る
。
体
を
か
が
め
て
地
図
作
り
に
苦
労
し

た
。
長
い
歳
月
の
中
、
あ
る
者
は
殉
職
し
、
あ
る
者
は

病
気
で
退
職
し
、
現
在
、

下
荷
辺
奥
方
、
永
井
充
房
、

門
谷
常
久
、
川
口
春
興
、
吉
川
景
武
、
岡
田
道
正
及
び

箱
田
真
奥
、
保
木
永
書
、
平
野
(
※
平
山
)
季
恭
が
お

互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
、
地
図
作
成
の
事
業
を
終
了
さ

せ
た
と
い
う
。
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【害
者
文
献
】

『伊
能
忠
敬
』

大
谷
亮
吉
岩
波
書
底

『伊
能
忠
敬
の
科
学
的
業
績
』
保
柳
睦
美
古
今
書
院

『
伊
能
忠
敬
の
地
図
を
よ
む
』
改
訂
版
渡
辺

・
鈴
木

『
伊
能
忠
敬
江
戸
日
記
』

伊
能
忠
敬
研
究
会

『
伊
能
忠
敬
研
究
』
第

M
号
佐
久
間
達
夫

"

『
伊
能
忠
敬
研
究
』
第
日
号
鈴
木
純
子

『
伊
能
忠
敬
研
究
』
第
四
号
鈴
木
純
子

『
江
戸
幕
府
編
纂
物
』

福
井
保

H N
 

雄
松
堂



伊
能
忠
敬
史
跡
め
ぐ
り

深
川
の
法
乗
院

玉
造
功

は
じ
め
に

伊
能
忠
敬
翁
没
後
二
O
O年
と
い
う
こ
と
で
、
浅
草

源
空
寺
の
忠
敬
の
墓
所
に
行
か
れ
た
方
も
多
い
か
と

思
う
。
源
空
寺
に
つ
い
て
は
会
報
で
も
度
々
触
れ
ら
れ

て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
る
こ
と
の

な
い
、
伊
能
家
の
江
戸
に
お
け
る
菩
提
寺
で
あ
る
深
川

の
法
乗
院
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

伊
能
家
の
菩
提
寺

忠
敬
が
第
十
代
当
主
を
務
め
た
伊
能
三
一郎
右
衛
門

家
(
以
下
、
伊
能
家
と
略
す
)
代
々
の
菩
提
寺
は
、
香

取
市
牧
野
の
妙
光
山
蓮
華
院
観
福
寺
①
で
あ
る
。

寛
平
二
年
(
八
九

O
年
)
に
開
基
さ
れ
た
真
言
宗
豊

山
派
の
古
剰
で
あ
り
、
中
世
に
あ
っ
て
は
千
葉
氏
の
武

士
団
の
信
仰
を
集
め
、
近
世
に
は
地
方
の
植
林
(
僧
侶

聾
成
の
た
め
の
学
問
所
)
と
し
て
の
役
劃
を
果
た
し
、

ま
た
伊
能
家
か
ら
住
職
を
勤
め
た
者
も
出
る
ほ
ど
、
伊

能
家
の
厚
い
帰
依
を
う
け
て
き
た
。

忠
敬
も
ま
た
観
福
寺
に
対
し
て
、
手
厚
く
対
応
し
て

い
る
。
伊
能
家
の
小
網
町
の
庖
で
聖
子
盛
右
衛
門
と
暮

ら
す
娘
の
イ
ネ
な
ど
に
宛
て
た
忠
敬
の
手
紙
②
で
は
、

治
療
の
た
め
出
府
し
た
観
福
島
寸
の
住
職
の
世
話
を
事

細
か
に
指
示
し
て
い
る
。
宿
泊
先
は
日
本
橋
か
茅
場
町

あ
た
り
で
、
内
雪
隠
、
湯
殿
の
あ
る
も
の
を
借
り
、
米
、

塩
、
味
噌
、
薪
な
ど
の
世
話
や
金
事
の
手
配
に
つ
い
て

も
気
配
り
し
て
い
る
。
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江
戸
の
伊
能
家

と
こ
ろ
で
、
伊
能
家
で
は
第
七
代
当
主
の
昌
雄
の
よ

う
に
、
さ
っ
さ
と
隠
居
し
て
日
本
橋
村
松
町
に
隠
宅
を

か
ま
え
、
能
箇

・
能
楽

・
茶

・
俳
諸
な
ど
風
雅
吉
一味
の

生
活
を
お
く
る
者
も
い
た
。
ま
た
、
盛
右
衛
門

・
イ
ネ

夫
婦
の
よ
う
に
伊
能
家
の
江
戸
底
を
任
さ
れ
て
、
江
戸

で
生
活
す
る
者
も
い
た
。

江
戸
時
代
の
檀
家
制
度
の
も
と
で
は
、
家
単
位
で
寺

院
(
菩
提
寺
旦
那
寺
)
の
檀
家
と
し
て
登
録
さ
れ
、

人
別
帳
へ
の
登
録
婚
姻
・転
居
な
ど
に
あ
た
っ
て
は
、

菩
提
寺
か
ら
そ
の
檀
家
で
あ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
で
は

な
い
こ
と
を
証
明
し
て
も
ら
う
こ
と
(
寺
持
制
度
)
が

必
要
で
あ
っ
た
。

伊
能
家
の
者
が
佐
原
か
ら
江
戸
に
居
住
地
を
移
す

と
、
佐
原
の
村
役
人
か
ら
江
戸
の
町
役
人
へ
村
送

一
札

(
村
送
状
)
が
送
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
本
人
の
名
前

年

齢

続

柄

・
転
出
理
由
な
ど
と
と
も
に
、
菩
提
寺
に

よ
る
檀
家
証
明
(
寺
送

一
札
、
寺
送
状
)
が
不
可
欠
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
転
居
先
の
同
じ
宗
派
の
寺
院

の
檀
家
と
な
り
、
人
別
帳
に
書
き
加
え
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
江
戸
で
生
活
す
る
伊
能
家
の

人
々
は
、
佐
原
の
観
福
寺
と
閉
じ
真
言
宗
豊
山
派
で
あ

る
深
川
の
法
乗
院
の
檀
家
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

江
戸
に
住
む
伊
能
家
の
者
が
亡
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
そ
う
い
う
場
合
に
は
ど
う
す
る
の
か
。

寛
保
三
一年

(
一
七
四
三
一年
)
六
月
十
六
日
に
、
第
七

代
当
主
の
伊
能
昌
雄
が
江
戸
村
松
町
の
隠
宅
で
死
去

し
た
図
十
八
日
に
は
、
深
川
の
法
乗
院
で
仮
葬
の
法
事

を
お
こ
な
い
、
砂
村
で
火
葬
に
し
た
。
十
九
日
に
収
骨

し
て
、
直
ち
に
江
戸
表
を
出
立
し
た
。
二
十
日
に
は
佐

原
に
到
着
し
、
観
福
寺
で
葬
儀
を
行
な
っ
て
い
る
④
。
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忠
敬
と
法
乗
院

『
伊
能
忠
敬
江
戸
日
記
』
か
ら
法
乗
院
関
係
の
記
事

を
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。

士
化
十

一
年
七
月
十
四
日

「
法
乗
院
へ
南
錬
(
二
朱
銀
)

を
以
て
廟
参
」

士
化
十

一
年
九
月
十
三
日

「
平
服
に
て
法
乗
院
、
会
田
=
一
左
衛
門
、
棒
軽
侯
御

屋
舗
へ
罷
越
」

士
化
十

一
年
十
二
月
十

一
日

「
法
乗
院
寒
気
見
廻
の
為
来
る
」

士
化
十
二
年

一
月
二
十
二
日

「
深
川
八
幡
宮
並
法
乗
院
:
年
始
参
り
」

・
文
化
十
二
年
七
月
十
四
日

「
深
川
寺

へ
参
詣
、
三
治
郎
(
嫡
孫
、

道
」

・
文
化
十
ヲ
一年
七
月
十
四
日

「
深
川
法
清
(
乗
)
院
へ
参
詣
」

文
化
十
四
年
七
月
十
四
日

「
深
川
法
清
(
乗
)
院
へ
参
詣
」 一

片
差
遣
す
.
名
代

後
の
忠
務
)
同

2018 

こ
の
よ
う
に
忠
敬
は
お
盆
に
は
欠
か
さ
ず
法
乗
院

に
参
詣
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
日
記
に
法
乗
院
に
つ
い

て
の
記
載
が
あ
る
の
は
、
士
化
十

一
年
六
月
三
一日
に
八

丁
堀
の
亀
島
町
へ
転
居
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
黒

江
町
時
代
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

前
ペ
ー
ジ
の
地
図
で
わ
か
る
よ
う
に
、
黒
江
町
の
忠

敬
の
隠
宅
は
富
岡
八
幡
宮
よ
り
も
法
乗
院
の
近
く
に

位
置
し
て
い
た
。
黒
江
町
時
代
の
忠
敬
に
と
っ
て
、
ご

近
所
の
菩
提
寺
に
お
参
り
す
る
こ
と
は
、
日
記
に
記
す

る
程
の
事
で
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

軍86号伊能忠敬研究

忠
敬
の
死

高
橋
至
時
の
次
男
で
あ
る
渋
川
助
左
衛
門
景
佑
が

関
わ
っ
た
『
伊
能
翁
行
状
』
⑤
で
は
、
忠
敬
の
死
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
哀
か
な
、
文
政
元
年
四
月
十
三
日
、
天
年
{
天
寿
の

こ
と
)
を
以
て
八
町
堀
亀
島
の
宅
に
没
す
.
享
年
七
十

因
。
浅
草
源
空
寺
、
東
岡
先
生
の
墓
碕
の
左
傍
に
葬
る
。

然
共
、
事
未
だ
成
ら
ざ
る
を
以
て
、
残
す
こ
と
を
官
に

達
せ
ず
」

地
図
御
用
を
遅
滞
な
く
継
続
す
る
た
め
に
、
公
に
は

喪
を
伏
せ
た
.
そ
の

一
方
で
、
伊
能
家
と
し
て
は
内
々

に
葬
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
忠
敬
の

「
遺
嘱
」
⑥
に
よ
り
、

江
戸
に
お
け
る
伊
能
家
菩
提
寺
の
深
川
法
乗
院
で
は

な
く
、
浅
草
源
空
寺
の
高
橋
歪
時
の
墓
の
傍
ら
⑦
に
葬

ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
士
政
元
年
六
月
に
は
源
空
寺
か

ら
有
功
院
成
祐
種
徳
居
士
(
忠
敬
の
戒
名
)
の
永
代
供

養
料
=
一両
の
請
取
が
出
さ
れ
て
い
る
⑧
。

犠

抽
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大谷亮吉 『伊能忠敬J(大正6年発行)の日韓写真

ロ鎗写真中央の小型の嘉穂I念、妙寓と忠悔がお多りした

怠徹の仮獲であろうか.

忠
敬
の
嫡
孫
忠
誇
の
日
記
に
は
、
忠
敬
の
月
命
日
に

な
る
と

「
予
ト
伯
母
源
空
寺
エ
行
ク
」
と
い
う
記
事
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
。

忠
敬
の
死
の
公
表

さ
て
、
士
政
四
年
七
月
十
日
に
『
大
日
本
沿
海
輿
地

全
図
』
及
び
『
大
日
本
沿
海
実
測
録
』
が
完
成
し
上
呈

さ
れ
る
と
、
忠
敬
の
死
の
公
表
に
向
け
て
手
続
き
が
始

ま
る
。

士
政
四
年
八
月
『
兼
々
奉
申
上
置
候
心
願
之
趣
申
上

候
寄
付
』
⑨
を
提
出
。

「
当
春
以
来
、
疲
咳
差
発
り
、
相
勝
れ
申
さ
ず
候
」
、

「
快
気
仕
る
べ
き
鉢
御
座
無
く
候
」
と
い
う
病
状
報

告
と
跡
目
に
つ
い
て
の
要
望
か
ら
な
る
士
書
で
、
忠

敬
の
名
前
で
所
属
小
普
請
組
の
組
頭
渋
江
新
之
助
に

提
出
さ
れ
て
い
る
。

同
年
九
月
『
奉
願
候
覚
』
⑩
を
提
出
。
同
じ
く
忠
敬

の
名
前
で
渋
江
新
之
助
に
宛
て
た
文
書
で
あ
る
。

「
此
節
絶
食
に
罷
り
成
り
」
と
病
状
悪
化
を
報
告

し
、
「
相
果
て
候
節
」
に
は
心
願
の
通
り
に
し
て
欲

し
い
と
要
望
し
て
い
る
。

・
九
月
四
日
『
伊
能
勘
解
由
病
死
届
』
⑪
を
提
出
。

「
養
生
相
叶
わ
ず
、
今
回
日
未
之
中
刻
、
死
去
仕

り
候
」
と
い
う
死
亡
届
が
佐
原
村
長
官
姓
伊
能
三
一郎

右
衛
門
(
忠
蒋
)
と
下
河
辺
政
王
郎
の
名
前
で
提
出

さ
れ
た
。

・
岡
田
『
祖
父
病
死
に
付
忌
服
詩
届
』
⑫
を
提
出
。

伊
能
三
一郎
右
衛
門
(
忠
務
)
が
服
忌
令
に
基
づ
い

て
、
忌
-二
十
日
、
服
百
五
十
日
を
届
け
た
。
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現
代
の
我
々
か
ら
見
る
と
、
忠
敬
が
生
き
て
い
る
か

の
如
く
に
粛
々
と
手
続
き
が
進
み
、
死
亡
届
に
至
る
有

傑
は
異
傑
に
思
え
る
。
し
か
し
、
幕
臣
の
世
界
で
は
、

死
亡
届
を
故
意
に
遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
、
吉
一年
程
度

は
黙
認
さ
れ
て
い
た
と
い
う
⑬
。
当
時
と
し
て
は
特
段

珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

法
乗
院
と
源
空
寺

忠
敬
の
死
が
公
表
さ
れ
る
少
し
前
の
士
政
四
年
八

月
に
、
法
乗
院
か
ら
『
送

一
札
之
事
』
⑭
が
源
空
寺
に

宛
て
て
出
さ
れ
た
。
忠
敬
は
内
々
の
了
解
の
も
と
で
伊

能
家
の
菩
提
寺
で
は
な
い
源
空
寺
に
葬
ら
れ
て
い
た

が
、
法
乗
院
は
真
言
宗
、
源
空
寺
は
浄
土
宗
で
あ
る
た

め
、
こ
こ
で
宣
式
な
書
類
手
続
き
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
『
送

一
札
之
事
』
の
書
き
下
し
文
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

送
り

-
札
の
事

て
八
町
堀
伊
能
勘
解
肉
儀
、
拙
寺
律
家
に
御
座
候
処
、
此
度
は

別
段
願
に
付
、
貴
寺
へ
葬
式
相
送
り
侯
閥
、
閣
寺
法
の
通
り
聞
取

置
会
成
さ
る
べ
く
慢
。
意
の
為
寺
送
り
-
札
、
依
っ
て
件
の
如
し

探
川
寺
町

真
言
宗
法
乗
院
印

文
政
四
巳
年
八
月

浅
草餌
空
寺
様

注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
文
書
は
伊
能
家
と
法
乗
院
の

聞
の
い
わ
ゆ
る
縁
切
り
状
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

い
点
で
あ
る
。
別
段
の
願
い
に
よ
っ
て
、
特
例
と
し
て
、

伊
能
勘
解
由
個
人
の
葬
祭
を
他
宗
派
の
寺
院
が
行
な

う
こ
と
を
認
め
た
の
で
あ
っ
て
、
江
戸
に
住
む
伊
能
家

の
人
々
の
菩
提
寺
は
相
変
わ
ら
ず
法
乗
院
で
あ
っ
た
。

『送

一
札
之
事
』
と
閉
じ
八
月
に
法
乗
院
は
「
伊
能

勘
解
由
親
類
衆
中
」
に
宛
て
て
『
月
牌
(
が
っ
ぱ
い
)

証
帖
』
⑬
と
い
う
請
取
証
を
出
し
て
い
る
。
「
月
牌
」

と
は
月
命
日
に
供
養
し
て
も
ら
う
こ
と
を
い
う
。

月
牌
謹
帳

一
金
拾
王
両
也

右
者
伊
能
勘
解
由
殿
死
去
之
後
生

永
代
月
牌
金
御
納
被
成
候
間
備

霊
供
毎
月
御
回
向
後
と
住
歪
迫

無
怠
慢
者
也

士
政
四
巳
年
八
月

深
川
寺
町

法
乗
院
(
印
)

現
住
心
輿
(
花
押
)

伊
能
勘
解
由

御
親
類
衆
中

こ
の
士
書
は
、
伊
能
家
親
戚

一
聞
が
法
乗
院
に
納
め

た
金
十
王
両
に
つ
い
て
、
伊
能
勘
解
由
殿
死
去
の
後
生

の
た
め
に
、
永
代
月
牌
金
を
納
め
ら
れ
た
の
で
、
提
供

を
備
え
、
毎
月
御
回
向
い
た
し
ま
す
。
後
々
の
住
職
に

至
る
ま
で
、
怠
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
内
容
で

あ
る
。伊
能
家
と
し
て
は
、
忠
敬
の
「
遺
嘱
」
を
尊
重
し
て

士
政
元
年
六
月
に
源
空
寺
に
供
襲
を
願
い
(
『
月
牌
温

請
取
』
)
、
そ
の

一
方
で
、
江
戸
で
の
伊
能
家
の
菩
提

寺
は
法
乗
院
に
変
わ
り
が
な
い
の
で
、
忠
敬
の
月
命
日

に
は
供
養
し
て
貰
う
(
『
月
牌
証
帖
』
)
こ
と
に
し
た
。

佐
原
の
観
福
寺
の
伊
能
三
一郎
右
衛
門
家
の
墓
地
に
も

忠
敬
の
基
が
つ
く
ら
れ
供
聾
が
行
な
わ
れ
た
の
は
言

う
ま
で
も
無
い
。

忠
敬
の
娘
の
妙
薫
(
イ
ネ
の
出
家
名
)
が
亀
島
町
で

亡
く
な
っ
た
の
は
士
政
王
年
八
月
二
十
四
日
で
あ
る
。

『
伊
能
忠
誇
日
記
』
に
よ
る
と
、
保
木
敬
蔵
が
所
々
へ

知
ら
せ
の
書
状
を
、
佐
原
へ
は
飛
脚
を
出
し
た
。

二
十
五
日

「
法
乗
院
エ
行
キ
マ
ツ
、
御
経
始
ル
」

二
十
六
日
砂
村
で
火
葬

・
九
月

一
日
亀
島
町
を
出
立

・
九
月
二
日
佐
原
本
家
に
到
着

・
九
月
三
一日

「
骨
ヲ
観
福
寺
へ
持
参
、
予
、
ノ
シ
目
上

下
=
テ
行
ク
。
。
御
経
シ
パ
ラ
ク
ア
り
、
ホ
ウ
ム
ル
」

妙
薫
も
大
伯
父
の
昌
雄
と
同
様
に
法
乗
院
で
仮
葬

し
、
佐
原
に
も
ど
っ
て
本
葬
を
お
こ
な
っ
た
ロ

妙
兼
は
忠
稿
の
墓
の
隣
に
甥
の
鉄
之
助
と
共
に
眠

っ
て
い
る
(
左
写
真
}
。
戒
名
は
「
携
般
院
暢
常
妙
賀
大

姉
」
で
あ
る
。
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江
戸
時
代
の
法
乗
院

法
乗
院
は
、
関
東
大
震
災
と
戦
災
に
遭
っ
た
た
め
、

古
い
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
幸
い
に
も
、
法
乗
院
が
幕
府
に
提
出
し
た
「
起
立
帳
」

が
現
存
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
法
乗
院
に
つ
い
て
知

る
こ
と
が
出
来
る
。
士
政
四
年
の

「送

一
札
之
事
」
や

「月
牌
証
帖
」
の
七
年
後
に
あ
た
る
士
政
十

一
年
八
月

二
十
七
日
の
日
付
で
提
出
さ
れ
た
。

江
戸
幕
府
が
江
戸
の
各
町
々
と
寺
社
に
由
来
や
現

況
を
書
上
げ
さ
せ
た
も
の
が
『
町
方
審
上
』
と
『
寺
社

書
上
』
で
あ
る
。
法
乗
院
が
提
出
し
た
「起
立
帳
」
は
『
深

川
寺
社
書
上
王
』
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
国
立
国
会
図

書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

「起
立
帳
」
は
、
法
乗
院
の
所
在
地
、
本
末
関
係
、

宗
派
、
山
号
に
始
ま
り
、
境
内
や
本
堂
の
規
模
、
棟
札

の
全
文
、
本
尊
を
初
め
と
す
る
諸
仏
の
詳
細
、
鐘
や
額

の
サ
イ
ズ
と
銘
文
等
々
詳
細
に
報
告
し
て
い
る
。
そ
の

最
後
に
報
告
責
任
者
が
署
名
捺
印
し
て
い
る
。

「
十
八

世
現
住
(
現
住
職
)
心
興
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
士
政
四
年

『起
2
a
R』

に
伊
能
勘
解
由
親
類
衆
中
宛
て
の
『
月
牌
証
帖
』
に
署

名
し
た
心
興
と
同

一
人
物
で
あ
る
。

な
お
、

「起
立
帳
」
に
は
閣
魔
堂
も
記
載
さ
れ
て
お

り
、
閣
魔
主
は
運
慶
作
と
し
て
い
る
。
こ
の
閣
魔
主
の

木
像
は
関
東
大
震
災
で
焼
失
し
た
と
い
う
。

f
J
U刷
1

3
'
t

九刷
品
川
日
企

K
4
2
いんドヘ

司
引
斗

E
J
S
Jト町、全保
別
剖
叫

4
7二
呉
川
V
J
T
人
‘
，

A
J
4
4
4
4

『
起
立
帽
』
困
立
国
会
組
・
鎗
亨

y
タ
ル
コ
レ
タ
y
ヨ
ン

国
会
図
書
館
の
蔵
書
に
志
田
慈
道
著
『
法
乗
院
略
縁

起
』
が
あ
り
、
左
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奥
付

に
は
大
宣
元
年
十
二
月
三
十

一
日
発
行
と
あ
る
の
で
、

焼
失
以
前
の
閤
魔
大
王
像
の
可
能
性
が
高
い
。

法
乗
院
の
閤
魔
堂
は
江
戸
三
一大
間
魔
と
し
て
深
川

主
ん
ま
堂
の
名
で
親
し
ま
れ
、
多
く
の
参
拝
客
を
集
め

て
い
た
。
と
り
わ
け
、
こ
の
間
魔
堂
近
く
の
富
岡
橋
は

河
竹
黙
阿
弥
の
『
髪
結
新
-ニ
』
の
名
場
面
の
舞
台
と
し

て
有
名
に
な
っ
た
。
「
深
川
閤
魔
堂
橋
の
場
」
の

丁
度
所
も
寺
町
に
、
裟
婆
と
冥
士
の
分
か
れ
道
、

そ
の
身
の
罪
も
深
川
に
、
橋
の
名
さ
え
も
聞
魔
堂

と
い
う
名
セ
リ
フ
で
あ
る
。

た
だ
し
現
在
は
川
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
頭
上
を
高
速

道
路
が
覆
っ
て
お
り
、
昔
の
面
影
は
無
い
。

現
在
の
法
乗
院

現
在
の
法
乗
院
で
も
本
堂
左
側
の
深
川
主
ん
ま
堂

が
人
気
の
パ
ワ

l
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
金
の
冠

の
よ
う
な
曹
銭
投
入
口
は

「家
内
安
全
」

「交
通
安
全
」

な
ど
の
願
い
事
ご
と
に
十
九
も
あ
る
。
「
怨
敵
退
散
」

「ぽ
け
封
じ
」
も
あ
り
選
択
に
迷
う
。
饗
銭
を
入
れ
て

み
る
と
、
全
高
三
一
宜

皿
、
全
幅
四

・
王

m
、
重
量

一

王
t
と
い
う
日
本
最
大
の
極
彩
色
の
閣
魔
大
主
(左
写

真
)
に
、
照
明
が
チ
カ
チ
カ
と
点
滅
し
始
め
た
。
B
G
M

と
と
も
に
、
閤
魔
織
の
有
り
難
い
お
言
葉
が
流
れ
て
き

た
。
奏
銭
を
入
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
音
響
や
説
法
が
変

わ
る
と
い
う
。
今
や
イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
深
川
ハ
イ
テ

ク
闇
魔
さ
主
と
し
て
有
名
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

深
川
の
富
岡
八
幡
宮
や
黒
江
町
旧
宅
跡
を
訪
れ
る

際
に
は
、
も
う

一
つ
の
忠
敬
ゆ
か
り
の
場
所
で
あ
る
法

乗
院
へ
是
非
ど
う
ぞ
。
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【注
】

①
観
福
寺
に
つ
い
て
は
、
伊
能
楯
雄
「
伊
能
忠
敬
史

跡
め
ぐ
り
伊
能
三
一郎
右
衛
門
家
墓
地
」
(
「
伊
能
忠

敬
研
究
」
第
六
人
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

②
香
取
市
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵

国
宝
書
状
類
第

一
六
九

『
伊
能
忠
敬
未
公
開
書
簡
集
』
三
一七
頁

安
藤
由
紀
子

「
お
信
さ
ん
」

(
「
伊
能
忠
敬
研
究
」
第

一
王
号
所
収
)

③
『
佃
島
深
川
八
幡
洲
崎
辺
迄
寛
保
延
草
ノ
頃
』

は
、
明
治
新
政
府
が
徳
川
幕
府
か
ら
引
き
継
い
だ

『
寛
保
延
草
之
頃
江
戸
絵
図
十
四
枚
之
内
』
の
内

の
一
つ
で
、
「
旧
幕
引
継
書
」
「
御
普
請
方
沿
革
調
」

の
印
記
が
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

④
伊
能
淳
家
士
事
の
『
儒
家
』
は
、
佐
原
古
士
事
学

習
会
が
解
説
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成
果
を
『
伊
能

忠
敬
記
念
館
年
報
』第

一
九
号
か
ら
掲
載
を
始
め
た
。

内
容
は
元
士
四
年
か
ら
寛
政
王
年
ま
で
の
伊
能
家
を

軸
と
し
た
佐
原
村
の
村
政
記
録
で
あ
る
。

⑤
保
柳
睦
美
編
著
『
伊
能
忠
敬
の
科
学
的
業
績
』

⑥
渋
川
最
佑
草
稿
『
東
河
伊
能
翁
伝
』

(
『
伊
能
忠

敬
の
科
学
的
業
績
』
所
収
)
に

「
葬
於
城
北
下
谷
源

空
寺
、
東
岡
先
生
之
壁
域
。
従
遺
嘱
也
。
」

と
あ
る
。

大
意
は
、
城
北
の
下
谷
源
空
寺
に
あ
る
高
橋
至
時
先

生
の
墓
域
に
葬
っ
た
。
こ
れ
は
忠
敬
翁
の
遺
嘱
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。

⑦
『
伊
能
忠
務
日
記
』
に
よ
る
と
、

佐
藤

一
昔
の
碑

士
を
刻
ん
だ
墓
石
が
完
成
し
源
空
寺
に
建
立
さ
れ

た
の
は
士
政
六
年
四
月
十
四
日
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で

の
問
、
忠
敬
は
源
空
寺
の
ど
こ
に
葬
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
墓
石
や
墓
標
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

や
は
り
、
永
野
達
代
「
源
空
寺
に
忠
敬
墓
は
二
基
あ

っ
た
」
(
「
伊
能
忠
敬
研
究
」
第
二
七
号
)
の
記
事
が

気
に
か
か
る
。

⑧
『
月
牌
温
請
取
』

『
世
田
谷
伊
能
家
伝
存

伊
能
忠
敬
関
係
文
書
目
録
』
九

一
頁

一一

四
l
-
ニ

@
香
取
市
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵

国
宝
士
書
記
録
類
第
三
一七
人

伊
能
陽
子

「源
空
寺
墓
碑
建
立
始
末
川
」

(
「伊
能
忠
敬
研
究
」
第
十
号
)

⑩
香
取
市
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵

国
宝
士
書
記
録
類
第
三
一八
四

『
世
田
谷
伊
能
家
伝
存

伊
能
忠
敬
関
係
文
書
目
録
』
七
四
頁

一
O
-一工
ニ

⑪
香
取
市
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵

国
宝
士
事

・
記
録
類
第
三
一八

一

伊
能
陽
子
「
源
空
寺
墓
碑
建
立
始
末
悶
」

(
「伊
能
忠
敬
研
究
」
第
十一

号
)

⑫
香
取
市
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵

国
宝
士
書

・
記
録
類
第
三
一八
六

伊
能
陽
子

「源
空
寺
墓
碑
建
立
始
末

ω」

(
「伊
能
忠
敬
研
究
」
第
十一

号
)

⑬
小
川
恭

一
『
江
戸
の
旗
本
事
典
』

⑭
香
取
市
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵

国
宝
士
書

・
記
録
類
第
三
一人
O

伊
能
陽
子

「源
空
寺
墓
碑
建
立
始
末

ω」

(
「
伊
能
忠
敬
研
究
」
第
十
号
)

⑮
香
取
市
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵

国
宝
士
書
記
録
類
第
三
一七
九

法量院

理川ゑんま堂
. 
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匝記
「
伊
能
忠
敬
測
量
隊
の
足
跡
を
た
ど
る
」
連
載
第
二
十
回

伊
能
忠
敬
銅
像
報
告
書

「
伊
能
忠
敬
の
足
跡
」
の
改
訂
増
補
版

小
倉
城
下

1
伊
万
里
町

【第
八
次
測
量
】

(
九
州
第
二
次
)

文
化
9
年
7
月
1
5
日

至

文
化
9
年
9
月
1
0
日

自

2018 

文化 宿泊目
2 2 z 1 1 11 1 9 
2 1 o 9 8 7 6 5 年

? 暦l日
月

( 

( ( ( ( ( ( ( ( t 

体先手昼 挫手童中 E 
8 

( 

2 z 
童中 z 部坂 2 2 z z 2 

1 西暦
2 

8 7 6 5 4 3 2 1 ) 

) ) ) ) ) ) ) ) 

若松村 宿黒崎 畑村戸
同

減小倉下 監島) 

同 同 同

雛倉
徳宿力

嶋村

下

宿泊地

北九同 北九同 同北九 同北九 北九同
同
北九同 同北九

同 同 同
北九同 北九福岡県

現

市州若松区 市州若松区 市松州若区

市州
州市戸畑

州市小倉北 市州倉北 市小倉北州
市町村名幡西J 、

区
区 区 区 区 区

郎京治本陣庄
E E 問

宮崎助良 京十郎本陣百姓

問 同 問

崎助宮直

庄

屋庄郎九 喜平
屋勘左衛門

郎平治庄屋五郎
五衛門左八衛左門 宿泊宅

鴫測を橋歴を鴫よ 追分へ反秋月、倉村字峠畑村よ中嶋 へ塘のて下原村界中よ藍船島出
童稿月 島i楠童認を謹高に 童月

童，月るを則。

主庵本隊lま 無理リ

瀬濁戸島を1船下出。

の

恒星訓宜松若村てま藤木村り

で本城村

重
，調戸をRミ' 恒量測定歯逗小宙 特記，工

測る

書状詑戸を
鴨生 藍島 書。 し

天体観測

で号一。睡室村字
て

橋歴回を五圧よ
て村字田 鼠嶋測を

員島 恒星測定 童測量月

黒崎宿五尾て戸
子石 て熊り 姫 訓 の

一 一 大図書号七 七 1¥ j、 七 七 七 七 七七
1¥ 1¥ 六 六 ハ、 ハ、 1¥ 七 ノ、 1¥

軍 86号伊能忠敬研究
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4文ι 宿泊目
2 2 9 
4 3 年

ヲ 暦l日
調齢 月

( 

1 
【

8 西
】支隊3 

童中
2 

1 暦
2 。 g ) 

) ) 

芦屋潤 屋岩浦
脇竹村

鹿山浦

ノ

宿泊地浦

同 同
北九間

同

現

声屋町
声

市州若松区
屋声町

屋町

市町村名

霊 百姓量盲姓芸術 屋但J茶、
五郎郎四 郎

富

星測定浅川村 y渡をk鴫津村宿入口よ口崎当 崎てに鹿山甫11にて繋にぐ0浦田‘小竹村脇
測る。崎歴てを若松村海辺よ 岸で測まる。村宇y後k、浅川村鴫より

舟 り。し。く、御1乗船を11嗣当狭のき」閤にの入る。枝太を鴨生

詰
歴最町をの郷に

なり L、こ より、 の;て主因
天体観測

恒て速賀j分11入逆測を、止芦屋3甫鹿山;川甫

て渡り
いと此 ベなるし程往古広の狭塩入き0ょ3朝鮮征伐せれら‘江よ川村まで塩入川添

鹿海山浦鹿山
で田

う。;遇を工 し、に太声屋り測い

大番号図J¥ )¥、 ノ、 )¥、 ハ、
六 六 六 六 六
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伊能忠敬研究第86号 2018

文化 宿泊

3 2 2 2 2 2 9 日
o 9 8 7 6 5 年

711日
本 測隊 * 

測候 月 層

ト
( 

( ( ( ( ( ( 1 
【 { 【 【

支隊昼体

9 

本体隊昼

8 
{ 

】支隊 】支隊 支隊 支隊】 3 
昼体
1 西暦) 

】 2 5 4 3 2 1 1 ) 

) ) ) ) ) ) 

新宮浦
監島
津屋崎浦

大島
海塵晴浦

大島
開浦村 地島

神連村
書

値

原材液津浦
ケ

崎浦

言 大村島 大村島 地島村
宿泊地

間 問 同 問 同 間 同 同 間 同 問 問
ト

新宮町 新宮町 掴添市 宗憧市 福海市 宗憧市 福海市 像宗市 憧市宗 像市宗 宗憧市

現

市村町名

トー

酒遺人且平庄屋右衡九門金本浦庄陣大 震 弥郎沖吉屋兵蔵 弥郎沖吉屋兵蔵 庄屋学兵衛本陣大庄

庄屋 酒屋三本陣丸
像社宗神
赤間E長衛師植木遭寿匿本陣庄屋玉久 庄屋平十郎ハ、

右 立 二

衛門
車屋兵右衛門

宿泊宅
新衛左門内屋

松屋曹作 匡畏島源玉 郎

郎

ト
浦周E嶋 で歴津 雨 る。り枝渡

周i島則字岩瀬 定(横切あり楯よび勝，村海甫 ，る則。村海(途楠切中あ神ノ
る。崎地嶋謹戸よ

る。過を渡り鍾ケ

書ま産量渡着に。澗る。灯 測る。鶴て花屋崎j甫
天 )梅村り

逗官。 湾海 辺 高海
屋を人 崎辺

恒星測定止宿よりり辺より E 
潤轄り前明堂 恒星i定則川jをE福問浦より

崎歴書 4h" 奥津逼島 }をよ

壇海歴辺を下海辺

で測る 口村てよ
ま歴渡り

山左をり
てよ 新宮浦海り 津屋横(手勝山おH 

一通日て途針後事麹お切

へ)四

ι 重i ' 村 天体観調
乗船山り

拝所歴在

西 打上勝浦塚ツ

恒星測定崎歴鍾てをケれ崎そ黒より歴原村てを由

崎切
る。町円

潤でヰ宿前て釣川よをり
神宮ノ左にを 辺ま古賀村を

靖二

瑞;前宮事

。浜岬を
ま箇

恒星軍人
で所びよ 大て

勝崎を勝歴 周測
澗あ 潤前

h五
J、、 J、 1¥ ハ. 1¥ ハ、 1¥ ハ、 J、 ハ、 1¥、 ハ、ノ、
六六 六 六 六 プて 六 プて プて 六六 六六
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文化 宿泊目
9 

3 2 1 年
8 l日
月 暦

( 

( ( ( 1 

先手小体

9 8 
( 

酉
1 暦
2 

8 7 6 } 

書

浜男村 志賀島

志賀村島 宿地泊
ノ
崎

同 同 同
トー

富市 語市 富市
現

市町村名T 

トー

市作作次本陣，郎助台 百姓次七 次平春作本圃吉蔵

宿3宅自

トー

宣売量EZ量;伊2i量i同3 青空
鐙門ま宮て居前、町止宿前歴を川 松簡先手村海原 村 よ浜 塁z 堂書聖薗断 ノ前箱 高渡田をよ 椎品{ 邑 詰
で町よ崎村れそ 羅植村刑 通 り 測Vて 手合歴を品金，lE こ
測る。り名 箱見各w 、

岬 原枝唐村 澗l
天体観現'

八島よ 崎 d嶋田
にて先手浜 塚よそ。 浜、両手合司1り

止宿岨志賀り道中横りiで則道突端中、苫村崇事箱で筆表八崎宿箱て福街岡りぎ箱崎り一繋にぐ。川尻堀川椎香村り

村男ノれ 左

崎測幡多終)11周

J¥ ハ、 ノ、、 J¥ 
七 七 七 七

」
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伊能忠敬研究第86号 2018

7 6 5 4 | ? 宿泊日
月暦

1 1 支隊震 1 'J 、 8l 酋暦
2 1 ~ 0 体 9

博呉服書 博呉服事 井相村田 博呉腫書 刑崎町上 樽呉H書E 

町 町 町 町宿泊地

同 問 問問問問

福市陣岡 福市博岡事 福市槽岡多 福市槽岡多 福市博岡 福市博岡 現宮弱長名

区 区 区区区区

茶屋権吉

宿泊宅

に歴町を幡立を田打 賛子門ー て 方 へ 休小れそ 舗中

江尻波 よ て二惜川 博橋事 り村追田天寺 市中を 恒星 繋ぐ。 岡計田

至土の逆歴下歴 呉服呉服 江て櫛り口町呉服 町 ま鰯に 諸量 辺を郭門外内 を橋町中島 ，中島重りで 清聖福由市 よ橋崎向堂橋渡聖

博 家と節、澗、海て 万、橋て ，る即。l 町 町 書戸住吉田町中上に町 より り。測で町を 大

八 八 八八八八喜
七七七 骨
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主
1 目

o 9 8 
l日

調蜘 月層

( ( ( 

支隊】 1 休本隊昼
本隊

1 1 ?2言= 
5 

休
4 3 

) ) ) 

今津村 前宿眉 前原宿 志畳村 姪揖宿

宿泊地

同 同 同 同 同 同 ← 

福岡市酉
市

糸島市
市

福市西岡 福岡市酉

現

市町村名
E 匡 E 

← 
百姓書平浩庄亘右樹三門

庄

E屋和七浩郎吉本陣酒遭 油庄本金住陣厘
E 丈助

右E与簡門E 量左衛門吉事l厘

宿泊宅A 

堂前王出、 入江選 劃る。輯打よ湿ま 潤る。 久多り歴て置多 駅場、 海原辺字十 門村海融、短ノ 調。辺へ生由姪jりE歴て新町よ 保町恵比 車比阜良り宜隊 ト

江口て外り 前原材果り、新開 失中止よ 上街道打り。混 よは ') 丹川、 測。ぐ。よてを二
口に よ 宿 ま 青木り直暴木浜過 棄柄り字魚歴流
よ 高剤よ り土、に で で に耐飢村字町早良 棄柄 て向品吋ii宅自転 1drii詰Ei
に環くj。丸11津今村岡り今津澗を 橋前まより県て打字下げ界ま れそ開駅ま在 江村今措 恒星型応今宿今て長垂鼻、行。島測 れそよ下山橋見嵩を町追県飼村小りり襲に切、jケE，海辺甫

J¥‘ j九¥ J¥ 1 J、 J¥‘
七 七 七 七
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伊能忠敬研究第86号 2018

{ 宿泊

1 1 1 1 9目
5 4 3 2 1 

811日• 2・ 司院 月置

( ( ( ( ( 1 

2 1 】支障 1 障】支 1 主隊】 1 
本陣
?2言~ 

o 9 8 7 6 
休) ) ) ) ) 

軍
前宿庫 野北浦 芥且村

富
般車浦

富
A 宮村

阻江
ノ ノ
浦 靖

宿泊地

同 同 同 同 同 同 同 同 同

市糸島 市糸島 市糸島
福市酉岡

市糸島
福市酉岡
糸市島 糸島市

現. 
市町村名

E E 

庄大
庄屋伊七神主草本塩陣土 住船持八舶持浩郎吉

六勘本陣庄
佐船持八舶持浩郎吉
長吉本庄陣
庄

E 文助
里淀

厘

厘右簡丈門粧右簡l門11 

万

宿泊宅七
羽

iF明11よ土聖司rhiiiるEi号官官時担当久iif?zq
古布里 手両合宿塩り ょて 震高で 図 軍村 に村果

唐3代.~代中e 歴草浦村澗匿 事浦E 調ヘ ー 石 て 匪り地方 尻
て 、て 障宣辺打上嵩ま川周測大 止E芋 て立船 よ 匡南浜浜よ
字羅直 機黒 Eを よ A よ 岐へ りて匡をり

1こ固に 川樋 浦北黒Eびりー初めり ま浦 l立澗 宙、船誼 躍ま図 検切山字

八九 八九 八九 八九 j七¥ 1 I九¥ 1 I七k 八九八九
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文化
宿泊目

2 1 1 1 1 9 
o g 8 7 6 年

8 E lE 
月

( 

( ( ( ( ( 1 

体先手昼 休桂手昼 世手休

8 
( 

2 2 2 2 2 
1 西暦
2 

5 4 3 2 1 ) 

) ) ) ) ) 

同 同
械唐辺健

浜崎村橋
鹿村前軍g提F 

吉村井福弁浦 大入村 住村誼

下

刀町 ロ
宿泊地町

同 同 同 同 同 同 同
ト

市唐海 市糸島
市

現

市町村名

ト
問 同

犠菊屋七葡匡浩助本陣米厘
兵蔵藤太郎本陣庄
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奥
富
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樹
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測
量
日
記
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紹
介
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結
編
)
戸
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茂
昭

本
稿
は
、
伊
能
測
量
協
力
者
の
子
孫
に
あ
た
る
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知
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住
の
大
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朝
子
様
が
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史
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投
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さ
れ
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及
び
2
3
2
号
に
掲
載
さ
れ
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「
奥
富
E
樹
『
測
量
日
記
』

翻
字
U
伊
能
忠
敬
測
量
隊
の
案
内
を
し
た
土
佐
藩
役
人
の
記
録
」
の
転
載
で
す
。
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付
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4
ら
是
正
毛
し
・

t
に
〈
L

そ
乙
伝
子
ら
め
て
℃
符
長
日
立
砕
い
引

廿
日
つ
と
め
て
宿
を
出
。
か
の
主
な
ん
二
手
に
別
れ
て
物
す
。

一
か
た
は
坂
部
組
、
檎

島
、
赤
葉
島
測
量
。

一
か
た
は
伊
能
組
、
生
見
な
る
の
ぶ
よ
り
浜
辺
測
量
。
と
し
村
援

部
方
に
従
ふ
。
己
、
伊
能
に
つ
く
繁
木
も
閉
じ
縄

そ
も
〉
〉
い
か
さ
ま
な
る
業
ぞ
と
み
な
人
々
守
り
居
る
に
、
藤
か
つ
ら
と
云
物
と
に
て
作

り
た
る
長
さ
さ
一十
間
丁
縄
也
磯
き
わ
引
渡
し
、
何
丁
〉
〉
と
記
。
少
し
方
位
の
曲
り
た

る
方
に
て
は
、
小
方
位
と
云
器
さ
し
渡
し
--一寸
斗
の
じ
石
也
居
て
、
方
位
心
h

に
物
に

記
す
。
此
小
方
位
ハ
十
二
支
を
三
一百
六
十
度
に
わ
り
て
い
と
委
曲
な
る
物
也
。
そ
の

一
度

を
六
ツ
に
見
分
て
し
る
す
よ
し
也
弐
尺
計
り
な
る
台
に
居
て
も
た
り
。
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々
見
あ
き
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め
て
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一
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、
何
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一
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何
と
云
。
又

一
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と
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に
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に
の
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て
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く
〉
〉
打
見
る
島
山
人
家
な
ど
認
む

さ
て
思
設
け
ぬ
こ
と
の
み
と
み
に
有
れ
ば
、
こ
と
与
与
み
な
た
か
ひ
て
す
へ
な
の
事
と
も

多
か
り
。
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の
生
見
な
る
の
ぷ
の
鼻
に
て
、
彼
の
人
々
い
た
く
腹
立
た
し
く
、
是
は
い
っ

こ
よ
り
行
へ
き
や
。
か
く
悪
し
き
公
事
の
か
ね
て
聞
え
置
つ
る
を
、
な
ど
道
の
設
も
栓
き

ゃ
な
と
、
云
口
論
む
。
か
か
る
地
を
だ
に
通
は
せ
ん
と
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
を
、
路
は
こ
な

た
に
造
り
た
り
と
い
へ
ど
、
聞
も
人
れ
ず
。
宮
崎
繁
木
い
た
く
恩
因
し
て
、
こ
は
如
何
は

せ
ん
と
云
程
に
、
時
も
や
〉
う
つ
り
て
、
か
れ
貴
も
た
せ
た
る
人
足
も
、
仮
屋
ま
で
行
き

つ
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人
々
心
く
ぱ
り
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は
ん
方
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。
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〉
走
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せ
て
、
わ
り
子
と
り
来
て
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す
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磯
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司
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わ
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く
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。
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、

己
、
伴
内
の
み
な
る
が
、
今
は
佑
へ
き
こ
と
た
に
な
く
、
い
か
に
〉
〉
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ぬ
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て
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ふ
せ
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限
り
な
し
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物
に
ま
か
る
里
人
の
さ
し
て
行
な
る
を
、
伴

内
し
て
う
ぱ
は
せ
て
あ
た
へ
た
る
も
、何
屋
、〉
〉
と
云
。
文
字
さ
へ
大
ら
か
に
付
た
れ
ば
、

い
よ
い
よ
無
礼
け
な
る
に
、
ゃ
う
〉
〉
品
平
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γ
本
も
て
走
り
来
た
れ
ば
、
死
に
た
る
物
の
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り
た
る
心
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す
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ぬ
肝
佑
し
か
り
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の
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の
生
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と
云
う
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み
有
け
り
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生
見
は
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也
け
り

と
人
々
岡
県
ふ
。
己
ぬ
れ
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を
、
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の
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々
の
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〉
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〉
〉
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し
。
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の
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。
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四
月
二
十
日

簿
曇
。
朝
六

ッ
半
頃
土
州
安
喜
郡
甲
ノ
浦
出
立

。
手

分
。
我
等
、
下
河
辺
、
柴
山
、
骨
木
、
拍
生
、
甲
浦
止
宿
下
よ
り
柄
、

逆
に
同
州
、
土
州
の

界
、
昨
十
八
日
測
留
抗
へ
帯
。
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れ
よ
り
又
止
宿

下
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退
し
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河
内
村
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見
村
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陣

五
郎
左
衛
門
。
脇

忠

三

郎

。
此
夜
晴

曇
。
雲
間
に
測
。
川
内
村
庄
昼
小
川
忠
吾
軒
根
浦
庄
昼
安
岡
佐
近
助

出
て
案
内
。

竺
日
」
号
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有
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4
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の五
日2
2
j
b
A
Z

廿
一
日

天
気
よ
し
。
明
は
て
ぬ
程
に
立
出
。
け
ふ
は
か
の
人
々

一
組
に
な
り
て
、
淀
の

磯
辺
測
量
。
大
谷
と
云
処
に
兼
て
設
る
た
る
仮
屋
に
わ
り
子
な
ど
物
す
。
か
ね
て
思
定
め

た
る
に
は
、
事
違
ひ
て
、
用
お
ほ
き
に
、
行
さ
き
〉
〉
の
こ
と
い
か
が
阿
ら
ん
と
つ
は

ら
に
高
知
へ
士
遣
し
つ
。
午
時
過
、
崎
浜
な
る
入
木
村
に
つ
く
。

佐喜兵浦

宿泊配意碑

りし崎こ
て。浜こ
云人にに
々つ響、
行胸く幕
先少 苦塑打
きし肩F張
、明ム王り

寝間;
i与主け[lJ
り""-'"臼
埼JはJ
寸芦」

日夜ゐの
置もふ渡

主産自 f
ど量かは
常るん松
の。て原
道戊、に
な時臼て
らに 道
んもひも
は有静よ
んにし
し
愛て申
のこの
名と時

主主i
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f'丸山
町
之
今
占ハ
ペベ↑トーほゼ

4ι
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?
て
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へ
ら
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常
時
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こ
と
も
牟
か
ら
ん
め
る
を
、
磯
ベ
た
往
せ
給
は
ら
ん
は
、
俄
に
調
が
た
し
。
い
か
〉
は
せ

ん
と
云
。
人
々
集
ひ
て
言
謀
れ
Y
走
ら
す
。
己
れ
往
て
見
あ
き
ら
め
、
と
も
か
く
ホ
謀
ら

ん
と
恩
定
め
て
、
安
時
な
ん
宿
を
出
。
こ
の
宿
は
井
筒
屋
某
の
家
な
る
が
主
は
ま
だ
幼
な

し
。
姉
な
る
も
の
な
ん
、
家
戸
自
に
て
何
事
も
と
り
賄
ふ
。
今
立
ん
と
云
に
、
こ
の
往
さ

き
は
山
犬
お
ほ
き
所
に
て
、
夜
中
な
ど
往
か
い
は
、
い
と
か
し
こ
き
事
也
。
強
而
も
一ゆ
か

せ
給
は
ぱ
、
し
ば
し
ま
ち
さ
む
ら
へ
と
て
、
か
れ
賞
三
一つ
調
し
て
出
す
。
さ
は
椎
名
の
里

ま
で
は
二
里
計
り
均
物
く
は
ん
程
も
な
し
。
無
用
の
こ
と
〉
い
へ
ば
、

若
し
山
い
ぬ
の

つ
け
て
す
へ
な
き
時
、
か
れ
に
あ
と
う
れ
ば
つ
け
や
む
と
い
へ
り
と
て
、
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f
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K
E
f
-打い
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1弘夕、
JA-つ
」
静
子
、玉、
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一

Y
1会
-ts、
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余
泊
予
1
v
B勺
J
符
ー
し
、必の

ー

ー

ー

し
ゅ
。
心
あ
る
事
也
か
し
。
才
も
世
の
常
に
は
あ
ら
ず
。
こ
の
女
は
阜
く
人
の
家
に
嫁
し

た
り
し
が
、
幸
な
く
て
か
へ
り
っ
と
云
。
此
妹
に
か
た
輸
入
有
り
。
と
し
は
廿
余
ま
り
と

云
に
、
七
八
の
童
の
様
し
た
り
。
北
岡
某
、
己
が
夜
毎
に
い
も
寝
ず
ロ
し
か
も
か
く
畏
途

に
只

一
人
出
立
こ
と
の
、
い
か
に
う
か
ら
ん
と
て
、
か
の
任
人
の
設
に
と
て
用
意
し
た
る

駕
簡
を
、
大
送
し
て
か
〉
せ
て
こ
し
た
り
。
う
れ
し
く
て
門
口
よ
り
乗
て
行
。
っ
か
れ
た

る
程
な
れ
ば
い
と
安
き
心
地
す
。

一
里
余
り
往
た
る
程
に
人
足
ひ
そ
か
に
呼
ぶ
。
何
事
ぞ

と
寝
お
ぼ
れ
な
が
ら
と
へ
ば
答
、
今
狼
、

二
こ土、

三
一こ
阜
、
な
き
っ
。
聞
給
ふ
や
と
て

い
と
う
お
そ
る
。
か
の
か
れ
ゐ
〉
な
ど
恩
出
つ
ロ
此
狼
も
し
病
の

伊能忠敏研究第86号 2018

。
作
品
ず
こ
t
KLdあ
f
f
t
XLKdpL1
7
4
7

4向
山

4
t五
%
的
1

〆
晶
ぺ
川
島
、主
主
V
が
1
えーへ
L

h
帽
，

dad本
右
手
Jkz
i
j六
-W
2
9立
立

が正
E
汲ーや

h
t切ヘ
hvnTJf
t々
主
主
'p
vb

デ

f
t身
、1
11ゅよ
い
皆
、A
Z
--
手

j

'

l

l

z

y

-
-
-
ー
、
L

.，，
3

ご」し

F
伊

t
Eム
イ
代
人
却

-Z的
φ
仰
そ
私
λ
港
?
白
ぷ
ゐ

奇
し
よ
か
オ
-tメ
モ
ダ
ヘ・桔
メ
5

3
1
い
イ
、ヲ内外
P
1同

L

ZMm止
条げ
3
7
T仏
3
2Jhf7tb/主
4
j

d
A
j
k
B
E
Y
-
Fぱ
ド
ぜ
俗
語
比

'175f

，
z
k
t
賀
[
(
ρ
?
J
F
t
~
i
f
b
J
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H

り
ハ
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川
l

付
た
ら
ん
は
ま
こ
と
に
恐
ろ
し
き
も
の
也
。
人
を
も
お
そ
れ
ず
く
ひ
付
と
云
。
何
か
し
の

国
人
は
鬼
と
云
、
と
物
に
見
へ
つ
。
寅
の
刻
耽
椎
名
に
つ
き
て
名
主
め
し
て
人
あ
ま
た

ゐ
て
、
か
の
ひ
置
坂
、
磯
路
造
り
、
下
枝
か
り
な
ど
す
。
卯
の
時
過
る
こ
ろ
や
う
〉
〉
こ

と
終
り
て
椎
名
に
帰
り
て
休
む
。

[
当
該
自
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

四
月
二
十
一
日
晴
天
。
朝
六
ソ
半
頃
野
根
浦
出
立
。
我
等
、
柴
山

、

骨
木
、
稲
生
、
同
所
よ
り
測
柄
、
佐
喜
治
浦
迄
測
。

止
宿

本

陣

井

筒

星
字
助
。
脇
福
井
筒
屋
辰
三
郎
。
此

夜
晴
天
測

量
。
同
村

庄

星

寺

田

大
郎
右
衛
門
、
同
枠
雄
五
郎
。

今
日
(注
、
廿
二
日
}
は
伊
能
主
し
船
に
て
=
一津
浦
ま
で
先
立
て
行
。
や
が
て
例
の
測
量
あ

り
。
鹿
聞
の
酉
な
る
麓
に
て
物
な
ど
出
す
。
機
名
の
小
寺
に
て
、
又
休
所
設
く
。
か
の
日

置
媛
、
い
た
く
心
に
感
り
た
る
も
、
何
事
も
量
り
終
り
て
、
申
時
過
さ
一津
に
着
。
品
川
口

こ
与
は
、
い
た
く
民
も
貧
し
く
小
村
に
て
家
も
な
し
。
こ
な
た
の
人
々
の
宿
は
い
た
く
せ

ま
く
、
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r
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卒
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V
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6
7
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HZKっせ
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点入、ヱノ
d
偽
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1L
吹
作
三
いJ
H
h件
U
K前打
u
f
、

z
z
J?'pfし
匂，
AaJ
r
?
?
よ、ト
i
r
がみ

じ
用
な
ら
ず
。
今
夜
も
よ
く
晴
た
れ
ば
、
例
の
北
辰
を
富
司
東
寺
の
端
磯
道
い
と
悪
し
と

云
に
、
俊
村
見
分
に
ま
か
る
。

廿
=
一日
寅
の
下
刻
に
や
あ
ら
ん
ま
た
く
ら
き
に
立
山
内
け
ふ
は
坂
部
組
無
測
量
に
て
先

に
行
て
。
三
一崎
の
岩
屋
と
云
所
に
印
し
の
党
天
と
云
も
の
残
し
て
、
さ
き
〉
〉

は
か
る
。
伊
能
は
宿
の
前
よ
り
は
か
り
始
む
。
俊
村
坂
部
に
従
ふ
。
己
は
伊
能
に
つ
く
。

測
量
は
て
て
東
寺
に
詣
づ
。
御
堂
と
も
見
め
く
ら
し
て
、
又
わ
り
子
な
と
出
す
。
来
時
計

り
津
呂
の
宿
に
つ
く
。
け
さ
つ
と
め
て
三
一つ
の
浜
に
出
た
る
に
、
波
風
い
と
静
に
て
、
ゆ

ほ
ひ
か
な
る
海
原
に
、
朝
日
の
う
ら
〉
与
と
出
た
る
、
紀
の
路

V
M
明
り
必

ι止し
戸
う
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万

i
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・?〉
・2
Td
労
長
E
者
ぽ
え
浮
い
浮
揚
あ
品
川
、

、
Lr2

4
h-
早
急
Z
J
'i
ta句会
μρ?

、ζ
，

l
?おふり

rysk-雪
主
と
め
れ
ず
必
ず
ど

J
1
1、

J
4
1冬
季
、
M
L
、京
ヰ」
い
今
(
円
滑
士

J4U7

Lμvhiι
ぺ
いた、
土
3
〆
3
1ハ
-t、L
多
9il
、

-、
り

、
i
、
み
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E
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4仁
L
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zi--

AEf--れあ
l
l
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ま
す
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よ
ゑ
f
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、
Z-任
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f
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?
ち
b
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去
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人
L
A
H

砂
句
浄
八
戸戸山、
7
トい

φ
n
1
d
r
Jす

wkzv

いリ

3
2
3
a
A
x
jぎ
て-語
げ

眉
の
や
う
に
見
へ
た
る
に
、

う
ら
ら
な
る
波
間
に
出
る
朝
日
子
の

光
に
に
ほ
ふ
紀
の
御
崎
哉
。

こ
よ
ひ
も
、
例
の
天
士
測
り
つ
。
此
程
の
己
ら
か
宿
は
何
と
か
云
し
を
、
物
の
い
そ
き
に

書
も
と
〉
め
す
。
甲
浦
を
出
し
よ
り
、
け
ふ
ま
で
、

一
夜
も
い
も
寝
ず
。
い
た
く
つ
か
れ

て
、
け
ふ
は
い
さ
〉
か
こ
と
静
な
れ
ば
、
い
由
。
東
寺
の
わ
た
り
は
ご
と
〉
も
多
か
り
。

[
当
該
臼
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

四
月
二
十

三
日

朝
小
晴
。
然
程

曇
、
又
小
雨

。
六
ッ
半
頃
三
津
浦
出
立

。
手

分
。
我
等
、
下
河
辺

、
骨
木
、
楠
生

、
津
畠
浦
の
三
津
浦
よ
り
柄

、
津
畠
浦
の
高

岡
村
、
そ
れ
よ
り
室
戸
山
明
星
院
最
神
崎
寺
の
大
師
堂
造
測
る
。
坂
部
、
柴
山
、

文
助
、
大
師
堂
よ
り
刻
、
津
畠
浦
を
過
て
室
津
浦
迄
測

。
止
宿
本
陣
(
真
吉
宗

新
義
)
宝
珠
山
津
照
寺
(
四
国
二
十
五
番
札
所
即
、
乗
寺
の
末
寺
)
。
脇
宿
平
主

衛
門
。
(
室
戸
山
明
星
院
最
神
崎
寺
は
此
国
で
は
乗
寺
と
い
う
、
住
吉
は
津
畠
を

泉
寺
村
と
も
云

L
よ
し
。
今
は
津
畠
の
乗
寺
と
い
う
。
園
印
百
二
十
石
田
園
二

十
田
舎
の
札
所
。
土
州
一
国
の
真
吉
宗
は
、
是
〈
新
義
の
よ

L
。
古
義
は
高
知
城

下
に
一
寺
也
と
い
う
)
。
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廿
四
日

き
の
ふ
の
如
し
。
文
東
寺
の
山
上
に
登
り
て
、
遠
山
、
見
渡
の
方
位
な
ど
測
。

小
げ
ん
ぎ
な
と
云
物
し
て
、
山
の
高
低
な
ど
伺
ふ
。
人
々
は
浜
路
に
物
す
。
己
は
こ
〉
に

伊
能
に
随
ふ
。
此
山
に
て
か
れ
い
〉
物
す
。
午
時
津
昌
に
て
体
。
や
か
て
湊
よ
り
船
に
て

行
。
未
の
刻
羽
根
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Z
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占明
言

T
A
rJすれ
ず

vZP一一正
昭
電
み
に
事
わ

D

ノ

ー
に
つ
く
。
今
宵
、
北
山
笹
み
ね
ま
で
の
測
量
、
援
部
組
別
に
行
と
云
こ
と
定
り
け
れ
ば
、

其
よ
し
高
知
え
南
町遣
す
ロ
き
の
ふ
御
国
の
画
図
に
、

川
々
大
山
な
と
の
険
夷
大
小
、
札
付

て
出
せ
と
云
に
、
記
し
て
、
援
部
に
あ
た
ふ
。
今
朝
裏
守
よ
り
の
か
へ
る
さ
に
、
下
河
部

の
家
来
の
年
老
た
る
国
有
去
年
の
夏
、
蝦
夷
の
い
く
さ
有
り
し
こ
と
、
こ
れ
か
れ
物
語
す
。

後
頭
注

「こ
の
か
い
の
軍
の
こ
と
宮
崎
よ
く
聞
き
て
記
た
り
覚
ふ
」

此
男
よ
し
有
り
て
其
ほ
と
往
き
て
、
た
〉
ち
に
見
聞
し
た
り
と
云
。
ご
ま
か
に
記
さ
ま
ほ

し
き
を
、
い
た
く
い
そ
か
し
く
て
み
な
わ
す
れ
つ
。
繁
木
は
臼
記
に
記
し
た
る
や
。
宿
り

は
代
升
屋
忠
兵
衛
と
云
。
御
捕
方
も
同
居
均

[当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
臼
記
]

四
月
二
十
四
日

未
明
暗
。
六
ッ
半
頃
よ
り
曇
る。

室
津

鴻
(
五
六
百
石
積
の
湊
な
り
)
出
立

。
坂
師
、
柴

山
、
青
木
、
拍
生
、
文
助
、

善
八

、
岡
村
よ
り
柄
、
埠
津
浦
、
元
浦
(
此
村
に
西
寺
あ
り
。
四
国
二
十
六
番
の

札
所

竜

頭

山

金

剛

頂

寺
。
固
印
百
石

東
寺
に
対
す
る
函
寺
と
い
う。

通
称
主

れ
共
寺
格
少
劣
て
西
寺
よ
り
東

山
へ
昇
を
す
る
よ

L
)
。
元
浦
の
岬
を
行
当
崎
と

い
う
。
(
即
元
浦
の
内
行
当
村
あ
り
て
吉
良
川
浦
を
昼
て
羽
根
浦
造
測
る
。
我

等
、
下
河
辺
、
佐
助
、
泉
寺
続
の
山
へ
畳
て
、
山
々
を
測
。
濠
凱
多
し
て
遠
山
連
嶋
不

見
。
測
量
手
は
八
ッ
後
、
我
等
、

下
河
辺
は
七
ッ
頃
に
羽
根
浦
着
。
止
宿

代

増

屋
忠
治
右
衛
門
、
同
四
郎
右
衛
門
。
此
夜
晴
て
測
量。

廿
五
日

例
の
如
し
、
坂
部
、
下
河
部
は
無
測
量
に
て
、
田
野
の
泊
り
。

可
/、・
HW7君
主
向舜
1
T払
え
は
ノEdh-
、
を
謀
、山別
々
‘

品
イ

2
12
2吟
、男
山

T
A
E
t
・

係
争
J
C
九

3
HA再
!、E
布
'
J
ド
??手
1
i
F

ト'泊

、'

awT

、

、

i

、

4

2
5め
つ
k
-
E-喜一手
す
ヲ
学
?
を初

4
4
叫
j
Aあ
の
列

あ
E
夕
、ft4f
'I的
内
ヤ
今
必
べ
似

ν
#
し、

z'zう
β
j
zj
T
-JZ2
7
t
{十
[

み
れ
ば
巧
認
禄
げ
仇

rj
pd
z
?
?

「
調
官
官

H
7
l
L

z
tz
L
Z9多
紀
、手

t
ぺ
-da
φ4
JA
1

0
z
dE4
3
v説作
yrtH事
Ama
J
4川
隊
、

行
。
俄
に
羽
の
中
山
の
端
に
て
休
処
設
く
。
又
巳
時
、
加
領
郷
に
て
食
物
な
と
出
す
。
来

の
時
、
田
野
浦
に
着
時

何
事
も
き
の
ふ
の
如
し
。
己
宿
り
は
何
と
か
云
し
。

[当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

四
月
二
十
五
日

朝
よ
り
晴
天

。
我
等
、
柴
山
、
青
木
、
稲
生
、
文
助
、
六
ッ
半

頃
羽
根
浦
出
立
。
同
所
よ
り
初
、
岡
村
枝
陣
尾
僧
村
、
奈
半
利
減
枝
抑
加
唖
師
、本

清
人
家
は
入
込
て
不
足
、
田
野
浦
へ
八

ッ
後
に
着
。
止
宿
本
陣
岡
柱
左
衛
門

。
脇

岡
又
右
衛
門
。
坂
部
、
下
河
辺
地
図
認
先
に
宿
へ
越
。
此
夜
晴
天
測

量
。
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廿
六
日

例
の
つ
と
め
て
立
出
。
け
ふ
も
坂
部
な
ど
無
測
量
に
て
行
。
未
の
時
安
喜
に
つ

く
。
例
の
北
辰
測
量
。
北
岡
十
右
衛
門
俄
に
高
知
に
帰
る
。
北
山
行
の
こ
と
〉
も
つ
は
ら

に
物
す
。
持

MVHh碍
泊

む

こ
よ
ひ
は
北
山
の
こ
と
に
て
用
お
ほ
し
。

[当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

四
月
二
十
六
日

朝
晴
曇
。

六
ッ
半
頃
回
野
鴻
出
立

。
我
等
柴
山
、
下
河

辺、

青
木
、
柏
生
、
佐
助
、
同
村
下
よ
り
朝

、
安
回
鴻
唐
浜
浦
、
下
山
村
、
伊

尾
喜
浦
、
そ
れ
よ
り
松
田

嶋
鴻
を
昼

て
安
喜
鴻
下
迄
測
。
八
ッ
頃
に
安
喜
鴻

着
。
本

陣

万

歳
昼
久
左
衛
門。

脇
宿
升
屋
幸
平
。
下
山
村
庄
昼
庄
助
、
安
喜

浦
庄
屋
松
本
新
左
衛
門
。
同

断

項

藤
長
兵
衛
寮
内
。

廿
七
日

例
の
如
し
。
け
ふ
は
度
部
組
、
先
手
に
て
、
手
結
の
一二
軒
宰

ふり
測
量
始
む
。

と
し
村
は
随
う炉一
詩

。

後
手
は
安
喜
寄
り
よ
り
始
。

ふ
み
歌
手

J
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ノヅ
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4
4的
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す
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Z同社
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Y
J
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M持
村
山
仰
は
片
付
行
れ
い
'A
W
μ
H
V
一

円
れ
は
行
税
評
3
主

?
21
2、説
得
点
・
ず
を

一

ト
ワ
サ
h
り
の
、全

そ

A
ち
4
A
Z今
月
砂
t
和
男
砂

1
1白4
J
U、~

ど
キ
ヨ
L
イ
ム
四
五
官
持

zzt、

J

引
す
み
唱
五

2-主久
ユ
主判
J
p
a
土
7
7・f
争
T
t
hi

n

、dJ
しれ
1A
E
A
r
4
7
え
じ
2

七、ぞヰ
J
h、n
n
fsbシ
0
9ぞ

和
貴
本
村
に
て
午
聾
物
す
。
午
時
-ニ
軒
家
ま
で
測
り
や
う
す
。幕
か
-」
ゐ
し
て
休
所
設
え

あ
る
人
こ
の
磯
に
蟻
多
し
と
物
語
す
。
勘
解
由
主
か
様
の
事
好
む
人
な
り
け
れ
ば
、
そ
れ

と
ら
せ
て
見
せ
よ
と
乞。
あ
ま
人
三
一人
海
に
入
て
、
ち
ひ
さ
き
貝
二
つ
吉
一っ
と
り
て
物
す
。

減

目
立
は
は
バ
代
詩
詩

れ

民

、

訪

問
札
口
リ
淀
川
つ
。
来
刻
赤
岡
に
着
。刊
誌

吋

け
ふ
高
知
よ
り
時
付
の
文
も
て
来
た
り
。
岡
崎
清
助
、
己
等
の
助
と
し
て
来
る
よ
し
。
や

か
て
っ
き
て
物
な
と
語
合
す
。

[当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

四
月
二
十
七
日

朝
よ
り
晴
天
。
六
ッ
半

頃

安

喜
鴻
出
立

。
手
分
。
我
等
、
下
河
辺
、
青
木
、

柏
生、

(善
八
病
歌

代
議
官
)、
岡

村
止
宿
下
よ
り
初
、
安

喜
郡
和
食
浦

を
壇
て
香
我
美
郡
手
結
浦
迄
測
る
。

坂

師
、
柴
山
、
文
助
、
佐
助
、
手
結
浦
よ
り
柄
、
夜
項
村
よ
り
岸
本
浦
を
壇
て
赤
岡
浦

造
刻
。
後
手
は
八

ッ
頃
先
手
は
九

ツ
頃
に
着
。
赤
岡
浦
本
陣

長
木
星
又
主
衛

門
。
脇
宿

長
木
星
次
想
右
衛
門
。
此

夜
晴
測

量。

手
結
浦
正
屋
左
近
右
衛

門
、
年
寄
方
銀
、
夜
軍
村
正
星
仲
平
、
岸
本
浦
正
星
長
尾
喜
代
次
案
内
。
赤

岡
村
大
庄
昼
浜
五
郎
平
岡
断
。
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廿
八
日

寅
刻
過
立
出
。
け
ふ
北
山
行
。
高
知
ま
で
笹
川
測
量
に
て
行
。
己
人
々
よ
り
先
に

立
出
。
野
市
村
植
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半
之
丞
家
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て
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鈴
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れ
品
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謀
長
め

6
1砂
7
T
、五
T
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み
れ
川
初
丸
、ぢ
必
T
J
W
む
h
品
川

Y
〈・
勾

t
z土
7
1へん
凶VK
L

J
ぺ
に
ゆ
止
に
ジ
丸

lx
frtzs
f
ι
町、

y
t作
L
J守

汁
を
す
じ
Y
-Z
W
T
ぜ
の
鼻
血
《
E
O
U
詩
Z
h
J臥
I

l

-

-

小
休
。
又
後
免
町
紬
木
某
の
家
に
て
食
物
出
す
。
己
も
し
は
ら
く
家
路
に
立
よ
る
。
来
時

計、

・
高
対
種
崎
町
辰
巳
屋
伝
左
衛
門
方
に
つ
く
。
己
は
や
と
や
、
何
と
云
者
の
家
匂
赤

岡
に
残
り
て
、
伊
能
に
随
ふ
人
々
は
、
と
し
村
、
繁
木
ら
也
。
北
山
道
俄
の
事
な
れ
は
と

て
、
又
西
村
東
左
衛
門
加
る
。
こ
宵
は
空
曇
り
た
り
。
雨
に
な
ら
ん
と
云
。

[
当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
臼
記
]

四
月
二
十

八
日

朝
よ
り
晴
天
。
大
手
分
。
坂
部
、
柴
山
、
文
助

、
佐
助

、
六
ッ
半

頃
出
立

。
後
山
測
量
に
て
直
に
高
知
の
城
下
に
至
リ
、
当
土
佐
国
の
横
切
(
土
州

長
岡
郡
予
州
宇
摩
郡
)
境
笹
ケ
峯
迄
測
ん
と
す
。
我
等
、
下
河
辺
、
輔
生
、

藤
吉
、
赤
岡
浦
下
よ
り
柄
、
吉
原
村
、
久
枝
村
を
唾
て
、
前
浜
村
造
測
る
。
止
宿

本
陣

南
光
山
真
宮
家
正
興
寺
。
脇
宿
浜
田
幸
右
衛
門
。
此
夜
郡
方
下
役
馬
場
三
八
、

餌
方
横
目
杉
平
幸
平
、
高
知
域
下
よ
り
来
る
。
此
夜
大
曇
。
別

手

高

知

泊

。
野
市

村
庄
屋
楠
靖
六
郎
右
衛
門
、
吉
原
村
年
寄
字
平
、
佐
古
癖
大
庄
屋
嶋
崎
森

之
丞
、
前
ノ
浜
村
正
昼
武
作
、
同
年
寄
轟
右
衛
門

廿
九
日

未
明
よ
り
雨
ふ
り
出
。
道
も
あ
し
け
れ
ば
、

日
用
も
な
け
れ
は
家
路
に
帰
り
て
寝
ぬ
。

け
ふ
は
高
知
に
滞
在
せ
さ
す
。

[
当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
芭

四
月
二
十

九
日

朝
大
曇
天
。
六
ッ
半

後

前

浜

村

出

立

。
我
等
、
下
河
辺
、
青

木
枯
生
、
藤
吉
、
前
浜
村
下
よ
り
初
(
無
程
小
雨
)
、
長
岡
郡
浜
世
田
村
、

十
市
村
、

ι井
田
村
、
を
墨
て
、
種
崎
浦
へ
九
ァ
半
頃
に
着
。
止
宿

本
陣

鍋

墨

仁

作

。
脇

早
義
十
左
衛
門
。
上
回
村
庄
屋
中
内
弁
之
丞
、
岡

村

年

寄

浮

図

甚

左

衛

門

、

下

嶋

村

庄

星

島

村

克

泊

郎

、
周

年

寄

重

歳

、
立

国

村

庄

屋

岡

田

弥

三

之

丞
、
同
村

番
頭
新
助

、
物

部

村

庄

昼

患

左

衛

門

、
年

寄

四

郎

右

衛

門

、
同

助
作
、
里
改
図
村
庄
屋
字
賀
六
郎
右
衛
門
、
浜
改
図
村
庄
屋
林
八

、
久
枝
村

庄
屋
茂
右
衛
門
、
仁
井
田
村
庄
屋
浜
口
喜
太
右
衛
門
、
種
鳴
浦
庄
屋
岩

松
勇
歳
。
(
此
目

、
朝
小
雨
に
付
別
手
高
知
逗
留
)
。

五
月
朔
日

空
少
し
晴
れ
た
れ
ば
と
く
起
て
、
高
知
へ
ま
か
る
。
山
田
は
し
に
て
人
に
問

ふ
に
、
か
の
人
々
只
今
立
給
ふ
と
云
に
、
心
あ
は
た
〉
し
。

一
宮
村
鳥
っ
き
と
云
地
に
、

例
の
幕
聞
す
。
巳
時
計
布
師
団
村
庄
屋

毒
毛
主
rAぷ
z
t
vを

れ
仏
学
品
Y
ρ
/
予
6
3
手
1
者

42

7
1久
う
向
d
d
l
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6
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2
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d
z
h
ヘ
員
与

F
1
1
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1
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J
F
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ゐ
!
っ
、
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T
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品
、

械
の
銘
バ
ー
キ
ftu、yp、戸
検

rz
'品l
〆
事
奇
心
μ
eく

av

・

、

奥
田
常
右
衛
門
家
に
て
昼
食
出
す
。
常
通
寺
島
な
る
西
の
寺
に
て
し
は
し
休
ふ
。
例
の
測

量
し
て
未
時
比
江
村
に
着
ふ
汀

此
北
山
道
は
、
君
公
大
江
戸
に
往
か
い
給
ふ
道
に
て
、

己
等
も
度
々
物
し
つ
。

[
当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

五
月
期
日

坂
師
、
柴
山
、
文
助

、
主
助
、
高
知
種
崎
町
よ
り
測
初
、
新
市
町
、

蓮
池
町
、
山
田
町
に
て
市
中
は
終
る
。
そ
れ
よ
り
江
ノ
ロ
村
、
高
江
村
、
一
宮
村
、

布
師
回
村
(
郡
変
)
、
長
岡
郡
中
崎
村
、
吉
田
通
寺
嶋
村
、
圏
分
村
、
比
江
村
迄
測



る
.
よ
宿

比
江
村
百
位
江
鳴
札
平
.
(三

里
十

ニ
町
三

十
三
間
)

一
一日

明
は
て
ぬ
程
は
雨
猶
ふ
り
し
を
、
辰
時
計
晴
れ
た
れ
ば
立
出
。
岡
村
東
左
衛
門
先

達
て

Fq
己
随
ひ
行
。
領
右
の
駅
、
比
江
よ
り

一
里
と
云
。
市
の
瀬
川
か
ち
渡
り
也
，
こ

こ
に
も
休
所
設
く
。
宍
崎
村
、
小
川
渡
り
て
亀
岩
村
名
主
の
家
に
て
休
む
。
φ
し
行
て
、

権
若
原
、
山
路
岨
し
。
石
ケ
休
場
、
中
の
休
場
、
峠
の
休
場
な
と
有
。
こ
の
麓
よ
り
か
は

り
て
先
に
行
。
峠
の
休
場
に
て
や
や
い
こ
ふ
。
山
路
な
れ
ば
木
々
の
枝
覆
ひ
路
曲
り
て

P
U
1
k
-
M問
t
い
A
Sしず
i

訂
て
机
ゐ

raLZVヘ
ホ
EY
-

?
匂
ゐ
司
、

q
O
1
2
Lイ
お
久
み
gh主
主
11
3
配
〈
及

srk

'4
7み
与
J
ム

LJV
4
1
2
?
?今
、

E
h
t

品
、

'

ゐ
γ
す
そい
K
4
{け
ん
a

川内
l
4
F
I，じ
め

J
、A
円

1
1、「、，
Z
1

幼

1、初、
h

日夕白
N
K、z
k
v、
q
Z
1
2
考
ク
マ
ム
ム
AV1oe-

-うに
z
t
T
t
士
号
A
4
J山
r
v軒
々

bLJF

柑

?
Z
た
て
主
ヲ

-Lt
!
?AL、

--ず
つよ
急
会
ぷ
す
み
twι
b
F
z
k
h曲
46Kみ
、

事
ι?
移
危
な
い

L
ザ
多
必
川
撃
手
人いえ町
、

害
時
、J
Z
子
t
j
k
?
4
vkザ
Z
〆4
4
ふ
仁
ー

思
ま
ま
に
縄
も
ひ
か
れ
ず
。
所
々
高
低
な
ど
か
の
小
げ
ん
ぎ
し
て
は
か
る
。
南
町
時
軒
穴
内

に
つ
き
て
宿
る
刊
吋
は
や
く
道
造
り
に
来
た
り
し
入
、
中
島
十
九
郎
、
北
代
太
蔵
な
ど
夜

ふ
け
て
宿
り
に
来
る
。
雨
ふ
り
て
い
と
く
ら
け
れ
ば
と
〉
め
て
同
L
宿
り
に
い
由
。
や
が

て
明
け
は
て
て
高
知
に
帰
る
。
拐
こ
の
穴
内
と
云
地
は
、
四
方
み
な
山
打
め
く
り
、
は
つ

か
に
其
中
ら
に
里
め
く
所
有
り
て
、
家
も
数
多
か
ら
ず
。
い
と
ひ
な
び
た
る
に
、
只

一
夜

な
れ
ど
、
人
々
い
ぶ
せ
が
る
。
比
江
よ
り
四
里
余
。

[
当
骸
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

五
月
ニ
目

比
江
村
よ
り
刑
制
(
頓
石
材
、
植
野
村
入
金
)
完
崎
材
、
亀
岩
村
、
そ
れ

よ
り
権
若
峠
を
過
ぎ
、
よ
ケ
倉
岬
穴
内
村
迄
測

.
止
宿
穴
内
村
百
性
格
続
.
(ニ

里
二
十
ニ
町
五
十
一
間
三

三
日

つ
と
め
て
出
立
。
や
か
て
国
見
坂
に
か
と
。
。
名
高
金
大
山
越
均
桃
か
休
喝

国
見
峠
の
休
場
、
あ
ま
た
有
り
。
峠
に
至
れ
ば
国
中
っ
ぱ
ら
に
見
ゆ
.
霧
深
う
立
て
、
よ

も
み
な
お
く
ら
き
に
，
時
鳥
の
名
告
け
れ
は
、

れ
宮
廷
L

災
児
Z
4A詰
3内
そ
多
々
山

vnbJ
キ
U
叶
1

5
ぶ
V
Jヲ玉
、ろ

b
。
吸
，
片
ぞ
叩w-Zぃ
内
〈

Z
Y旬
、

ωゆ
く
名
、，
3
3
4話

-27内北
寺
管
t

J
奇
心
「
千
ワ
て
九
一
存
立

d
71
お

tT4ヰ
J
・

7lH伸
一

リ
イ
ジ
旬
、
ち
ゐ
(
ド
ム

f

?
?、、

b
v、
2vp長
止
め

マ)

げ
す
同
時

-hr
よ
k
z
Fノ
p
fA号
、Z
A-語
-j
ゑ
九

完
全
-FJ吹

?
i
f
z
T
J
i手
合
え
よ
ぎ

一

ア
¥附A
t
m坪
j

マ?内，
K
-h
〆
巧
λ
rι川
砂
川
町
E
K
L
/
、

ゆ

j
j札
4ti、フ
久

V
L
H、るず
5
4
1
p
j

wLワ
3.、
PJ岬
h

ゆ
宇
宇
AY
弘
氏
阿

J7ぷ
z
k'ZFめ
一

i
 

朝
ま
た
き
谷
の
寝
く
ら
は
き
り
こ
め
て

声
も
れ
か
ぬ
る
山
郭
公
.

た
む
け
に
い
た
る
こ
ろ
な
ん
、
晴
れ
わ
た
り
て
四
方
よ
く
見
ゆ
。

国
見
ね
ゆ
ふ
り
さ
け
見
れ
は
建
依
別

土
佐
の
圏
内
の
曲
も
磯
ら
す
。

量
を
下
り
て
、
高
下
町
休
場
と
云
。
や
〉
お
り
く
た
り
て
、
仮
は
し
渡
り
て
、
お
ち
こ
ち
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ま
れ
〉
〉
に
家
と
も
有
り
。
み
な
仰
き
見
る
計
の
山
の
半
腹
也
。
か
う
ゃ
う
の
所
を
、
皇

人
は
山
の
け
た
と
云
。
隣
り
と
云
家
も
尚
主
六
丁
へ
だ
〉
り
つ
。
申
過
る
こ
ろ
本
山
郷
土

居
と
云
所
に
つ
く
。
町
家
四
宜
丁
つ
〉
き
た
り
。
か
の
宿
り
は
、
長
瀬
順
次
と
云
酒
う
る

家
也
。
此
町
近
き
年
こ
ろ
や
け
て
、
今
は
み
な
仮
家
に
て
、
い
と
〉
〉
お
ろ
そ
か
也
。
己

宿
は
伊
勢
屋
何
と
云
。
此
町
や
〉
登
り
た
る
酉
の

t
に十
J

ゐ

T
2
1噌
I々

毛
主
凡
か
此W
L
七
iA
z
l

ρ
さ
き
ト
ト
t
係

t
qK
2々
と
ヲ旬
、1
F〈
ゲ
hvk
η
均
3
ゐ

qc
'

ゲ
げ

'A
4
4ι
f
t'nuJ
えやめ
を
〆季
、

-M
Z
fy
z泌
す
よ

F
3
h3
L
Z7え
乞

主
AaA
わら
〆

rd
brG
傍

A23
4fu
vtK
小
崎
，J
ど
1、リ

-d
j勺
E
df
f
与
r主
め
ん
ヂ
iげ
〉
式

Z
E7
一

Z
55七
E
4
7
4
1f
d
j
zZ
E
ミ

ザ

?
wd札一ぞ
念
日食
か
b
n
d
時
(
、

ゆ
ゐ
W
什
こ

/
U
MGゐう
に
い
r
ELJ臥
Z
4
49Tt
L

ぱ
え
4
u
p#l
kに
1
1
J
t
f
z
mfT
Hリ包
j
t
r

方
に
、
土
ゐ
有
り
。
昔
し
野
中
丈
夫
の
都
嬢
也
と
云
。
此
主
し
は
さ
き
に
も
湊
の
事
に
つ

き
て
云
し
如
く
、
御
国
に
功
あ
る
人
な
り
し
が
、
い
か
な
れ
は
其
後
嗣
も
な
く
絶
は
て
け

ん
。
か
の
祖
先
の
墓
地
、
此
川
の
中
ら
な
る
帰
全
山
と
云
処
に
有
り
。
此
殿
な
ん
今
は
吾

公
の
江
戸
に
往
来
せ
さ
せ
給
ふ
お
り
〉
〉
の
御
泊
り
所
也
け
り
。
此
う
し
ろ
の
山
を
御
殿

山
と
一
声
。
真
木
な
と
繁
り
た
り
。
又
ひ
物
造
る
工
あ
ま
た
有
り
て
、
本
山
膳
な
と
名
物
也
。

こ
よ
ひ
の
主
は
今
昔
の
こ
と
や
ろ
量
て
夜

一
夜
物
語
ず
。

[
当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

五
月
ニ
日

穴
内
村
よ
り
刑
柄

、
国
見
峠
を
越
、
本

山
師
吉
国
村

、
官
延
村

、
大

石
村
、
本
山
村
迄
測
る
。
止
宿
本
山
村

永
瀬
順
冶
。
(
三
里
三
町
十
二
問
)
。

四
日

卯
こ
く
計
雨
ふ
り
出
。
い
と
深
き
山
路
な
れ
ば
、
雨
ふ
り
に
は
往
来
ー
も
い
ぶ
せ
し

と
て
、
と
〉
ま
り
居
る
。
名
主
め
し
て
行
先
き
上

ポ
サ
上
主
将

d
弘一
一
Y
生
th
、ーす
4
7
z
i号
、

之キ
が
りつ払よい
J
ょ

U
、乙謀

Zの
え戸

γffL

Y
手
、ぐ

2
2T
Lみ
1
A
w
m
夜
、

る

F
JF払寺
、L
K
吋
必
ず
ゑ

5
?八
若
彩
を
セ

イ
イ

2
61
Ji
U
5
2
ud
そ
P
、
奈
子
氏
hui

，
衿
イ
汽
よ
主
灯
手
伝
h

伶う
ぜ
ぜ
l
J
L
ι
v
Zぐ
MJU
v
d
m
一

ナ
ザ
イ
最
高
、
-M
7
1戸地正会ゴ〈
tuμ
院
守
げ
札
、

切?
?九心部
J
F
-
m
P
I
L
i会
主
』
智

ゴ
J
t印
、
へ

r
f
hみ
今
{、こ
の
伝
言

i
L移
段
以
ノ(
1
、
目

?
zb」芋
?
3
t主
d
r
n
t
j
l
ν
〈

J25』
A4ι

ー
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関
と
云
渡
り
場
の
船
は
し
の
の
こ
と
〉
も
示
す
。
主
し
軍
書
と
り
出
て
見
す
。
楠
公
記
，

心
に
い
り
て
よ
む
。
己
か
し
こ
く
も
吉
野
の
帝
の
御
こ
と
に
つ
け
て
、
い
た
く
か
ん
あ
れ

ば
、
珍
ら
し
か
ら
ぬ
物
か
ら
、
よ
む
こ
と
に
必
な
み
た
さ
し
く
み
つ
。

[
当
該
臼
の
伊
能
忠
敬
測
量
臼
記
]

五
月
四
日

雨
天
本
山
村
逗
留

玉
日

け
ふ
は
端
午
也
と
て
、
山
里
な
れ
ど
さ
す
か
に
菖
蒲
ふ
き
な
と
に
き
わ
ふ
。
空
も

晴
た
れ
は
や
か
て
出
立
。
か
の
よ
し
の
川
に
添
て
行
。
上
関
村
船
渡
り
、
船
は
し
も
水
高



く
て
得
か
け
ね
は
小
船
し
て
渡
す
。
船
に
な
ら
は
ぬ
山
人
に
て
よ
く
私
得
こ
か
ず
。
人
々

け
し
き
よ
か
ム
ザ
す
。
き
の
ふ
仰
置
た
る
に
か
く
ま
で
山
人
の
心
遅
さ
よ
と
い
へ
ど
閉
斐
な

し
。
こ
の
船
つ
き
に
も
休
場
所
設
く
。
こ
こ
を
過
て
か
つ
ら
原
と
云
。
地
は
世
し
弘
ろ
ら

か
に
て
、
人
家
も

ゐ
三
移
矢
く

て
今
九
叶
ソ
戸
主
レ
ゴ

J
6
R
L年
イ
わ
を

F
KZ
H
Z《
/
智
内

8
2
L5

2叩
i
z

孟
例

g
E
セマ、
'g弘州
l

ぽ
't
lb
く
、よ
ウa
k、u
…吐

、
7
E
u
a‘
s
q
J
は
J
htf
'グ

3
3イ
、キ
糸
、
之
、
ち
払
み
ふ
り
℃
h

'

a

革
、
ん
勾
め
げ
れ
必
弘
ワ
λ

Z7レ
pzAJ.r
?
?
if
Lぷ

wAyf
b
ιlf
h3
τ
ト
宮
部
j
t可
母
、
ず
宮
ザ

15
SMA--嘉門

-A
7
鳥

羽
〈

?
と
-
卒
、

王
六
拾
も
あ
ん
な
り
。
川
口
に
い
た
り
て
、
酒
う
る
家
に
て
物
な
と
出
す
。
今
朝
土
ゐ
よ

り
例
の
測
量
有
り
。
此
酒
屋
の
門
に
印
の
こ
し
て
無
測
量
に
て
行
。
魚
梁
川
、
仮
は
し
懸

く
。
山
の
鼻
、
い
ぽ
な
と
休
場
有
り
。
い
ぽ
よ
り
十
丁
一
計
過
て
、
千
本
と
云
地
、
家
六
七

軒
建
り
。
例
の
け
た
ほ
ち
均
千
本
と
云
名
は
よ
し
有
け
な
れ
と
、
千
々
の
木
な
と
も
な

し
。
只
道
の
往
て
に
茶
木
の
み
手
議
り
た
る
。
半
里
酔
過
て
、
谷
川
有
り
。
赤
磯
川
と
云
。

仮
は
し
渡
し
て
渡
る
。
や
か
て
立
川
な
る
関
屋
に
至
る
。
上
名
と
云
N
M
U
U
H
j也
。
二
丁

計
登
り
き
て
下
名
の
関
屋
に
宿
る
刊
誌
吋

け
ふ
は
薬
の
日
な
り
と
云
に
、
み
な
人
さ
」
れ

か
れ
百
草
と
て
あ
っ
む
。
己
は
こ
ま
か
に
求
た
れ
ば
百
八
く
さ
ぞ
有
け
る
。

z
'ztzbizP43方向
島
笠I

C
E
-、2
kg
Tマ、る
E
K
Z
Z、

、マ
E)J
e
rk
九二
号
l

千う
ぞ
メ
が
椅
〈
ユ

z
r-ーか体
一

T
6
24
7、T
2f
4
fJS号
、ゆ
お
そ

玄
宏
、
与
2
1
4、五
〔
久J
今
、乙切りれ
一一

江
川波
文
M
W
今
ιー
ら
討
す
もい
へ1
T
H
Z
H
除去

F
王
子
号
、
ろ

'fgx'427合
左
u
h〉
一

fp五
室
?品AJZ
勇

1
lzt
aighC

F2
7
4
hで
みM
99
bL
Z
-多
吟
士

、

4

R
HいZ
に

77
7‘
7
utι
fhゑ

百
草
霜
は
血
症
亦
血
留
ま
に
も
妙
也
と
云
。
本
山
よ
り
立
川
え
六
里
。

六
固

ま
た
く
ら
き
程
立
出
。
例
の
事
し
て
、
辰
時
河
又
と
地
に
て
休
む
。
こ
〉
迫

一
里

と
云
。
三
一四
丁
下
り
て
土
橋
渡
り
て
行
。
此
行
先
き
み
な
深
山
也
。
お
が
き
原
甚
岨
し
。

仰
き
行
に
ょ
う
せ
ず
は
鼻
そ
こ
ね
つ
へ
き
と
人
々
笑
ふ
。
拐
こ
の
坂
の
名
に
つ
き
て
説
有

机リ大
雁
木
と
云
市
日
刊
誌
れ
H
M
M
H。
又
鋸
の
刃
の
如
し
と
て
鋸
-
木
と
云
と
も
い
へ
り
。
今

は
里
人
は
鋸
木
と
一
E

。
午
過
る
こ
ろ
笹
か
峯
の
た
む
け
に
つ
く
。
拐
国
境
は
水
流
れ
を
以

定
。
其
真
中
よ
り

一
尺
計
北
に
よ
け
て
、
従
是
北
伊
与
国
宇
摩
郡
と
木
押
け
つ
り
て
書
て

立
た
り
。
こ
こ
よ
り
同
し
さ
ま
に

一
尺
計
除
け
て
、
従
是
南
土
佐
園
長
岡
郡
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，

Z
止
A
乙
ト
イ
争

J3うわ
h
o
むと
&Me--d幸
修
A
1

長
〈
、
誌
を
か
-付
毎
?
?
?
之
ど
の

z
μ
?砂
、
，

htu町、
ふ
ヲ

T
第
j
φ
kdrほめで
す

l

jlf
L、てを
〆
?
2
14白川

wzwlpg
v

h
Z
6依
す
、

γ智
子
世
主
主
将
信
1
1
J砂
仰しえ
?

手
仙ア
わ
山2
4句、
A
/い

と
札
立
た
り
。
境
の
真
中
を
左
方
を
別
る
水
流
れ
と
し
て
少
し
よ
け
て
境
木
立
る
な
ん
、

作
法
な
る
へ
し
と
云
。
此
み
ね
に
て
物
敷
渡
し
て
わ
り
子
物
す
。
与
州
よ
り
名
主
め
く
人

二
人
出
会
た
り
。
御
国
よ
り
は
郡
の
先
遣
、
近
藤
一二
平
な
ん
，
従
ひ
ノ
ム

お
H
吋
お
勾
。
程

よ
く
事
は
て
へ
元
の
道
に
帰
る
。
未
時
立
川
本
の
宿
り
に
つ
く
。
昨
日
物
せ
さ
り
し
川

口
よ
り
こ
な
た
を
、
け
ふ
日
高
し
と
て
，
い
ぽ
ま
て
測
る
。
酉
の
下
刻
宿
に
帰
る
。

[
当
該
臼
の
伊
能
忠
敬
測
量
臼
記
]

五
月
六
目

立
川
村
止
宿
前
よ
り
初
、
笹
ケ
準
迄
測
る
。
此
所
(
土
州
長
岡
郡

予
州
宇
摩

郡
)
境
な
り
。
予
州
よ
り
出
迎
者
伝
平
壱
瞳
守
閣
分
大
庄
置
添
役
今
村
源
太
、
矢
野
湾

歳
、
上
柏
村
庄
置
文
太
、
馬
立
村
組
頭
勇
助
、
畏
治
郎
二
里
二
十
王
町
四
十
間
半
て

右
ノ
者
共
に
笹
ケ
峯
よ
り
川
江
迄
村
順
里
数
承
候
所

、
国
境
笹
ケ
峯
二

里
半
)

馬
立
村
{
今
治
髄

-
里
)
新
宮
村
{
佳
山
御
預
御
料
今
治
額

二
里
)
、
半
岡
村
{
今
治

額
)

一
里
半
川
ノ
江
(
佳
山
御
預
御
料
所
)
通
斗
六
里
と
い
い
伝
。
=
一十
六
町

一
里
に
。
し

め
て
凡
七
里
斗
も
あ
ら
ん
と
い
え
り
。
そ
れ
よ
り
立
川
村
へ
戻
る
。

例
の
つ
と
め
て
立
出
。
い
ぽ
よ
り
川
口
ま
て
測
量
は
て
〉
未
時
本
山
土
居
町
に
つ

七
日
ノ¥。[当
核
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

王
月
七
日

立
川
村
止
宿
前
よ
り
捌
初
、
逆
に
川

口
村
迄
測

一
昨
主
日
の
止
抗
へ
繋

ぎ
、
街
道
測
量
終
る
。
そ
れ
よ
り
本
山
村

へ
越
て
泊
。
(ニ
里
二
十
王
町
吉
一十
ニ
間
半
)

ず
吟
4
τ
ふ
の
tM氏、守
切
川
町
、
@
久
ゐ
ぅ

ιAydh作
Y

£
よ
く
訳
vy、
」
宝
手
ゐ

lg・
2
長
-A
伝

川“主
主
主
乞
投
ウ
え
る
A-f
J
t
Z4A川

Y
6
4
V
¥
Z
J〆
wk
+
1
57
ωあ
ん偽

1
秒
L
J
、

一

号
4
M引、

-Lル
移
ヘ7
2ムザ
ぷ
Jt
守
弘
泌
ノ母
宅
語

「，‘

r

-

可

Z
M
，

dλ
係

7lt
M肋
k
tんい
T
ノ兵
」
ぷ

1
3
1
ノヲヲ
P
乙

d
g
人
d
J
z
l
有
い
す
み
凱
円
切
l
t
q
h陶
ろ

rむ
l
7

、

母
bwff
台、事
c
bしお
?
ゆ
三
珍
れ?一止

E
q

d
ろ持
P
SJ
丘ド
Z

て
そ
L
E
五
芸
角
診号、
Z
/

人

4ム
Z
mR
A内J
f

凡
下
も
本
o
h
壱
?
J有
〉
ラ

八
日

明
は
て
〉
宿
を
山
吋
卯
時
計
雨
又
ふ
り
出
。
風
も
吹
く
れ
と
用
も
な
く
帰
れ
は
と
〉

こ
ふ
る
事
な
し
。

申
時
高
知
に
帰

A
d。
己
宿
は
種
崎
高
岡
屋
華
宅
也
。
明
日
は
晴
雨
に
よ
ら
す
，
測
器
手

入
な
と
に
や
、
滞
留
と
云
に
布
し
田
に
帰
る
。
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[
当
該
臼
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

五
月
八
日

未
明
本
山

村
出
立

。
国
見
峠
権
若
峠
を
越

、
夕
方
高
知
城
下
へ
帰

着
終
よ
り
大
雨

。
大
混
儀
な
り
。

九
日

未
時
高
知
旅
宿
へ
ま
か
る
。
昨
日
用
は
て
〉
後
、
坂
部
な
と

一
同
主
台
山
文
珠
に

詣
っ
と
云
。
辰
巳
屋
伝
右
衛
門
主
し
ぶ
り
に
て
屋
形
船
し
て
酒
な
と
出
し
つ
〉
夜
深
る
ま

て
せ
し
と
ぞ
。
後
に
聞
は
坂
部
二
朱
と
り
出
て
其
程
の
会
釈
と
て
送
り
し
云
。
箕
浦
幸
吉

と
云
人
よ
り
伊
能
周
蔵
え
の
士
ど
も
辰
み
屋
え
頼
み
置
し
と
云
。



扱
先
に
わ
す
れ
た
る
事
有
り
。
赤
岡
に
物
せ
し
時
と
覚
ゆ
。

周
蔵
氏
よ
り
、
箕
浦
幸
吉

・

北
原
辰
次
郎
へ
消
息
之
士
や
り
て
よ
と
て
あ
た
ふ
。
北
房
は
江
戸
へ
ま
か
り
由
。
箕
浦
へ

は
罷
り
て
と
〉
け
つ
。

[
当
該
自
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
包

宜
月
九
日

朝

暗

。
午
前
よ
り
曇
る
。
六
ツ
半
頃

字
佐
浦
止
宿
下
よ
り
初
、
逆
に
海
岸
を
高
岡
郡
新
居
繍
迄
測
、
そ
れ
よ
り
昨
日
測
、

甲
殿
滞
、

吾
川
郡
仁
野
村
境
迄
測
。

{仁
野
村
新
居
繍
界
に
淀
川
あ
り
。
旧
名
、
賛

障
川
。
そ
れ
よ
り
字
佐
繍
へ
立
帰
り
同
村
下
よ
り
(
福
崎
浦
消
の
浜
)
入
会
の

入
口
道
湖
、
井
尻
浦
の
被
幅
量
測
。
九
ツ
半
頃
に
帰
宿
。
仁
野
村
庄
屋
武
闘
弁
丞
。

新
居
繍
臣
屋
細
回
顧
右
衛
門
。
福
鴫
繍
本
四
宗
平
。
別
手
術
知
逗
留
。

十
日

つ
と
に
出
立
。
浦
戸
よ
り
高
知
渡
り
は
さ
き
に
伊
能
組
測
量
し
た
れ
ば
此
度
は
無

用
に
て
行
。
海
老
か
橋
神
主
の
家
に
て
休
み
、
又
あ
ら
倉
山
の
峠
弘
岡
深
瀬
某
な
と
に
て

休
む
。
そ
れ
よ
り
森
山
を
経
て
酉
畑
に
至
る
。
し
は
し
小
休
み
て
新
居
川
渡
り
、
う
佐
援

の
峠
幕
聞
に
て
物
な
と
出
し
つ
。
宋
の
刻
宇
佐
浦
に
つ
く
。
け
ふ
先
手
は
宇
佐
の
渡
り
測

量
し
て

γ
小
北
t、7hJV
K卸
ツ
て
、
、
つ
川向

、正

ヂ
な
あ
2
引
jj
i
9
均
イ
砂

ι
RJ
ん
Jww，
j
婦
、

し

JVh乍
為
め
L
A
J
j
記
長
持
品
七

2
一ipZAノ
レ

r

a

，
 

いフ
山守的

t
hト事
t
，、
，

T
マ
-ふ
ん砂
ω
{手

り
移
れ
向
与
し耳
{
川
相
手
L
U彰
と

f

除問今、のお
3
ヲ
タ
恨
y
tノ

y
r

T
?
移
h
m
h
m
mt
l
xH品川崎

JWて
い
う

A
品

"
A

プ
ベ
叫

3
1m弘
法
1
弘
ィ・4し仰
4
8

7
i
E
2
9
1
 

寸防。
φ
島
ぶ
れ
技
師岬広
務

p
l
r手
料
金
事
五

、
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又
能
と
云
地
な
と
測
り
て
、
う
佐
の
宿
に
帰
ら
る
。

[
当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

五
月
十
日

曇
夫
。
朝
ム
ハ
ッ
半
、
(
即
宇
佐
浦
逗
留
測
)
、
井
尻
浦
よ
り
柄
、
(
同
浦

枝
浦
)
、
竜
浦
、
竜
村
迄
刻
。
そ
れ
よ
り
浦
内
村
字

y
ツ
ラ
岬
迄
刻
。
八
ッ
後
に
帰
宿
。

此
目
、
坂
師
、
柴

山
、
文
助
、

佐
助
当
浦
へ
帰
着
。
此
目
、
井
尻
浦
正
昼
轟
厳
、

竜
村
正
昼
五
右
衛
門
、
山
改
役
岡
本
家
内
、
高
石
患
内
付
添

。
高
岡
村
正
昼

下
村
長
主
衛
門
出
る
。
手
分
。
山
手
測
へ
付
添
賄
下
役
土
居
民
平
、
能
谷
為
蔵
、

賄
投
別
府
半
七
、
勘
定
役
等
高
知
へ
帰
る
。
伊
藤
鉄
之
丞
来
る
。

十
一
日

例
の
刻
出
立
。
伊
能
福
島
よ
り
灰
が
た
深
う
ら
測
量
。
坂
部
は
猪
の
尻
よ
り
こ

ん
河
内
渡
り
物
す
。
み
な

一
組
に
な
り
て
い
つ
み
浦
と
云
地
に
宿
る
。

[
当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

五
月
十
一
日

昨
夜
小
雨

。
朝
大
曇
見
合
。
五
ッ

頃
、
宇
佐
浦
(
又
、
宇
佐
岬
鴻
と
い
?
)
出
立
。
手
分
。
我
等
、
下
河
辺
、
青
木
、
柏
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生
、
暑
八
、
福
偽
浦
、
清
日
決
浦
入
金
よ
り
軒
、
浦
ノ
内
村
字
灰
分
、
深
浦
、
塩

問
、
出
見
迄
到
る
。
坂

部

柴

山
、
文
助
佐
助
、
弁
且
村
よ
リ
朝
、
岡
村
字
宇
津

賀
、
浦
内
村
字
鋼

am
頭
(
家
四
軒
)
、
字
堂
鴻
(
家
ニ
軒
)
、
字
入
戸
(
家
ニ
軒
)
、
字
白

鷺
(
家
ニ
軒
)
、

字
大
崎
、
字
鴻
ハ
ヘ
(
人
家
な
し
て

字
長
崎
(
同
)
、

字
大
農
(
同
)

迄
刻
。
我
等
手
は
、
八
ッ
頃
、
坂
部
手
は
八
ヅ
半
後
、
浦
之
内
出
見
着
。
本
陣

(
真

吉
宗
春
日
山
千
光
寺
)
、
脇
清
助
。
此
臼
奥
浦
東
分
村
庄
雇
儀
三
郎
、
同

Z

四
分
村
庄
昼
鳴
村
平
内
出
る
。

十
二
日

こ
ん
何
内
よ
り
南
は
援
部
測
量
。
と
し
村
な
と
従
。
出
見
よ
り
捕
の
う
ち
渡
り

復
部
組
は
か
る
。

[
当
該
自
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

五
月
十
二
日

朝
少
晴
.
此
白
手
分

.
我
等
、
下
河
辺
、
青
木
、
稲
生
、
普

八、

大
ヅ
半

浦

内

村
山
見
出
立

.
(
坂
都
銀
同
断
て
同
所
下
よ
り
初
、
岡
村
字
三

γ
松
(
家
ニ
軒
て

字
立
目
{
家
二
十
六
軒
)
、
字
摺
木
(
家
十
六
軒
)
を
歴
て
奥
浦
東
分
村
迄
潤
.

'
叱
れ
よ
リ
西
分
村
字
中
ノ
浦
迄
仕
越
測
.

坂
部
、
量

山
、
文
助
、

佐
助
、
浦
内

村
字
大
鹿
よ
り
折
、
字
白
崎
、
字
今
川
内

(
家
十
大
約

)
、
字
小
穐
崎
、
字
福
良
(
家
十
六
軒
)
、
此
所
に
池

ノ
浦
へ
越
坂
あ

り
.
凡
十
ニ
町
、
字
大
添
(
家
四
軒
)
。
字
長
崎
、
字
調
ノ
浦
〔
家

十
ニ
併
)
迄
測

る
。
両
手
持
六
八

ッ
頃
肴
。
止
宿
本
陣

百

姓

直

歳

。
脇

は

忠

治

右

衛

門

十
三
日

坂
向
横
波
よ
り
い
の
尻
渡
り
測
り
て
い
の
尻
に
宿
。
伊
能
、
横
波
よ
り
仏
坂
、

神
田
よ
り
須
崎
ま
て
測
り
で
須
崎
に
や
と
る
。
己
ま
か
る
。

[
当
骸
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
]

五
月
十

三
目

朝
晴
天

。
ム
ハ
ッ
半
頃
奥
浦
東
分

村
出
立

.
手
分
.
坂
師
、
柴
山
、
文
助
、
普
八
、
昨
日
手
八
万
円
到
終
、
奥
浦
西
分
村
字
中
ノ

浦
よ
り
朝
、
壇
ノ
浦
造
到
.
昨
日
の
測
へ
合
。
そ
れ
よ
り
井
尻
浦
へ
越
て
泊
.
宿
百
蛙
畠
坦

平
。
現
等
、
下
河
辺
、
青
木
、
稲
生
、
依
効
、
奥
浦
東
分
村
入
ロ
(
咋
目
印
抗
を
捜
置
)
よ
り

初
、
西
分
村
屯
到
.
神
国
村
を
歴
て
押
岡
村
地
を
歴
、
又
神
図
村
地
先

(
此
所
へ
印
杭
を
班
す
)
多
野

岬
村
よ
り
規
崎
浦
屯
械
切
を
な
す
.
止
宿

調

崎

岬
浦
大
庄
星
川
洲
轟
右
衛
門
。
脇
宿
富
岡
星
弥
想
右
衛
門
。
但
、
八
ッ
頃
肴
.
湊
深
十
間

十
四
日

伊
能
組
、
神
田
、
山
の
島
、
内
う
み
め
南
測
量
、
野
見
渡

ζFι 
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d
-
て
ね
仏
J-5
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す
る
。
r
h
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J
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h
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4
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マ
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H
ι

そ
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1
6
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p
fuい』ぜ
努

YLに
.
止
汽
よ
グ
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ぶ
吃
J
3v

E

よ
ι
、背
骨
紛
争
与
を
句

Z
Ii
vz
η
へ五

zt

ル
ー
マ
今
会

q
t
K
4
1き
な
ん

h
ゅ
う
-
み
む

MzuvfdE多

泌

y吃
、
t
t
v
tわ
れ

、

サ
と
4

仰
b
A
4
h
F
l
l

寸
ハ
ゐ
J

守
h
'f炉

Z
電話〆
L
M均

3
ふ唱す

め
frmptノ
ザ
今
ゐ

J
'

号
ろ
4dJ
序

4a
t，r
メ
必
J

V

7

h
J

的
yd与ど
J
労
②

行
で
須
崎
に
宿
る
。

[当
該
日
の
伊
能
忠
敬
測
量
臼
芭

五
月
十
四
日

朝
噌
。
ム
ハ
ァ
半
頃
彊
崎
浦
出
立
。
昨
日
神
田
村
地
先
印
抗
よ
り
初
、

多
軒
餌
材
、
岡
村
串
野
鴻

を
到
、
そ
れ
よ
り
大
谷
村
(
枝
)
勢
弁
を
居
て
野
見
村
人
家
下
よ
り
大
谷
村
堤
通
測
。
乗
船

し
て
調
崎
浦
(
足
、
調
崎
陣
潟
と
い
‘
?
)
へ
帰
着
・
別
手
、
坂
師
、
柴
山
、
文
助
、
善
八
、
井
ノ
尻

浦
よ
り
乗
船
し
、
湖
内
村
字

y
yラ
暗
よ
り
初
、
外
満
々
週
地
ノ
浦
を
過
ぎ
、
岡
村
字
竹
ノ
内

通
測
る
.
止
宿

野
且
浦
被
浦
久
通
浦
、
百
M
E

弥
三
郎
.

十
五
日

大
谷
よ
り
前
山
、
中
の
島
、
戸
一
島
測
り
て
の
み
捕
に
宿
る
。
此
夜
俄
に
向
か
山

峯
道
い
と
悪
き
に
伐
主
け
て
道
造
る
と
て
、
神
田
、
多
の
郷
、
吾
井
な
と
よ
り
あ
ま
た
人

夫
出
さ
せ
て
、

十
六
日

朝
ま
た
く
ら
一
き
程
道
作
り
初
む
。
此
間



の
こ
と
〉
も
い
と
多
端
に
し
て
書
も
と
h

め
す
。

+
七
日
、
昨
日
の
如
し。

十
八
日
、
陰
。
け
ふ
二
組、

一
手
は
安
和
浦
。

一
手
は
宿
よ
り
安
和
ま
で
測
量
。

巳
刻
よ

り
犬
用

+
九
日
，
大
雨
に
て
滞
留
。
き
の
ふ
の
残
り
い
さ
〉
か
測
量
有
り
。
文
大
同

付
6
1
η
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叫

ド

4wi例
点
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h
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l
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H
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J
h
u
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A
Tpd
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お
防
庁
守

J
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f
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f
e岳、レベ停
る
vq'k芝
、1
1
7事利
2
味
j
F

7

砂
ん
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#
J
f
u

‘

一
九

p

l

廿
日

小
雨
ふ
る
。
午
時
よ
り
小
し
晴
た
れ
は
出
立
。
周
蔵
主
し
心
地
悪
し
与
と
て
と
与

ま
る
。
や
か
て
上
の
加
江
の
宿
に
と
て
行
。

廿

日

例
の
如
し
。

士山
和
浦
渡
り
測
量
。

廿
二
日

例
の
如
し
。
幡
多
郡
の
普
請
役
生
原
弥
王
衛
門、

森
本
喜
之
助
等
参
る
。

用
の

事
と
も
示
合
す
。

廿
=
百

例
の
出
尾
坂
部
先
手
に
て
お
室
の
浜
よ
り
初
む
。
又
午
時
よ
り
雨
に
成
る
。

お
室
な
る
済
て
船
に
て
鈴
浦
に
つ
く
。
こ
よ
ひ
幕
や
何
や
喜
之
助
弥
王
衛
門
へ
渡
す
。

廿
四
日

雨
ふ
り
て
滞
留
。
あ
す
な
ん
こ
と
〉
は
て
〉
窪
川
ま
て
帰
り
な
ん
と
定
む
。

島一義ヂよー
やら十
一ー
レ
ゲ
ー
が
長
老
払
:1

6
h掛一

3
4
?引のド喜怒勾
h
l
r
吃
イ

V
3
31い一

ゅう
り
弘
、11seノ
ザ

hbTfvv:，h
F
V
a
r
一
¥
ー一

ず
マ
杉
生
P
1ウ
ク
けが

-
q
f
?
τ
i
b
T宅
穆
ぶ
一

J

町五

Dみ
そ

4
3
7
fp
fz
t
t
L
Y
K奇
妙
1
f一

uo
う

hLIイ
O
LN

.

と

廿
玉
日

雨
ふ
る
匂
や
か
で
佐
賀
ま
で
測
。
こ
よ
ひ
は
幡
多
郡
へ
引
渡
た
れ
は
、
事
は
て
〉

か
の
公
義
衆
の
宿
に
ま
か
り
て
い
と
ま
ご
ひ
て
、
帰
り
ぬ
。
高
知
え
帰
る
へ
き
い
そ
く
な

と
す
。
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廿
六
日

佐
賀
出
足
。
久
礼
泊
り
。

廿
七
日

高
知
布
し
困
へ
帰
っ
く
。
此
酉
郡
に
て
も
事
い
た
く
お
お
か
め
れ
と
、
書
も
と
〉

め
す
。
い
と
〉
〉
お
ろ
そ
か
に
て
な
ん
。

合

ミE
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忠
敬
没
後
一

一百
年
記
念

測
量
協
力
者
子
孫
顕
彰
会
の
経
緯

伊
能
測
量
協
力
者
顕
彰
会
事
務
局

忠
敬
投
後
二
百
年
行
事
の
開
催
を
決
定
し
、
研
究
会

の
予
算
計
上
を
お
こ
な
っ
た
の
は
、
香
取
市
長
も
出
席

し
た
霞
ヶ
関
ピ
ル
の
総
会
だ
っ
た
と
思
う
。
展
覧
会
が

出
来
な
い
か
と
、
新
聞
社
、
博
物
館
と
色
々
交
渉
し
た

が
、
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
自
分
遣
だ
け
で
、

歴
史
に
残
る
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
や
ろ
う
と
、
伊
能
測
量

協
力
者
子
孫
を
東
京
に
招
鴨
し
て
顕
彰
式
を
お
こ
な

う
こ
と
と
な
り
、
伊
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
公
開
と
、
測
量

協
力
者
子
孫
の
招
鞠
に
つ
い
て
、
二
回
に
わ
た
り
中
央

紙
、
地
方
紙
に
記
者
発
表
を
お
こ
な
っ
た
。

伊
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
方
は
素
晴
ら
し
い
反
応
で
、

サ
ー
バ
ー
の
ダ
ウ
ン
を
起
こ
し
た
ほ
ど
だ
っ
た
が
、
御

子
孫
集
合
に
つ
い
て
は
、

E
直
な
と
こ
ろ
、
ど
の
程
度

の
反
響
が
あ
る
の
か
見
当
が
つ
か
な
か
っ
た
。

結
果
は
本
誌
8
5
号
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
理
事
会

の
決
定
は
二
十
五
年
十
二
月
末
で
、

一
月
に
香
取
市
長

に
説
明
に
ゆ
き
、
全
国
的
に
呼
び
か
け
る
な
ら
東
京
が

い
い
で
し
ょ
う
、
と
い
う
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
始
め

る
こ
と
に
な
っ
た
.
発
表
は
平
成
二
十
六
年
二
月
十
玉

日
で
、
渡
辺
名
誉
代
表
、
鈴
木
代
表
と
伊
能
忠
敬
記
念

館
か
ら
学
芸
員
も
出
席
し
て
子
孫
呼
び
掛
け
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
具
体
的
な
内
容
は
何
も
き
ま
っ
て
は
い

な
か

っ
た
。

最
初
の
名
乗
り
出

平
成
二
十
六
年
二
月
十
六
日
午
前
九
時

O
二
分
の

メ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

「
ヤ
フ

l
ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
し
た
。
子
孫
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
物
D
B
に
出
て
い
る
「
平
田
屋
平
助
」

は
・
・
・

」
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

子
孫
を
探
す
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
が
、
勇
気
付
け
ら
れ
る
。
次
の
問
い

合
わ
せ
は
、
岩
手
県
大
槌
町
の
職
員
の
方
か
ら
「
朝
日

新
聞
で
情
報
を
見
ま
し
た
」
と
、
大
槌
村
と
吉
里
古
里

村
前
川
善
兵
衛
の
子
孫
が
健
在
と
い
う
も
の
だ
っ
た

が
、
最
終
的
に
は
陸
前
高
田
か
ら
一
人
(
同
行
者
二
名
)

と
宮
古
ら
一
人
の
計
二
人
の
子
孫
が
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
。

前
者
の
子
孫
は
「
忠
敬
に
使
っ
て
い
た
だ
い
た
夜
着

(
ド
テ
ラ
)
」
左
の
写
真
。
後
者
は
「
先
祖
が
遺
し
た

日
誌
{
磯
鶏
日
記
ご
と
い
う
お
宝
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
た
。

明
治
維
新
で
落
塊
し
た
庄
屋
の
子
孫

同
じ
く
平
成
二
十
六
年
二
月
+
六
日
午
後
七
時
五

六
分
に
初
日
か
ら
十
六
件
自
の
メ
ー
ル
が
入
っ
た
。

「
エュ

l
ス
で
、
伊
能
忠
敬
を
支
援
し
た
人
々
の
子

孫
を
標
し
て
い
る
と
拝
見
し
ま
し
た
。
第
八
次
測
量
の

文
化
十
年
十
一
月
二
十
四
日
に
、
木
次
町
に
宿
泊
し
た

際
に
舎
を
健
供
し
た
土
産
半
十
郎
は
私
の
祖
先
で
す
。

土
屋
家
は
明
治
時
代
に
落
擁
し
た
た
め
、
資
料
ら
し

い
資
料
は
残
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ご
縁
を
感
じ
ま
し

て
ご
連
絡
を
差
し
上
げ
た
次
第
で
す
」
と
い
う
連
絡
だ

っ
た
。
こ
の
方
は
最
終
的
に
は
最
初
の
参
加
者
と
な
り

ま
し
た
。

感
動
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
激
励
を
貰
う

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
「
み
ん
な
の
ニ
ユ
ス
」
か
ら
取
材

を
受
け
、
連
絡
担
当
の
戸
村
が
平
成
二
十
六
年
二
月
十

七
日
テ
レ
ピ
に
登
場
し
、
今
回
の
催
事
の
趣
旨
(
伊
能

忠
敬
の
偉
業
は
協
力
者
あ
っ
て
の
も
の
だ
か
ら
、
そ
の

協
力
者
を
顕
彰
す
る
}
を
説
明
し
た
。
そ
の
番
組
を
見

た
と
い
う
視
聴
者
か
ら
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

入
る
。ご
一月
十
七
日
放
送
の
フ
ジ
テ
レ
ビ

「み
ん
な
の
ニ

ュ
ー
ス
」
を
見
て
お
使
り
い
た
し
ま
す
。
正
直
申
し
上

げ
て
、
目
か
ら
脱
が
落
ち
た
思
い
で
す
。
伊
能
忠
敬
に

つ
い
て
は
、
多
く
の
日
本
人
は
こ
れ
ま
で
固
定
化
さ
れ

た
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
「
伊
能
個
人
の
業
績
に
よ
っ
て
、

日
本
人
は
は
じ
め
て
日
本
国
の

E
し
い
姿
を
知
る
こ

と
が
で
き
た
の
だ
」
と
。
私
も
こ
れ
ま
で
、
同
僚
の
印

象
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
は
そ

の
よ
う
な
認
織
を
改
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
始
め
て
お
り
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
当
時

の
日
本
人
の
多
く
は
、
伊
能
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
共
感

を
お
ぼ
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
。
幕
閣
の
要
人
の

み
な
ら
ず
、
末
端
の
庶
民
に
い
た
る
ま
で
が
、
伊
能
の

志
を
聞
き
、
そ
の
熱
意
に
ほ
だ
さ
れ
、
「
こ
の
国
の
本

当
の
姿
を
見
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
結
果

「全
国
測
量
」

な
ど
と
い
う
大
事
業
を
成
し
と
げ
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
は
な
い
か
。
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
は
、
伊

53 



能
個
人
と
い
う
よ
り
も
、
当
時
の
日
本
人
の
知
的
好
奇

心
の
集
大
成
な
の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
は
じ
め
て
い

ま
す
。
今
後
の
ご
研
究
に
期
待
い
た
し
ま
す
」

フ
ロ
ア
展
で
感
動
し
た
子
孫
の
雄
叫
び

平
成
二
十
六
年
二
月
十
九
日
午
後
四
時
四
分
の
メ

ー
ル
。
「
新
聞
を
見
て
、
メ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

当
家
は
、
私
で
十
七
代
目
、
当
時
は
中
嶋
伝
衛
門
で

(
過
去
帳
に
記
載
)
蔵
入
大
庄
屋
の
本
陣
で
し
た
。
地

図
の
星
印
会
が
当
家
で
す
。

唐
津
の
フ
ロ
ア
展
で
実
寸
の
地
図
を
見
て
、
感
動
い

た
し
ま
し
た
。
酒
造
業
を
営
み
、
栄
枯
盛
衰
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

代
々
続
い
て
い
ま
す
け
ど
、
家
を
建
て
替
え
た
り
し

ま
し
た
の
で
、
何
も
資
料
が
残
っ
て
い
な
い
の
が
、
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
方
は
ご
夫
婦
で
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
ロ

フ
ア
ミ
日
1
ス
ト

l
p
ー
を
確
認
で
き
た
子
孫

子
孫
探
し
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
イ
ノ
ベ
デ
イ
ア
の
人

物
D
B
に
ア
ク
セ
ス
し
、
仏
壇
の
位
牌
の
名
前
と

一
致

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
更

に
図
書
館
な
ど
を
調
べ
て
当
家
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ト

ー
リ
ー
が
明
確
に
な
っ
た
、
と
喜
び
参
加
し
て
く
れ
た

子
孫
が
複
数
登
場
し
た
。

伊
能
大
図
の
天
測
印
食
で
確
か
め
る

「
私
の
玉
、
六
代
前
の
先
祖
に
大
迫
清
右
衛
門
と
い

う
者
が
お
り
ま
す
ロ
(
中
略
)
身
内
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
当
時
の
地
名
で
山
川
村
大
字
福
元
、
今
の
山
川
金

生
町
と
い
う
と
こ
ろ
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
舞
い
込
む
。

そ
の
住
所
の
部
分
と
大
図
を
重
ね
合
わ
せ
た
と
こ
ろ

一
致
、
山
川
村
の
止
宿
先

「大
迫
け
さ
」

る
こ
と

が
判
り
顕
彰
会
に
参
加
な
さ
っ
た
。

の
子
孫
で
あ

ま
た
、
埼
主
県
篠
津
村
の
止
宿
先
も
、
伊
能
大
図
の

天
測
印
会
を
頼
り
に
会
員
と
地
元
の
郷
土
史
研
究
の

人
々
の
調
査
で
掘
り
出
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

突
然
の
宿
舎
提
供
で
協
力
者
と
な
る

赤
堀
み
さ
お
傑
の
ご
先
祖
の
場
合
は
、
休
泊
触
れ
で

止
宿
先
と
予
め
決
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
忠
敬
が

先
触
で
指
定
し
た
村
に
は
泊
家
が
な
か
っ
た
の
で
急

逮
止
宿
先
と
な
っ
た
と
い
う
。
赤
堀
家
に
は
早
く
か
ら

町
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い

た
の
で
名
乗
り
出
て
い
た
だ
い
た
。

口
伝
は
あ
っ
た
が
人
物
D
B
で
子
孫
と
確
認

横
須
賀
城
下

「次
郎
人
」
の
子
孫
で
あ
る
小
野
恵
美

子
様
か
ら
の
メ

l
ル
。
「
伊
能
様
が
泊
ま
っ
た
と
は

代
々
言
い
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
証
拠
も
な
く

確
か
め
る
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
デ
ー
タ
ベ

ー

ス
で
確
認
で
き
て
、
よ
か
っ
た
で
す
。
」

安
藤
由
紀
子
さ
ん
と
友
人
だ
っ
た

王
島
列
島
太
之
浦
の
坪
井
三
一之
助
と
坪
井
繁
弥
の

直
系
の
子
孫
で
あ
る
坪
井
隆
治
傑
の
場
合
は
、
奥
陣
怖
が

当
研
究
会
会
員
で
あ
っ
た
故
安
藤
由
紀
子
さ
ん
と
友

人
で
、
安
藤
さ
ん
か
ら
伊
能
の
資
料
を
頂
い
た
り
し
て

い
た
こ
と
か
ら
、
伊
能
忠
敬
の
止
宿
先
と
い
う
こ
と
は

分
か
っ
て
い
た
の
で
、
名
乗
り
出
て
い
た
だ
い
た
。

岡
山
城
下
止
宿
先
は
歴
史
好
き
の
岡
山
T
V
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
爾
査
で
判
明

岡
山
城
下
止
宿
先
子
孫
の
詫
間
祥
江
織
の
こ
と
は
、

歴
史
好
き
の
岡
山
T
V
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
教
え
て
く

れ
た
。
戸
村
が
岡
山
テ
レ
ビ
の
取
材
に
応
じ
た
の
が
機

縁
で
あ
っ
た
。

-54-

会
報
の
原
稿
に
記
載
の
記
事
を
頼
っ
て

下
総
国
行
徳
本
村
名
主
の
加
藤
惣
右
衛
門
に
つ
い

て
は
当
会
の
会
報
第
二
十
三
一号

「伊
能
忠
敬
の
房
総
沿

岸
測
量
」
の
な
か
で
「
加
藤
竹
男
家
で
あ
り
、
江
戸
川

岸
の
常
夜
灯
に
間
近
く
」
と
説
明
さ
れ
て
い
た
の
で
、

実
際
に
現
地
に
行
っ
て
み
た
。
現
在
そ
こ
は
士
化
財
と

な
っ
て
い
て
子
孫
は
住
ん
で
い
な
か
っ
た
。
士
化
財
の

住
所
を
確
認
し
て
手
紙
を
出
し
た
結
果
、
御
参
加
を
い

た
だ
い
た
。

最
上
徳
内
の
妻
の
実
家
「
島
谷
家
」

蒔
苗
博
道
さ
ん
の
お
母
さ
ん
の
実
家
は
野
辺
地
で

江
戸
時
代
に
廻
船
問
屋
だ
っ
た
島
谷
家
で
あ
る
と
の
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こ
と
。
そ
の
島
谷
家
に

「忠
敬
来
泊
」
と
記
述
さ
れ
た

資
料
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第

一
次
の
測
量
日
記
に
止

宿
先
は
寄
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
ど
う
か
な
と
迷
っ
た

が
、
伊
能
大
図
の
測
線
と
天
測
印
を
国
土
地
理
院
地
図

に
重
ね
合
わ
せ
て
、
場
所
を
蒔
苦
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

た
所
、
そ
こ
が
島
谷
家
の
場
所
と
分
か
り
子
孫
と
確
定

し
ま
し
た
。

執
念
が
実
っ
て
由
緒
文
書
が
出
現

小
野
友
子
さ
ん
の
最
初
の
メ

l
ル
は
次
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
。
「
私
は
鹿
児
島
県
垂
水
市
出
身
で
す
。

昔
、
伊
能
忠
敬
先
生
が
来
垂
さ
れ
、
大
隅
半
島
を
廻
ら

れ
た
時
に
、
私
の
先
祖
が
道
な
き
道
を
ご
案
内
し
た
の

だ
と
、
母
か
ら
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
」
と
。
し
か
し

な
が
ら
、
ご
先
祖
の
名
前
が
分
か
ら
ず
、
ま
た
、
測
量

日
記
に
も
そ
れ
ら
し
い
名
前
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た

が
、
「
道
な
き
道
を
案
内
」
に
関
し
て
は
、
大
隅
半
島

日
崎
の
測
量
を
し
た
文
化
十
一

年
六
月
十

一
日
の
日

記
に
「
先
手
度
部
、
下
河
辺
、
永
井
、
上
回
、
平
介
、

岸
良
村
・南
浦
村
界
よ
り
(
中
略
)
永
坪
迄
横
切
を
測
。

そ
れ
よ
り
海
岸
の
山
の
中
腹
を
測
る
」
と
記
録
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
口
伝
と

一
致
し
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
子
孫
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
暫
く

し
て
先
祖
の
名
前
と
浦
役
を
し
て
い
た
と
の
、
先
祖
書

が
縁
戚
で
発
見
さ
れ
確
認
で
き
ま
し
た
。

半
年
問
、
電
語
し
続
け
て
接
触

平
成
二
十
六
年
七
月
四
日
、
次
の
メ
ー
ル
が
舞
い
込

ん
だ
。
「
近
江
か
ら
逃
れ
て
五
十
里
に
土
着
し
た
十
村

大
庄
屋
高
島
庄
右
衛
門
の
子
孫
の
方
の
家
か
ら
高
岡

市
王
十
里
に
家
が

一
軒
あ
り
、
現
在
そ
こ
に
は
住
ま
い

せ
ず
、
そ
こ
の
娘
さ
ん
が
時
々
掃
除
等
に
訪
れ
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
、
電
話
番
号
が
知
ら
さ
れ
た
」

「
王
十
里
っ
て
伊
能
測
量
ル

l
ト
か
ら
ず
い
ぶ
ん
と

離
れ
て
い
る
な
0

」
「十
村
つ
て
な
ん
だ
0

」
「近
江
か

ら
逃
れ
て
宜
十
里
の
土
着
。
」
と
い
う
疑
問
符
の
突
い

た
感
想
を
抱
き
つ
つ
、
以
来
、
な
ん
と
か
手
が
か
り
を

得
よ
う
と
件
の
電
話
番
号
に
何
回
か
電
話
を
か
け
た
。

半
年
間
反
応
が
無
く
、
諦
め
か
け
て
い
た
。
没
後
二
百

年
が

一
年
後
に
迫
っ
た
平
成
二
十
九
年
の
年
明
け
に

な
り
、
ま
た
ま
た
電
話
し
た
と
こ
ろ
、
反
応
が
あ
り

纏
々
会
話
す
る
こ
と
が
出
来
て
、
結
果
と
し
て
名
乗
り

出
て
い
た
だ
い
た
の
が
城
石
岡
子
さ
ん
で
し
た
。

新
幹
疎
開
通
で
参
加
出
来
た
子
孫

越
中
の
測
量
家
石
黒
信
由
さ
ん
の
御
子
孫
石
黒
信

こ
さ
ん
の
場
合
は
こ
う
だ
っ
た
。

子
孫
探
し
が
ス
タ
ー
ト
し
て

一
年
後
の
平
成
二
十

七
年
四
月
九
日
に
次
の
メ
l
ル
を
受
信
「
私
の
実
家
は

富
山
県
の
高
岡
市
に
あ
り
ま
す
。
祖
先
の
残
し
た
古
士

書
に
伊
能
先
生
や
、
そ
の
弟
子
の
方
の
お
名
前
の
入
っ

た
審
物
が
有
り
ま
す
。
測
量
関
係
の
古
士
事
で
す
。
そ

の
部
分
を
写
し
た
資
料
を
お
送
り
ま
す
。
自
分
で
は
な

か
な
か
解
説
出
来
な
い
為
に
調
べ
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
。
メ
l
ル
に
添
付
さ
れ

て
い
た
古
文
書
は
下
図
で
あ
る
。

見
る
人
が
見
れ
ば
、
石
鳥
文
書
で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
が
、
来
歴
な
ど
を
考
慮
し
、
扱
い
を
迷
っ
て
い

た
。
結
局
、
越
中
国
高
木
村
の
測
量
家

「石
黒
信
由
」

の
作
成
し
た
も
の
を
石
黒
の
孫
弟
子
が
書
き
写
し
、
そ

れ
を
前
記
メ
ー
ル
の
送
信
者
の
祖
先
に
送
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
と
判
明
。
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
祖

先
は
協
力
者
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
大

会
で
は
会
友
(
北
阿
倍
美
様
)
と
し
て
参
加
い
た
だ
い

た
。
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一
方
、
石
黒
信
由
は
測
量
日
記
に
は
記
録
さ
れ
て
い

な
い
が
、
忠
敬
と
情
報
交
換
し
伊
能
測
量
術
の
普
及
を

計
ら
れ
た
こ
と
は
明
白
な
の
で
、
お
肯
か
け
す
る
こ
と

と
し
、
射
木
市
新
湊
博
物
館
の
学
芸
員
を
通
じ
て
連
絡

を
御
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

「新
幹
線
も
開
通
し
て
手
軽

に
東
京
に
行
け
る
の
で
参
加
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。

非
通
知
殴
定
の
電
話
連
絡
の
為
、
追
跡
不
能

子
孫
探
し
が
ス
タ
ー
ト
し
た
直
後
、
携
帯
に
電
話
が

入
り
、

「愛
媛
で
伊
能
測
量
の
お
手
伝
を
し
た
者
の
子
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孫
で
す
。
今
、
資
料
を
探
し
て
い
る
の
で
改
め
て
連
絡

し
ま
す
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
電
話
が
切
れ
た
。
非
通
知

設
定
が
さ
れ
て
い
る
ら
し
く
履
歴
が
記
録
さ
れ
な
か

っ
た
の
で
追
跡
調
査
が
出
来
な
か
っ
た
。

一
年
後
に
な

っ
て
次
の
よ
う
な
メ
ー
ル
を
受
信
し
た
。

「突
然
に
お
手
紙
を
差
し
上
げ
ま
し
て
失
礼
い
た

し
ま
す
。
私
は
、
昨
年
二
月
毎
日
新
聞
に

「伊
能
図
測

量
支
援
者
子
孫
集
ま
れ
」
の
記
事
を
見
ま
し
て

一
度
お

電
話
を
差
し
上
げ
た
森
田
と
申
し
ま
す
。
そ
の
後
何
の

ご
返
事
も
し
な
い
で
、
大
変
失
礼
を
い
た
し
ま
し
た
。

私
も
ご
先
祖
僚
の
事
を
少
し
ず
つ
調
べ
て
い
こ
う

と
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
を
集
め
て
い
ま
す
。
私
の
先
祖

が
伊
能
忠
敬
測
量
隊
の
皆
さ
ま
を
応
接
し
ま
し
た
こ

と
は
故
郷
の

「小
松
町
誌
」
で
知
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
な
研
究
会
が
あ
り
膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
全
国
の
詳
細
資
料
を
蓄
積
し
様
々
な
ご
活
動
さ
れ

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
。
こ
の

方
は
そ
の
後
、
名
誉
代
表
宅
を
訪
れ
色
々
懇
談
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
の
伊
能
忠
敬
の
活
動
に
感
動
し
た
市
民
の
働
き
か

け
か
ら
名
乗
り
で
る

子
孫
探
し
が
ス
タ
ー
ト
し
て

一
年
半
ほ
ど
経
過
し

て
も
、
和
歌
山
県
か
ら
の
参
加
者
は
出
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
時
に
平
成
の
伊
能
忠
敬
こ
と
鈴
木
孝
吉
さ

ん
が
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
四
国
沿
岸

一
周
お
よ
び
紀

伊
半
島
沿
岸

一
周
の
旅
に
出
発
し
た
。

そ
こ
で
和
歌
山
に
居
る
戸
村
の
知
人
に
そ
の
こ
と

を
連
絡
。
そ
の
際
、
和
歌
山
か
ら
子
孫
の
名
乗
り
出
が

皆
無
だ
と
伝
え
た
所
、
彼
は
地
元
の
新
聞
や
放
送
局
に
、

平
成
の
伊
能
忠
敬
を
取
材
し
て
欲
し
い
、
伊
能
測
量
協

力
者
子
孫
の
名
乗
り
出
を
呼
び
か
け
て
欲
し
い
、
と
働

い
て
く
れ
た
。

そ
の
働
き
が
効
を
奏
し
、
地
元
ラ
ジ
オ
局
や
新
聞
が

動
き
、
そ
の
結
果
と
し
て
名
乗
り
出
て
く
れ
た
の
が
太

地
町
の
二
人
の
和
田
さ
ん
で
あ
る
。

顕
彰
に
感
動
し
関
係
子
孫
全
員
で
参
加

子
孫
で
あ
る
と
の
名
乗
り
出
て
い
た
だ
い
た
後
、
本

来
誰
が
受
取
人
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
か
の
気
遣
い
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
が
複
数
お
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「本
目
、

ニ
O
二
ハ
年
二
月
十
六
日
づ
け
京
都
新
聞
朝

刊
お
ベ

l
ジ
に
掲
載
の

「伊
能
の
協
力
者
名
乗
り
を
」

に
関
し
て
の
メ
ー
ル
で
す
。

我
が
家
は
京
都
新
聞
の
購
読
者
で
は
な
い
の
で
す

が、

友
人
か
ら
メ
l
ル
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
参
考

の
た
め
に
メ
l
ル
い
た
し
ま
す
。

我
が
家
は
旧
亀
山
藩
の
本
陣
で
し
た
。
屋
号
は
紙
屋

と
申
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
伊
能
忠
敬
は
士
化
十

一
年

(
一
八

一
四
)
二
月
十
三
一，
十
四
日
、
同
二
十
1
二
十

四
日
の
二
度
、
十
名
で
来
訪
。
十
三
日

二
十
一
日
は

亀
山
藩
本
陣
に
宿
泊
し
た
、
と
あ
り
ま
す
。

人
足
の
手
配
、
賞
事
の
手
配
な
ど
、
こ
ま
ご
ま
し
た

資
料
も
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
『
ょ
う
で
す
』
と
書

い
て
お
り
ま
す
の
は
、
す
で
に

{昨
年
三
一月
)
古
士
書

は
亀
岡
市
士
化
資
料
館
に
寄
贈
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

昨
年
四
月
二
十
五
日
か
ら
で
し
た
か
、
こ
の
亀
岡
士
化

資
料
館
で
は

「企
画
展
示
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
企
画
展
資
料
の
編
集

・
発
行
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

(
こ
の
冊
子
の
裏
に
は
協
力
者
と
し
て
私
の
名
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
来
な
ら
我
孫
子
市
に
住
む
弟

と
す
る
べ
き
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
)
伊
能
忠
敬

に
関
す
る
情
報
は
こ
の
亀
岡
士
化
資
料
館
に
集
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
か
ら
コ

こ
の
方
は
今
回
の
大
会
に
参
加
し
て
頂
い
た
桂
文

子
さ
ま
で
、
こ
ち
ら
か
ら
は
結
局
友
人
も
吉
め
て
さ
一人

も
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
さ
一人
参

加
い
た
だ
い
た
子
孫
の
方
は
、
陸
前
高
田
の
黄
川
田
さ

ん
、
和
歌
山
県
太
地
の
和
田
さ
ん
、
土
佐
の
国
の
奥
富

さ
ん
、
薩
摩
領
大
隅
国
の
小
野
さ
ん
、
鳥
取
の
佐
々
木

さ
ん
、
福
岡
の
中
村
さ
ん
(
こ
ち
ら
は
四
人
)
だ
っ
た
。

伊
能
隊
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
方
々
は
当
時
か
ら

名
家
の
方
々
と
お
も
わ
れ
ま
す
が
、
今
ま
で
二

O
O年

続
い
て
お
ら
れ
こ
と
に
、
素
晴
ら
し
い
も
の
を
感
じ
ま

し
た
.

参
加
者
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
会
員
は

勿
論
、
色
々
な
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

資
金
面
で
は
伊
能
忠
敬
研
究
会
、
イ
ノ
ペ
デ
イ
ア
の

資
金
を
拠
出
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
会
員
各
位
に
も
多
額

の
寄
付
を
御
願
い
し
ま
し
た
。

欠
席
な
が
ら
寄
付
だ
け
戴
い
た
方
も
多
数
ご
ざ
い

ま
す
。
招
待
者
か
ら
も
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
ご
芳
名
は
、
会
報
8
5
号
に
報
告
し
て
お
り

ま
す
。
ほ
か
に
子
孫
探
し
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
も

多
数
お
ら
れ
ま
す
が
、
当
会
は
ご
協
力
の
数
字
的
内
容

は
こ
れ
ま
で
、
公
表
し
な
い
こ
と
を
建
前
と
し
て
参
り

ま
し
た
の
で
、
ご
芳
名
だ
け
を
掲
載
し
ま
す
。

会
員
で
は
、
馬
場
、
柏
木
、
平
田
、
松
宮
、
山
浦
、

宝
造
、
小
坪
の
各
会
員
と
渡
辺
名
誉
代
表
。
会
友
で
は
、

石
原
、
北
岡
ひ
ろ
み
氏
。
御
子
孫
か
ら
の
協
力
者
と
し

て
福
田
氏
で
し
た
。

名
乗
り
出
て
く
れ
た
方
々
を
子
孫
に
違
い
な
い

と
確
定
し
た
の
は
、
渡
辺
名
誉
代
表
で
す
が
、
戸
村
か

ら
も
忠
敬
測
量
日
記
と
対
比
し
資
料
提
出
を
い
た
し
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ま
し
た
。
こ
の
作
業
で
は
イ
ノ
ベ
デ
イ
ア
で
提
供
し
て

い
る
測
量
日
記
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
を
最
大
限
活
用
し

て
い
ま
す
。

伊
能
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

イ
ノ
ベ
デ
イ
ア

・
メ
ン
バ
ー
全
員
が
手
分
け
し
て
、

測
量
日
記
解
説
版
に
目
を
通
し
、
測
量
協
力
者
の
名
前

と
協
力
内
容
を
エ
ク
セ
ル
に
登
録
し
て
、
そ
れ
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
二
月
十
五
日

に
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
公
開
と
同
時
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
御
先
祖
の
顕
彰
事
業
を
新
開
発
表
し
ま
し
た
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
発
表
の
際
は
ア
ク
セ
ス
が
殺
到
し
サ
ー
バ

ー
が
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。

関
係
者
や
子
孫
の
方
々
は
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
公
開

さ
れ
た
伊
能
測
量
協
力
者
の
名
前
を
見
て
名
乗
り
出

ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、

二
百
年
前
の
先
祖
に
感
謝
状
を

進
呈
と
い
わ
れ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
催
し
は
か
つ
て
な

い
し
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
、
さ
ぞ
驚
か
れ
た
で
あ
ろ

九
ノ
。記
録
に
も
と
づ
い
て
戸
村
か
ら
ご
説
明
申
し
上
げ

て
御
理
解
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
予
想
を
は

る
か
に
超
え
る
参
加
者
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

志
の
輔
師
匠
の
記
念
落
語
の
成
功

こ
の
落
語
会
は
催
し
の
成
功
に
大
き
く
貢
献
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
志
の
輔
師
匠
が
紋
付
の
持
上
下

に
身
を
か
た
め
、
「
業
界
の
仕
来
り
に
従
い
、

=
7
=
7

七
拍
子
で
」
と
い
っ
て
手
締
め
を
し
て
い
た
だ
い
た
情

景
は
、
今
で
も
皆
様
の
ま
ぶ
た
に
焼
き
つ
い
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。
名
人
芸
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
、
と
深

く
印
象
づ
け
ら
れ
る

一
幕
で
し
た
。

香
取
市
も
以
前
に
申
し
込
ん
で
い
て
、
ペ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
な
っ
て
お
り
、
研
究
会
に
降
り
て
く
れ
と
の
お
話

し
も
あ
り
ま
し
た
が
、
師
匠
は
や
る
な
ら
両
方
、
断
る

に
し
て
も
両
方
と
思
い
を
定
め
て
お
ら
れ
た
ら
し
く
、

結
局
双
方
上
演
と
き
ま
り
、
い
づ
れ
も
大
盛
会
と
な
り

ま
し
た
。

落
語
会
成
功
の
最
大
の
功
労
者
は
岩
本
さ
ま
で
す
。

誰
か
ら
話
が
出
た
と
か
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
く
、

気
を
つ
か
つ
て
志
の
輔
事
務
所
と
緊
密
に
連
絡
を
と

り
、
会
場
の
確
保
、
移
動
手
段
の
打
合
せ
、
台
本
、
当

日
の
運
営
要
員
ま
で
配
慮
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
志
の

輔
師
匠
に
名
誉
会
員
を
御
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

い
た
。

開
会
に
至
る
事
務
手
続
き

開
会
直
前
の
事
務
方
は
目
か
ら
火
の
出
る
よ
う
な

大
騒
ぎ
で
し
た
。
そ
れ
で
も
王
分
遅
れ
で
開
会
し
ま
し

た
か
ら
、
火
事
場
の
馬
鹿
力
が
出
た
と
で
も
い
う
し
か

な
い
で
し
ょ
う
。

顕
彰
大
会
前
日
の
平
成
三
一十
年
四
月
二
十
日
(
金
)
、

敷
地
六
百
坪
の
豪
邸
守
)
戸
村
家
の
六
畳
間
に
保
管

中
の
山
の
よ
う
な
記
念
品
(
重
さ
は
四
百
キ
ロ
オ
ー
バ

ー
)
を
大
会
の
会
場
に
壇
ふ
た
め
ボ
ッ
ク
ス
ス
タ
イ
ル

の
マ
イ
カ
ー
に
詰
め
込
ん
で
午
前
十
時
過
ぎ
に
出
発
。

途
中
、
地
図
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
っ
て

「御
用
旗
」

を
山
本
会
員
か
ら
受
け
取
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
高
瀬
さ
ん

と
落
ち
合
っ
て
学
士
会
館
へ

。
高
瀬
さ
ん
に
手
伝
っ
て

い
た
だ
い
て
荷
を
降
ろ
し
て
か
ら
最
後
の
準
備
作
業

場
で
あ
る
渡
辺
名
誉
代
表
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
向
か
う
。

今
回
の
催
事
の
特
色
は
、
参
加
者
の
参
加
条
件
が
ひ

と
り
ひ
と
り
異
な
っ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
軟
弱
な
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
持
ち
主
の
シ

ニ
ア
で
あ
り
、
互
い
に
顔
見
知
り
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
全
国
か
ら
奥
様
、
お
子
様
同
伴
で
お
集
ま

り
い
た
だ
き
、

二
百
年
前
の
御
先
祖
に
功
績
感
謝
状
を

進
呈
す
る
と
い
う
例
の
な
い
催
事
で
す
。
ど
こ
に
も
あ

る
普
通
の
儀
式
で
は
な
い
の
で
、
手
作
り
な
が
ら
、
手

間
ひ
ま
を
か
け
て
、
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
徹
し
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
式
場
を
歴
史
と
風
格
の
あ
る
学
士
会

館
に
選
び
、
感
謝
状
は
手
作
り
で
個
人
ご
と
に
事
績
を

記
入
し
ま
し
た
。
懇
親
会
の
お
料
理
は
フ
ル
コ

l
ス
を

奮
発
、
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
リ
l
ド
役
を
配
置
と
、
念
を

い
れ
ま
し
た
。

映
像
や
伊
能
地
図
は
手
作
り
し
、
落
語
会
は
名
人

「立
川
士山
の
輔
」
に
登
場
願
い
、

二
百
年
記
念
法
要
は

忠
敬
の
宣
式
な
お
基
の
源
空
寺
墓
前
、
ご
案
内
に
は
都

営
観
光
パ
ス
を
丸
ピ
ル
前
に

2
台
横
付
け
し
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
に
よ
り
皇
居
か
ら
説
明
を
始
め
て
、
百
年
前

に
建
立
さ
れ
た
芝
公
園
の
記
念
碑
を
拝
見
。
忠
敬
隠
宅
、

幕
府
天
文
台
の
跡
地
な
ど
を
見
た
あ
と
、
富
岡
八
幡
の

忠
敬
出
発
の
銅
像
を
作
者
の
解
説
で
鑑
賞
し
、
墓
前
法

要
の
あ
と
東
京
駅
前
で
解
散
と
い
う
慌
し
く
も
充
実

し
た
二
日
間
た
っ
た
で
し
ょ
う
。

途
中
の
座
席
は
全
て
指
定
席
と
し
、
ご
夫
婦
、
同
伴

者
な
ど
参
加
者
の
個
々
の
事
情
を
尊
重
し
て
配
列
し

ま
し
た
。

種
類
の
多
い
指
定
券
の
袋
詰
め
は
、
恐
ろ
し
く
大
変

な
作
業
で
し
た
。
始
か
ら
、
段
取
り
し
で
あ
れ
ば
、
問

題
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
手
が
廻
ら
ず
立
ち
遅
れ
て
、

手
作
業
で
現
場
配
布
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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戸
村
と
高
瀬
は
午
後
二
時
す
ぎ
に
ポ
ス
タ
ー
を
持

っ
て
準
備
会
場
の
渡
辺
宅
に
到
着
。
そ
こ
で
は
既
に
鈴

木
由
生
子
会
員
が
先
祖
名
を
記
し
た
個
人
記
章
の
準

備
と
、
記
念
品
袋
の
ラ
ベ
ル
貼
り
を
初
め
て
い
ま
し
た
。

宮
内
理
事
、
渡
辺
夫
人
の
協
力
を
得
て
指
定
券
を
個

人
別
に
ま
と
め
て
入
れ
ま
し
た
が
、
大
作
業
に
な
っ
て

し
ま
い
、
夜
遅
く
ま
で
掛
か
り
ま
し
た
。
並
行
し
て
ポ

ス
タ
ー
を
丸
め
て
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
収
め
る
作
業
は
ス

タ
ッ
フ
の
横
溝
さ
ん
と
高
瀬
さ
ん
が
途
中
か
ら
加
わ

っ
て
終
わ
ら
せ
て
く
れ
、
鈴
木
由
生
子
さ
ん
の
個
人
別

記
章
の
準
備
お
よ
び
記
念
品
袋
へ
の
ラ
ベ
ル
貼
り
も

そ
の
時
点
ま
で
か
か
っ
で
終
了
し
て
帰
宅
さ
れ
ま
し

た
。当
日
、
学
士
会
館
で
や
る
べ
き
作
業
は
、
子
孫
の
名

前
を
貼
り
付
け
た
紙
筒
に
入
っ
た
感
謝
状
を
記
念
品

袋
に
個
別
に
入
れ
込
む
作
業
、
そ
れ
を
予
め
指
定
さ
れ

た
座
席
に
置
く
作
業
、
並
び
に
参
加
者
の
名
札
が
貼
ら

れ
た
記
章
を
受
付
台
に
並
べ
る
作
業
で
し
た
。

当
日
の
作
業
要
員
は
二
十
数
名
が
予
め
指
定
さ
れ

て
お
り
午
前
十
時
半
頃
に
は
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

い
ざ
作
業
を
始
め
よ
う
と
し
た
と
き
問
題
が
起
き

ま
し
た
。

前
日
の
準
備
段
階
の
考
え
で
は
、
個
人
別
に
名
前
ラ

ベ
ル
が
付
け
ら
れ
た
感
謝
状
や
土
産
袋
な
ど
の
配
布

物
は
受
付
で
お
渡
し
し
、
そ
の
後
に
お
客
様
を
自
席
ま

で
ご
案
内
す
る
予
定
で
し
た
。
し
か
し
、
受
付
の
混
雑

緩
和
や
、
ご
高
齢
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
か
ら
荷

物
を
持
つ
て
の
移
動
を
考
慮
し
、
お
座
り
い
た
だ
く
座

席
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
配
布
物
を
事
前
に
用
意

し
よ
う
と
し
た
た
め
、
各
配
布
物
と
座
席
と
の
対
応
表

が
な
か

っ
た
た
め
に
作
業
は
手
間
取
る
こ
と
に
な
り

混
乱
を
き
た
し
ま
し
た
。

既
に
、
子
孫
の
方
々
も
集
ま
り
だ
し
て
い
ま
す
。
と

に
か
く
や
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
鈴
木
代
表
、
高
安
副

代
表
も
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
受
付
は
堀
野
さ

ん
が

一
手
に
引
受
け
て
応
変
に
実
行
し
て
く
れ
ま
し

た
。
結
果
と
し
予
定
よ
り
王
分
遅
れ
で
顕
彰
式
を
始
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
戸
村
は
受
付
、
袋
配
り
、
来

客
の
応
対
と
動
き
廻
り
ま
し
た
。

顕
彰
式
は
プ
ロ
司
会
者
の
小
川
さ
ん
の
落
ち
着
い

た
捌
き
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
ど
お
り
厳
粛
に
格
調
高
く
進

み
ま
し
た
。

顕
彰
式
終
了
後
の
参
加
者
に
対
す
る
懇
親
会
の
指

定
座
席
へ
の
案
内
は
、
高
瀬
さ
ん
の
思
い
つ
き
で
、
会

場
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
い
た
だ
き
、
無
事
に
乗
り
切
り
ま
し

た
。顕

彰
大
会
が
終
了
し
、
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
で
あ

っ
た
と
参
加
者
か
ら
は
、
メ
ー
ル
や
手
紙
で
沢
山
の
礼

状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
楽
屋
裏
は
以
上
の

よ
う
に
薄
氷
を
踏
む
思
い
で
し
た
。
何
と
か
納
ま
っ
た

の
は
、
要
請
に
応
じ
て
、
全
国
か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
会
員
諸
兄
姉
の
頑
張
り
だ
っ
た
と
お
も
い
ま
す
。

参
会
の
御
子
孫
の
皆
様
か
ら
、
参
加
の
研
究
会
会
員

の
皆
様
、
要
請
に
応
じ
て
当
日
役
員
と
し
て
準
備
作
業

を
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
、
不
手
際

な
状
況
に
も
係
わ
ら
ず
、
盛
大
な
お
褒
め
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
参
加
者
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

(渡
辺
・
戸
村
肥
)

参
加
者
の
お
便
り
追
補

会

長

渡

辺

一
郎
様
戸
村
茂
昭
様

拝

啓

先

日

は

伊

能

忠

敬

没

後
2
0
0
年
記
念

伊
能
測
量
協
力
者
顕
彰
大
会
へ
お
招
き
頂
き
、
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
夢
の
織
な
舞
台
で
光
栄
で
し
た
。

先
祖
も
喜
ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
功
績
感
謝
状
は
、

大
切
に
し
て
、
後
世
に
語
り
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
早
速
、
私
の
質
問

「ど
こ
か
ら
、
ど
の
様
に
、
連
絡

が
入
る
の
で
し
ょ
う
か
。
」
に
つ
い
て
、
ご
回
答
(
詳

し
く
)
頂
い
て
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
質
問
は
、
近
く
の
ト
コ
ヤ
さ
ん
(
長
年
付
き
合

い
の
あ
る
)
に
感
謝
状
を
頂
い
た
と
話
し
た
時
に
、
ト

コ
ヤ
さ
ん
が
質
問
さ
れ
た
の
で
す
。

た
ぶ
ん
、
人
力
か
、
馬
で
、
手
紙
が
来
る
と
思
う
と

話
を
し
た
の
で
、
質
問
し
た
次
第
で
す
。

回
り
の
人
々
に
、
こ
う
ゅ
う
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
と
、

話
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
又
、
近
く
に
来

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平
成
3
0
年

5
月
8
日

一T
8
4
9
4
2
5
6

佐
賀
県
伊
万
里
市
山
代
町
久
原

川
浪
富
士
夫

敬
具
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九
州
支
部
長

平
成
初
年
度
九
州
支
部
総
会
報
告

石
川

清

恒
例
の
九
州
支
部
総
会
(
今
回
か
ら
例

会
を
呼
称
変
更
)
が
平
成
却
年
6
月
お

日
(
土
)
午
前
日
時
か
ら
福
岡
市
立
南
市

民
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
福
岡

・
佐
賀
は
も

と
よ
り
、
遠
方
の
畏
崎
、
熊
本
、

山
口
の

各
県
か
ら
会
員
日
名
、
ゲ
ス
ト
参
加
5
名

(
内
入
会
予
定
者
2
名
会
員
同
伴
者
3

名
)
計
却
名
が
出
席
し
開
会
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
支
部
長
よ
り
研
究
会
本
部
鈴
木

純
子
代
表
理
事
か
ら
届
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

4
月
の
伊
能
忠
敬
没
後
二
O
O年
記
念

「
伊
能
測
量
協
力
者
顕
彰
式
」
及
び
関
連

諸
行
事
へ
の
九
州
支
部
の
協
力
へ
の
お
礼

と、

A
Z世
の
支
部
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

披
露
し
た
後
、
支
部
長
か
ら
2
日
間
に
わ

た
る
没
後
二
O
O年
記
念
行
事
に
つ
い
て

概
要
を
報
告
し
た
。

伊能測量協力者圃・6式が開催された

学士会館

4
月
幻
日
(土
)
の
第

一
部
、
東
京
神

田
の
学
士
会
館
で
行
わ
れ
た
伊
能
測
量
協

力
者
顕
彰
大
会
は
、
全
国
各
地
か
ら
多
数

の
ご
子
孫
と
同
伴
者
の
方
々
、
並
び
に
会

友
、
会
員
及
び
伊
能
=
一郎
右
衛
門
家
他
関

係
者
、
総
勢
二
O
O名
近
い
出
席
者
に
よ

り
行
わ
れ
た
。
ひ
き
つ
づ
い
て
歓
迎
懇
親

会
が
あ
り
い
づ
れ
ホ
盛
大
で
あ
っ
た
。
夜

の
第
二
部
は
会
場
を
移
し
、
新
橋
に
近
い

内
幸
町
ホ
ー
ル
に
お
い
て
落
語
家
で
N
H

K
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
立
川
志
の
輔
師

匠
に
よ
る
落
語
『
大
河
へ
の
道
、
伊
能
忠

敬
物
語
』
が
あ
り
、

1
時
間
半
に
お
よ
ぶ

熱
演
で
、
ま
さ
に
圧
巻
で
あ
り
ま
し
た
。

翌
辺
日
(
日
)
は
、
富
岡
八
幡
宮
な
ど
都

内
の
伊
能
忠
敬
ゆ
か
り
の
地
史
跡
め
ぐ
り

パ
ス
ツ
ア
ー
が
あ
り
源
空
寺
で
は
記
念
法

要
の
後
、
一
同
墓
参
を
し
ま
し
た
。
こ
の

忠
敬
没
後
二
O
O
年
事
業
は
渡
辺
名
誉
代

表
中
心
に
研
究
会
本
部
や
イ
ノ
.へ
デ
ア
の

方
々
等
が
2
年
前
か
ら
鋭
意
準
備
を
進
め

て
こ
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
度
、
成
功
裡

に
無
事
終
え
た
こ
と
誠
に
慶
ば
し
く
大

変
印
象
に
残
る
2
日
聞
の
記
念
行
事
で
あ

っ
た
旨
報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
本
総
会
に

出
席
の
来
賓
及
び
新
会
員
会
員
同
伴
者

の
紹
介
を
行
っ
た
。

来
賓
に
は
国
土
地
理
院
九
州
地
方
測

量
部
斉
藤
勘
一
部
長
に
お
い
で
頂
き
、
合

わ
せ
て
特
別
講
演
を
お
願
い
し
た
。
紹
介

後
早
速
講
演
(
1
)
に
入
り
、
斉
藤
部
長

さ
ん
よ
り

「地
図
が
で
き
る
ま
で
1
国
土

を
描
く
新
技
術
1
」
と
題
し
、
私
達
を
取

り
巻
く
い
ろ
い
ろ
な
地
図
や
宇
宙
技
爾

で
つ
く
ら
れ
る
緯
度
経
度
や
、
地
図
の

で
き
る
ま
で
等
を
体
系
的
に
わ
か
り
易
く

説
明
か
あ
り
普
段
聞
け
な
い
有
意
義
な
講

演
で
し
た
。
当
研
究
会
菱
山
剛
秀
事
務
局

長
(
元
九
州
地
方
測
量
部
長
)
か
ら
来
年

が
国
家
測
量
開
始
一
王

O
年
の
節
目
と
伺

っ
て
お
り
、
こ
の
た
び
の
斉
藤
部
長
さ
ん

の
講
演
は
大
変
タ
イ
ム
リ
ー
な
テ
l
マ
で

あ
り
ま
し
た
。
午
後
の
部
の
講
演
(
2
)

で
は
初
参
加
の
中
野
直
教
会
員
(
田
川
郷

土
研
究
会
会
長
)
か
ら
福
岡
県
田
川
市
で

の
伊
能
測
量
に
つ
い
て
詳
細
な
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

3
時
の
休
憩
前

の
曽
根
回
馨
会
員

(
附
カ
ク
マ
ル
会

長
)
の
「
全
国
境
界
の
四
方
山
話
」

は
氏
が
測
量
や
土
地
家
屋
調
査
用

品
な
ど
扱
っ
て
い
る
会
社
の
経
営

者
で
経
済
界
の
第

一
線
で
活
鼠
さ

れ
て
い
る
方
で
豊
富
な
体
験
と
い

ろ
い
ろ
な
事
例
を
あ
げ
て
の
ス
ピ

ー
チ
に
大
変
感
服
し
ま
し
た
。

休
憩
後
平
川
定
美
会
員
(
佐
世
保

史
談
会
事
務
局
長
)
か
ら
長
年
の
活

動
で
建
立
し
た
佐
世
保
市
の
伊
能

忠
敬
測
量
記
念
碑
に
つ
い
て
そ
の

後
の
状
況
の
報
告
が
あ
っ
た
。
本
日

最
後
の
講
演

(
3
)
は
平
田
登
云
員

に
よ
る
「
古
文
書
の
探
し
方
、
写
真

撮
影
の
進
め
方
」
は
、
氏
が
昨
年
に

長
年
の
研
究
を
出
版
し
た
「
御
用
測

量
熊
本
県
資
料
容
を
も
と
に
説
明
さ
れ
、

個
人
所
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
保
存

に
難
点
が
あ
る
、
又
公
的
機
関
に
よ
る
所

蔵
が
少
な
い
等
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
今
年

度
の
総
会
は
午
前
か
ら
開
会
し
た
た
め
日

程
も
順
調
に
す
す
み
こ
の
後
、
井
上
事
務

局
長
に
よ
る
会
計
報
告
や
、
会
員
動
向
等

の
支
部
長
報
告
を
行
い
閉
会
し
た
。
終
了

後
は
恒
例
の
懇
親
会
を
「
梅
の
花
」
で
聞

き
、
四
名
の
参
加
が
あ
り
大
い
に
懇
親
を

深
め
ま
し
た
。
今
年
も
ま
た
忠
敬
先
生
に

感
謝
の
一
日
で
し
た
。
(
い
し
か
わ

せ
い
い
ち
)
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J
R佐
原
駅
前
ロ
ー
ヲ
リ
ー
に

伊
能
忠
敬
翁
の
銅
像
を
建
立

今
年

(二

O
一
八
年
)
は
、
伊
能
忠
敬

翁
没
後
二

O
O年
の
節
目
の
年
に
当
た
り

ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
香
取

市

は

郷
土

の
偉
人
伊
能
忠
敬
翁
の
偉
大
な
業
編
を
後

世
に
伝
え
、
永
く
歴
史
に
と
ど
め
る
た
め

銅
像
の
建
立
を
行
い
ま
し
た
。

除
幕
式
は
早
成
田
年

5
月
初
日

(
日
)

盛
大
に
単
行
さ
れ
ま
し
名
句

銅
像
は
高
さ
品
品自

(
銅
像
目白
日

台

座
N

H
ヨ
)
北
極
星
の
観
測
を
意
識
し
て
、

北
向
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

制
作
者

木
内
種
智
氏
(香
取
市
出
身
彫
割
家
)

伊
能
測
量
協
力
者
顕
膨
会
に

参
加
し
て

(子
孫
)

香
川
県

石
原
悔
司

伊
能
忠
敬
研
究

(
第
田

号
)
」
を
受
け

取
り
ま
し
た
。

冊
子
後
半
の
顕
彰
大
会
に
参
加
さ
れ

た
皆
晶
悼
の
感
想
文
は
読
み
応
え
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
石
川
県
の
大
星
辰
の
「
志
の

輔
落
語
の
世
界
」
は
、
あ
の
夜
に
聞
か
せ

て
い
た
だ
い
た
志
の
輔
師
匠
の
話

主

重一

に
再
現
し
て
お
り
圧
巻
で
し
ゃ
匂

多
く
の
管
織
が

コ
一戸
村
さ
ん
、
あ
り
が

と
う一
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
ゃ
句

私
も
同

感
で
す
。
志
の
輔
師
匠
の
落
跨
で
最
後
の

一
言
と
な
っ
た
「

g
o
o
d

-

o
b
」

は
戸
村
さ
ん
に
も
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

亀
岡
市

桂

文

干

昨
日
は
『
伊
能
忠
敬
研
究
』
記
念
事
業

特
集
号
を
お
届
け
頂
き
ま
し
で
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

幻
日
か
ら
ド
イ
ツ
へ
で
か
け
て
い
て
、

本
日
お
昼
扇
に
帰
国
し
た
ば
か
り
で
、
ま

だ
内
容
を
つ
ぶ
さ
に
拝
見
、
拝
観
は
で
き

て
い
な
い
の
で
す
が
、
取
り
島
章
c
、
御
礼

を
白
申
し
上
げ
ま
す
。
友
人
が
貸
し
て
く
れ

た
井
上
ひ
さ
し
の

『
四
千
万
歩
の
男
』
も

こ
れ
か
ら
続
む
予
定
で
す
。
ど
の
よ
う
に

描
い
て
あ
る
か
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

研
究
会
、
編
集
作
業
の
皆
様
に
よ
ろ
し
く

知
章
を
お
っ
た
え
く
だ
さ
い
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
取
り
宰
c御
礼
ま
で
。

滋
賀
県

川
浪
富
士
夫

拝
啓

伊
能
忠
敬
没
後
二
O
O年
記
念
事

業

「伊
能
測
量
協
力
者
顕
務
会」
‘
特
集
号

を
お
送
り
下
さ
り
、
又
私
の
メ
ー
ル
も
載

せ
て
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
、
本
を
読
ん
で
い
る
所
で
す
。
あ
の

時
の
感
動
が
、
よ
み
が
え
り
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。
戸
村
線
、
渡
辺
会
長
様
、

他
皆
様、

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

有
り
態
フ
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
桂
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

敬
具

佐
賀
県

中

島

惇

佐
賀
の
方
は
秋
の
気
配
が
ま
だ
ま
だ

の
毎
日
で
す
。

こ
の
度
は
、
冊
子
を
お
送
り
頂
き
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

伊
能
忠
敬
顕
彰
大
会
の
様
子
と
参
加

者
の
ご
意
見
の
内
容
を
読
み
、

再
び
‘
お

世
話
頂
い
た
方
々

の
ご
功
労
を
感
じ
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

85号の誤植 お詫びして訂正します.

53p 1段目 6行

(三重県亀山市)> (石川県七尾市)

58p4段目 19行

小林ー 》

最U樹T 曽根田薫 〉

裏聖紙裏面最下行

03・3465-9752> 03-3466-9752 

小林一三

曽根田馨

新
入
会
員
自
己
紹
介

属
県

白
石
文
紀

今
度

入

会
し
ま
し

た
福
岡
の

白
石
文
紀

(
肝
歳
)

で
す
。
工
業

高
校
で
土

木
の
教
員

を
し
て
い

た
の
で
す

が、
退
議
後

は
建
設
会

60 

社
で
働
い
て
い
ま
す
。

伊
能
忠
敬
に
最
初
関
心
を
持
っ
た
の

は
4
千
万
歩
の
男
を
読
ん
で
か
ら
で
す
が
、

山
島
方
位
記
を
見
て
伊
能
さ
ん
が
立
っ
た

位
置
を
特
定
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
こ
と

や
伊
能
ウ
オ
l
ク
に
参
加
し
て
ハ
マ
り
ま

し
た
。
本
来
凝
り
性
で
、
教
員
を
し
て
い

た
頃
は
実
習
に
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
作
り
を
取

入
れ
、
卒
業
制
作
で
生
徒
と

一
緒
に
パ
ス

待
合
所
や
ツ
リ
l
ハ
ウ
ス
な
ど

は
棟
を

建
て
地
域
に
寄
贈
し
ま
し
名
、
今
は
山
島

方
位
記
を
使
っ
て
観
測
点
を
求
め
る
こ
と

や
自
作
蒲
鉾
犠
ア
リ
ダ
1
ド
に
よ
る
平
叡

測
量
で
伊
能
図
に
挑
戦
中
で
す
。
ご
指
導

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



誌
上
総
会

2018 

今
年
は
年
度
当
初
に
実
施
し
た
伊
能
忠

敬
ニ

O
O年
記
意
事
業
に
地
方
会
員
の
方

に
遠
方
よ
り
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
.
1
年
に
何
度
も
お
集
ま
り
い
た
だ

く
の
は
会
員
の
負
担
も
大
き
い
の
で
、
理

事
会
に
お
い
て
、
総
会
の
畿
案
を
審
議
し
、

そ
の
結
果
を
誌
上
で
報
告
す
る
こ
と
で
、

総
会
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。

な
お
、
予
算
の
収
支
に
お
い
て
、
平
成
四

年
度
に
計
上
し
て
い
た
伊
能
忠
敬
没
桂
二

0
0年
記
念
事
藁
に
関
す
る
事
業
費
の
執

行
が
平
成
田
年
度
に
ま
た
が
っ
た
た
め
、

同
事
業
に
閲
す
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
平

成
田
年

7
月
担
日
ま
で
を
平
成
田
年
度

経
費
の
収
支
に
含
め
て
決
算
し
、

8
月
回

目
に
会
計
監
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
伊
能
忠
敬
没
後
二

0
0

年
記
意
事
業
の
実
施
内
容
は
、
平
成

四
年

度
事
業
と
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

平
成
田
年
度
事
業
報
告
に
は
、
実
施
し
た

事
実
の
み
を
再
掲
し
て
い
ま
す
.

会
員
名
位
に
は
、
事
情
を
ご
賢
察
の
う

え
、
誌
上
総
会
と
す
る
こ
と
を
ご
了
承
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
報
告
内
容
等
に
疑
問
や
ご
不
信

な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
に
ご
連

絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
.

第 86号伊能忠敏研究

平
成
却
年
度
伊
能
忠
敬
研
究
会
事
軍
報
告

1

全
員
動
向

(
平
成
田
年
4
月
1
日
6
3

平
成
田
年

3
月
担
日
}

入
会
者
7
名
高
井
正
巳
、
菅
原
佐

担
子
、
小
坪
隆
、
勝
文
洋
、
弁
上
健
、

福
田
仁
、
足
立
智
彦
、

退
会
者

M
4
浅
井
京
子
、
井
上
靖

子
(
逝
去
て
吉
田
義
昭
、
原
田
照
男
、

井
田
編
位
郎
、
野
崎
信
行
、
芳
賀
啓
、

村
上
昭
一
二
、
坂
本
鏡
、
狼
勢
樟
子
、
岡

部
隆
男
、

中
野
壁
、

守
屋
敏
子
、
田
上

孝
2

車
車
等

・
総
会
郵
送
に
よ
る
紙
上
総
会
と
し
、

会
員
か
ら
の
指
摘
噂
を
踏
ま
え
議
案

を
修
正
し
て
会
報
担
号
で
報
告
し
た
.

議
案
平
成
田
年
度
事
業
報
告

・
予
揮

の
収
支
報
告
、
平
成

四
年
度
事
業
計

画
予
算
、
役
員
改
選

伊
能
忠
敬
没
桂
二
O
O周
年
記
念
事
業

伊
能
測
量
協
力
者
顕
彰
会
懇
親
会

平
成
田
年
4
月
幻
日
(
千
代
田
区
学

士
会
館
)
協
力
者
子
孫
、
来
賓
、
研

究
会
会
員

・
会
友
、
伊
能
家
子
孫
帯

顕
事
会

一
八
三
名
、
懇
親
会

一
七

一

名
参
加

来
賓
国
土
地
理
院
長
村
上
広
史
、

東
京
地
学
協
会
会
長
野
上
道
男
、

日
本
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
協
会
会
長
畑

浩
靖
、
日
本
土
地
家
屋
関
査
士
連
合

会
会
長
岡
田
潤

一
郎
、
伊
能
忠
敬

大
河
ド
ラ
マ
化
推
進
協
議
会
会
長

木
内
志
郎

記
急
落
語
会
平
成
田
年

4
月
白
日

E
8
5
MM
g
千
代
田
区
内
拳
町

ホ
i
ル

一
四
玉
名
書
加

都
内
史
跡
め
ぐ
り

・
伊
能
忠
敬
墓
前
祭

平
成
田
年
4
月
間
μ

臼

@
8
1

5
8
九
八
名
参
加
。
パ
ス

2
台
で

芝
丸
山
公
闘
(
伊
能
忠
敬
測
地
温
功

表
)
、
富
岡
八
幡
宮
(
伊
能
忠
敬
鋼
臨
)

等
を
巡
る

墓
前
祭
(
上
野
源
空
寺
、
伊
能
忠
敬
墓

前
で
読
経
、
焼
香
を
実
施
)

記
意
誌
「
伊
能
忠
敬
日
本
列
島
を
測

る』

A
4
判
フ
ル
カ
ラ

l

前
編

戸
阻
害
)
桂
編
(
阿国
国
電
)
平
成
田
年

4
月
日
日

一
四
O
O部
刊
行

会
員
、
関
係
機
関
、
伊
能
測
量
協
力

者
顕
彰
会
、
地
方
自
治
体
等
に
配
布

-
理
事
会
平
成
田
年
5
月
目
日
(
総
会

資
料
確
認
、
顕
彰
会
準
備
等
)

・顕
酷
会
準
備
会
平
成
四
年

3
月
四
日

.
会
報
発
行

副
号
お
さ

空
自

発
行
)
、

田
号
(呂
司

宅
一芭
発
行
)
、

回
号
(芯
M
M

回
目
∞
発
行
)

.
協
賛
事
業

平
成
田
年

日
月
8
日
1
M
目
、
パ
ル

テ
ノ
ン
多
摩
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

特
別
展
示
室
他
。
地
図
展
協
議
会
「
地

図
展
呂
コ

南
多
摩
回
年
の
軌
跡
』

講
演
会
専
へ
の
講
師
派
遣

・
平
成
田
年
2
月

7
日
千
葉
県
佐
倉
市

(
佐
倉
市
中
央
公
民
館
}

佐
倉
市
民
カ
レ
ッ
ジ
講
演
「
伊
能

忠
敬
の
人
間
像
人
生
を
二
度
生
き

る
」
鈴
木
純
子

・
平
成
田
年

3
月
回
目
、
千
葉
県
柏
市

よ
み
う
り
カ
ル
チ
ャ
ー
拍
セ
ン
タ
ー

旬、
，
千
葉
町
偉
人
・伊
能
忠
敬
没
桂
目
。
。

年
4
3

「
回
歳
か
ら
日
本
地
図
を
創
っ

た
男
」
星
埜
由
尚

※
講
演
は
研
究
会
に
要
輯
が
あ
り
、
対
応
し

た
も
の
に
阻
り
配
載

記
者
聾
豊

平
成
四
年
日
月
1
日

東
京
都
中
央
区
立
銀
座
区
民
館

忠
敬
投
桂
ニ

O
O年
記
怠
行
事
の
進

行
に
つ
い
て

61 

以
上



平成29年度伊能忠敬研究会収支報告

会計期間 平成29年4月1日~平成30年3月31日(記念事業費は平成30年7月31日)

収λ

項目

会費(当年度分)

会費(過年度分)

金誌売上

前年度繰越壷

利息

誤振込

合計

(翌年度繰越金)

合計

予算a

1.000.000 

105.000 

30.000 

2.039.271 

3.174.271 

予算a

15，471 

3.174.271 

項目

平成29年度末預金残高

向訳

上記のとおり報告します。

決草b

935.000 

95.000 

14.500 

2.039.271 

2 

10.000 

3.093.773 

決草b

平成30年8月 25日

増減b-a 備考

-65.000 当年度納入{560，O同)、H28年度納入(375，0曲)

-10，000 前年度までの未納分(95，0佃)

ー15.500500X29 

0干揮の前年度繰盤金には、当年度の会費395，脱却を含む

2 

10.000 配念事業寄付金の模様込(10，前同)

-80.498 

増減b-a 備考

編集費(20曲。)

備考

事務局長
表占 担金⑬
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伊能忠敬研究第86号 2018

伊能忠敬没後 200年記念事業費収支報告

収入

項目 予軍a 決草b 増誠b-. 情考

伊能測量協力者顕草巨大当 2.170.000 5.553.328 3.383.328 

イノベディアをつ〈る金 1.370.000 1.378.472 8.472 

伊能忠敬研究会 800.000 800.000 0伊能忠慰研究会平成羽年度予捧

参加費、寄付金 o 3.374.856 3.374.856 寄付者120.名(子孫30、団体ー会友7、会員田)

但意誌 1.400.000 1.359.831 -40.169 

伊能忠敬研究会 1.400.000 1.359.831 -40.169 伊刷能・署忠告安研究会平、n回成、29年度予算(編集費500∞o円、印

合計 3.570.000 6.913.159 3.343.159 

令刷

項目 予草a 決草b 増減b-. 情考

伊能測量協力者顕彰大量 2.170.000 5.553.328 3.383.328 

顕彰大会 3.238.151 3.238.151 司作成会等会大場会費運(営2部費屋、)『事、4績 ム覧jef1プ71ロ名グ)ラム」毒事足布物

犯意落語会 805.123 805.123 会場費出演料等

史跡めぐり・墓前祭 656.904 656.904 
貸帯切以パルス代(2台)(位以念落絡会移動(3台)を含む)

連絡通惜等事務費 853.150 853.150 |配鵠者印輔刷ー鞄(溝会場、干費の、資恥料作、成費等時)、案内状リ フレツト

E意誌 1.400.000 1.359.831 -40.169 

編車事務費 500.000 502.400 2.400 
編集測査費(連絡ー通傷費、消耗品等)、県別地図

印刷・発送費 900.000 857.431 -42.569 A会4目判(、1フ87ル部カトラー自、前・後嗣(248p)、各1，400部印刷

合計 3.570.000 6.913.159 3.343.159 

※ 伊能測量協力者顕彰大会は、寄付金の額により実施内容を決めため、予め予算項目は立てていない。

平成29年度伊能忠敬研究会監査報告

平成29年度収支報告及び伊能忠敬役桂 200年事業費の収支報告は、入出金記録簿と証拠書類を照合し、

確認した結果、適正と認めます。

平成30年8月25日

監事 j
 

F

山本
/
一文
一
Lm
-j
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平
成
四
年
度
伊
能
忠
敬
研
究
会
事
業
計
画

-

会
員
動
向
{
平
成
四
年
4
月
1
日
3

平
成
四
年

9
月
田
日
}

入
金
者

9
名
中
野
直
穀
、
前
嶋
と

し
子
、
佐
野
明
子
、
渡
遁
亜
美
、
占
部

邦
昭
、
加
茂
洋
文
、
廃
回
晋
也
、
白
石

文
紀
、
赤
堀
浩

一

名
誉
会
員
立
川
志
の
輔

・
退
会
者

2
名
前
嶋
初
枝
(
逝
去
}
、

佐
藤
正
弘

2

事
業
等

・
総
会
総
会
議
案
を
会
報
師
号
で
確

認
い
た
だ
く
誌
上
総
会
と
す
る
。

・
理
事
会

第

1
回

平

成

田

年

四
月

(
平
成
四
年
度
総
会
資
料
確
認
}

第

2
回

平

成

田
年

1
月

(
予
定
)

.
会
報
提
行

田
号
(
芭
句

∞
N
O
発
行
}
、

「
伊
能
測
量
協
力
者
顕
彰
会
」
特
集
号

師

号

吉

S

HQ
E
発
行)、

町
号
(
。

8

2
月
発
行
}

・
伊
能
忠
敬
没
佳
二
O
O年
記
念
事
業

(
平
成
田
年
度
事
業
と
し
て
報
告
}

伊
能
測
量
協
力
者
顕
事
会

平
成
四
年

4
月
幻
日

千
代
田
区
学
士
会
館
ほ
か

記
怠
誌
刊
行

「伊
能
忠
敬

前
編
・
佳
編

日
本
列
島
を
測
る
」

平
成
四
年
4
月
日
日

-
桂
鐙

・
協
賛
事
業

地
図
展
協
議
会
、
「
地
図
展
N
O

Z

地

図
に
映
る
明
治
の
日
本
」
へ
の
協
力

平
成
四
年

H
月

1
日
3
7
日

東
京
都
千
代
田
区
区
民
ホ
l
ル

講
演
会
等
へ
の
講
師
派
遣

・
平
成
四
年

8
月
釘
日
(
日
}

東
京
都
八
王
子
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ク
リ
エ
イ
ト
ホ
ー
ル

講
演
「
古
地
図
の
魅
力
伊
能
図
か
ら

見
士
伊
能
忠
敬
の
功
績
」
菱
山
剛
秀

・
平
成
叩
年

7
月
日
日
(
水
}

埼
玉
県
新
座
市
立
中
央
公
民
館

講
演
「
伊
能
忠
敬
印
歳
か
ら
日
本
地

図
日
本
地
図
を
作
っ
た
男
」
鈴
木
純
子

報
道

・
番
組
等
へ
の
対
応

・
平
成
田
年

6
月
4
日
(
月
}

朝
日
新
聞
朝
刊
文
化
の
扉

「
伊
能
園
出
回
っ
て
い
た
ワ
」

・
平
成
田
年

6
月
6
日
(
水
}

N
H
K
歴
史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
伊
能

忠
敬
「
あ
な
た
の
先
祖
も
手
伝
っ
た
門

伊
能
忠
敬
究
極
の
日
本
地
図
」

・
平
成
田
年

8
月
同
日

轟
日
新
聞
東
京
夕
刊

役
桂
目
。
。
年
・
伊
能
忠
敬
を
歩
く

「宮

城
・松
島
奥
州
へ
妻
を
伴
い
観
光
旅
行
」

※
講
演
、
報
道
番
組
は
研
究
会
に
要
舗
が
あ

り
平
成
四
年
9
月
四
日
ま
で
対
応
し
た

も
の
に
限
り
配
載

日
上

収入

項目 前年度予算a 当年度予第b 増誕b-. 薗考

会費(当年度) 1.000.000 970.000 -30.000 一般会員190X5，似抽、特別会員1X20，Oω 

会費(前年度未納分} 105.000 110.000 5.000 H2自年度冊、平成29年度(16)

会誌等売上 30.000 130.000 100.000 当年度予算山立記念誌(1∞，∞0)売上を含む

前年度繰越金 2.039.271 118.728 ー 1.920.543

合計 3.174.271 1.328.728 ー 1.845.543

平成30年度伊能忠敬研究会予算

を出

項目 前年度予算a 当年度予第b 増誕b-. 冊考

会報作成費 380.000 380.000 0印刷費、編集費(60pX4∞部X3回)

会報尭送費 100.000 200.000 100.000 3回分(送料値上げによる増額)

事務所買料 268.800 268.800 0I22，400X 12月

配意事軍費 2.200.000 01 -2.200.000 

通信費 50.000 60.000 10.000 電話代、郵送料、銀行援込手数料等

事務費 160.000 150.000 ー 10.000資料印刷、受通費、消耗品等

予薗費 15.471 269.928 254.457 

合計 3.174.271 1.328.728 ー 1.845.543
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『
伊
能
忠
敬
研
究
』
投
稿
要
領

①
原
捕
の
長
さ

描
文
報
告
紹
介
、
な
ど
は
本
文
写
真
図
な
ど
を
吉
め
て

一
件
に
つ
会
刷
り
上
が
り
八
頁
ま
で
、

各
地
の
ニ
ユ
ス

・
お
知
ら
せ
な
ど
は
刷
り
上
が
り

-
頁
以
内
を
原
則
と
し
ま
す
。

*
刷
り
上
が
り

-
頁
に
入
る
文
字
数
は
約

M
g
o
字

(
吋
宮
字
×
=
一段
ま
た
は
品
。
字
×
四
段
)
で
す
。

畏
い
原
稿
の
開
場
合
は
連
載
と
し
て
分
割
し
て
い
だ
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
原
稿
の
か
た
ち

・
本
文

(テ
キ
ス
ト
)
原
則
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
ワ

l
ド
な
ど

一
般
的
な
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

で
作
成
さ
れ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
し
ま
す
。

目
写
真

一
般
的
な
白
出
。
形
式
ま
た
は

国

司
4

ま
た
は
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
の

司
ωロ
形
式
で
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
さ
れ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
し
、
印
刷
サ
イ
ズ
で

ω呂
苫回

程
度
の
解
像
度
の
よ
い
鮮
明
な
も
の
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
@

*
印
刷
サ
イ
ズ
が

E
O
S
E
x
-
3
5
B
で

E
0
3
H
の
カ
ラ

l
写
真
の
場
合
、
E
自

前
後
の
フ
ァ
イ
ル
に

な
り
ま
す
。
通
常
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て

u
Z
そ
l
ド
以
上
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
フ
ァ
イ
ル
で
問
題

あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
メ
ラ
付
き
携
併
電
話
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
無
理
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

わ
か
ら
な
い
場
合
は
L
判

(E
4
5
5
x
E
g
g)
程
度
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
鮮
明
な
写
真
で
も
結
情
で

す
。
・
図

写
真
に
準
じ
ま
す
。
原
因
を
コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
ス
キ
ャ
ナ
で
繰
っ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル

c-v凹。
形
式
ま
た
は

昌
司
一司
形
式
)
に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
原
捕
の
送
り
方

左
配
ま
で
電
子
メ

1
ル
添
付
か
、

C
D
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
婦
入
す
る
写
真
図
が
あ
る
開
場
合
は
そ
の
位
置
、
お
よ
そ
の
サ
イ
ズ
を
本
文
中
に
掴
集
者
が
わ
か

る
形
で
記
入
し
て
お
く
か
、
概
略
を
記
入
し
た
割
付
用
紙
を
最
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
題
名
、
著
者
連

絡
先
、
原
稿
巨
分
、
刷
上
り
見
込
み
ペ
ー
ジ
数
な
ど
を
記
入
し
た
メ
モ
ま
た
は
原
稿
整
理
カ

l
ド
も
同
時

に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
(
詳
し
く
は
本
誌
六
七
号
お
よ
び
六
八
号
を
参
照
)

送
り
先
電
子
メ

l
ル
添
付
の
場
合

E
E
Z
X
@
2
0宇
-
8
2
0
d

-
郵
送
の
鳩
合
〒

1
5
3
0
0
4
2

東
京
制
御
目
黒
区
.開
業
台

4

9

6

日
本
地
図
セ
ン
タ

2
階

伊
能
忠
敏
研
究
会
「
伊
能
忠
敏
研
究
」
編
集
部

④
注
-
S
事
項

・
編
集
造
中
で
の
大
幅
な
追
加
修

E
は
お
受
け
で
会
ま
せ
ん
。
完
成
原
稿
と
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

・
図
や
写
真
の
引
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
場
合
は
投
稿
す
る
前
に
執
筆
者
が
責
任
を
持
っ
て
許
可
を
取
っ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

a

引
用
し
た
文
献
等
に
つ
い
て
は
本
文
末
尾
に
リ
ス
ト
や
珪
配
等
で
出
奥
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
原
稿
内
容
を
掴
集
委
員
会
で
検
酎
し
、
不
明
な
点
や
内
容
的
に
不
備
な
点
が
あ
っ
た
場
合
に
は
執
筆
者
に

連

結

し

修

E
ま
た
は
掲
般
を
且
量
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
受
理
し
た
原
繍
は
原
則
と
し
て
執
筆
者
に
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

伊

能

忠

敬

研

究

会

御

室

内

て

本
会
は
伊
能
忠
敬
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

二
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

①
会
報
の
発
行
研
究
成
果

・
会
員
活
動
情
報
な
ど

②
例
会
見
学
会
の
開
催

③
忠
敬
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
主
憧
ま
た
は
共
催

④
そ
の
他
付
幣
す
る
事
業

原
則
と
し
て
年
=
一回
発
行

=
一、
入
会
方
法
等
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
郵
便
娠
替
で
住
所
氏
名
、
電
話
番
号
通
信
欄
に
専

門
、
鍾
味
、
入
会
の
動
機
、
御
意
見
な
ど
を
書
き
添
え
て
、
年
会
費
王
千
円
を
左
記
に
お
送
り
下
さ
い
。

会
併
年
度
は
四
月
か
ら
翌
年
=
一月
で
す
が
年
度
造
中
よ
り
御
入
会
の
場
合
は
、
当
館
年
度
の
会
報

の
パ
ッ
ク
ナ
ン
パ
を
お
送
り
し
ま
す
。

回、

伊
能
忠
敬
研
究
会
事
窮
局
所
在
地

〒
1
5
31
0
0
4
2

車
京
都
目
黒
区
青
葉
台
4
1
9
1
6

日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
z
F

電
話
・

F
A
X
0
3
3
4
6
6
9
7
5
2

(留
守
の
場
合
は
録
音
テ

lブ
に
吹
込
ん
で
く
だ
さ
い
。)

事
務
局
メ
ル

Z

S
-
2
0
Zo
p
o
d

郵
恒
彊
笹
口
座

O
O
一
五

O
l六
1
0
七
二
八
六
一

O

ホ

ム

ペ

ジ

芸

宣

言

語

5
5亨
Z
2
Q
Q

伊
能
忠
敬
研
究
会
関
係
ホ
ム
ペ
ジ

O
伊
能
忠
敬

e資
料
館
「

I
n
o
p
e
d
l
a
(
イ
ノ
ベ
デ
イ
ア
ご
伊
能
忠
敬
と
伊
能
図
の
大
事
典

葺
宣
言
委
主
ヨ
ヨ
邑

-
E
o
Z
E

現
存
す
る
伊
能
図
の
所
在
ニ
覧
ア
メ
リ
カ
伊
能
大
図
な
ど
地
図

O
「
伊
能
忠
敬
研
究
会

・
資
料
室
」

お
よ
び
史
料

葺
宣
言
。
ョ
g
a
--00
ヨ
E
ヨ
O

S
』豆
'E
K
g
a

O
「伊
能
忠
敬
図
書
簡
」
忠
敬
関
係
の
文
献
、
画
像
資
料

葺
宣
言
護
実
湾
、
ョ
。
ご
h
U
T
E
R
O

編
集
後

E

O
今
秩
は
い
つ
も
に
な
く
自
知
県
容
が
多
か
っ
た
。
豪
雨
・
土
砂
崩
れ

・
地
震
、
お
ま
け
に
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
で
。
首
都
圏
だ
っ
た
ら
と
思
う
と
ぞ
っ
と
す
る
。
日
本
の
技
術
力
を
過
憎
し
「
ポ
ー
っ
と
」

し
て
は
い
ら
れ
な
い

.
0本
会
主
催
の
伊
能
忠
敬
没
後

N
O
O
年
配
意
事
業
が
4
月
末
、
盛
大
に
行
わ
れ
た
.

前
号
師
号
は
そ
の
特
集
号
と
な
り

H
氏
が
孤
軍
奮
闘
さ
れ
8
月
に
発
行
さ
れ
た
.
ぉ
手
缶
い
も
せ
ず
に

い
た
自
分
だ
が
、
何
か
を
成
し
た
気
が
し
た
の
は
不
思
瞳
だ
。
気
付
く
と

師
号
原
稿
の
締
め
切
り
臼
が
近

づ
い
て
い
た
。
「
ポ
ー
っ
と
生
き
て
る
ん
じ
ゃ
ね
え
よ
!
」
チ
コ
ち
ゃ
ん
の
叱
り
宵
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
.

0
前
号
か
ら
の
送
り
原
摘
が
あ
り
何
と
か
な
る
と
衡
を
括
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
原
稿
は
集
ま
ら
な
い
。
当

会
も
高
齢
化
の
た
め
か
寄
稿
さ
れ
る
方
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
方
編
集
力
が
問
わ
れ
る
原
稿
も

あ
り
こ
れ
も
悩
ま
し
い
。
専
門
的
な
内
容
を
吉
む
原
稿
は
一
餌
人
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。
当

然
お
知
恵
拝
借
と
な
る
。
寄
稿
さ
れ
た
原
稿
は
み
な
大
切
だ
。
編
集
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
も

専
門
分
野
を
吉
む
原
稿
は
予
め
評
価
を
受
け
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
。
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